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浪江町告示第９０号

（ ） 、地方自治法 昭和２２年法律第６７号 第１０１条第１項の規定により

平成２８年浪江町議会定例会を、次のとおり招集する。

平成２８年１１月１４日

浪江町長 馬 場 有

１ 期 日 平成２８年１２月６日（火） 午前９時

２ 場 所 福島県二本松市北トロミ５７３番地

浪江町役場二本松事務所
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○応招・不応招議員

応招議員（１４名）

１番 渡 邉 泰 彦 君 ２番 佐々木 勇 治 君

３番 鈴 木 幸 治 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 平 本 佳 司 君 ６番 松 田 孝 司 君

７番 山 崎 博 文 君 ９番 佐々木 恵 寿 君

１０番 山 本 幸一郎 君 １１番 泉 田 重 章 君

１２番 佐 藤 文 子 君 １３番 紺 野 榮 重 君

１４番 三 瓶 宝 次 君 １５番 馬 場 績 君

不応招議員（０名）



１ ２ 月 定 例 町 議 会

（ 第 １ 号 ）
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平成２８年浪江町議会１２月定例会

議 事 日 程（第１号）

平成２８年１２月６日（火曜日）午前９時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 諸般の報告

追加日程第 １ 議会運営委員会委員の選任

日程第 ４ 行政報告

日程第 ５ 一般質問
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出席議員（１４名）

１番 渡 邉 泰 彦 君 ２番 佐々木 勇 治 君

３番 鈴 木 幸 治 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 平 本 佳 司 君 ６番 松 田 孝 司 君

７番 山 崎 博 文 君 ９番 佐々木 恵 寿 君

１０番 山 本 幸一郎 君 １１番 泉 田 重 章 君

１２番 佐 藤 文 子 君 １３番 紺 野 榮 重 君

１４番 三 瓶 宝 次 君 １５番 馬 場 績 君

欠席議員（０名）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 副 町 長

馬 場 有 君 宮 口 勝 美 君

副 町 長 教 育 長

本 間 茂 行 君 畠 山 熙一郎 君

代 表 監 査 委 員 総 務 課 長

山 内 清 隆 君 佐 藤 良 樹 君

復興再生事務所長
兼まちづくり整備課長 復 興 推 進 課 長

安 倍 靖 君 山 本 邦 一 君

町 民 税 務 課 長 産業振興課長補佐

武 隈 吉 美 君 蒲 原 文 崇 君

ふるさと再生課長 帰 町 準 備 室 長

三 瓶 徳 久 君 鈴 木 政 己 君

健 康 保 険 課 長 兼
仮 設 津 島 診 療 所
事 務 長 介 護 福 祉 課 長

居 村 勲 君 佐 藤 祐 一 君

会 計 管 理 者
生 活 支 援 課 長 兼 出 納 室 長

清 水 中 君 鈴 木 貞 孝 君
教 育 委 員 会 事 務 局

教育次長兼浪江町中央公

民館長兼浪江町津島公民

館長兼浪江町図書館長

大 原 教 知 君

職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 次 長

清 水 佳 宗 横 山 秀 樹
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書 記

柴 野 早 苗
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おはようございます。○議長（吉田数博君）

東日本大震災から５年９カ月が過ぎようとしております。12月定

例会に先立ち、地震津波により犠牲となられた方々はもちろんのこ

と、長期にわたる避難により亡くなられた方々に対し、哀悼の意を

込め、黙とうを捧げたいと存じます。

ご起立ください。

［黙とう］

ありがとうございました。着席ください。○議長（吉田数博君）

「議会だより」に掲載するため、事務局で会議中の様子を写真撮

影いたしますのでご了承ください。

また、報道関係者から写真撮影の申し出がありますのでこれを許

可したいと思いますので、ご了承ください。

◎開会の宣告

ただいまの出席議員数は14人であります。○議長（吉田数博君）

定足数に達しておりますので、平成28年12月浪江町議会定例会を

開会いたします。

（午前 ９時００分）

◎開議の宣告

直ちに本日の会議を開きます。○議長（吉田数博君）

◎議事日程の報告

、 。○議長 吉田数博君（ ） 本日の議事日程は お手元に配付のとおりです

◎会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。○議長（吉田数博君）

会議規則第127条の規定により会議録署名議員に、15番、馬場績

君、１番、渡邉泰彦君、２番、佐々木勇治君を指名します。

◎会期の決定

日程第２、会期の決定を議題とします。○議長（吉田数博君）

お諮りいたします。今期定例会の会期は本日から15日までの10日

間としたいと思います。ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、会期は本日から15日までの10日間といたします。
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会期中の会議についてお諮りします。６日、７日及び15日を本会

議とし、８日から14日までは委員会等のため休会といたしたいと思

います。ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、会期中の会議はこのとおり決定しました。

◎諸般の報告

日程第３、諸般の報告を行います。○議長（吉田数博君）

議長としての報告事項は、お手元に配付のとおりです。ご了承く

ださい。

諸般の報告にありますが、若月芳則君から11月30日、議員辞職願

があり、同日付けでこれを許可いたしました。

これに伴い、産業・建設常任委員会委員長が不在となりました。

常任委員会の委員長及び副委員長については、委員会条例第８条第

、 。２項の規定により 委員会において互選することとなっております

産業・建設常任委員会は、これより２階小会議室ＡＢにおいて、

委員長を互選してください。

ここで暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時０２分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１１分）

ただいま、産業・建設常任委員会において委員○議長（吉田数博君）

長に平本佳司君が互選されましたので報告をいたします。

ここで議会運営委員会開催のため暫時休議をい○議長（吉田数博君）

たします。

（午前 ９時１１分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１９分）

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

若月芳則君の議員辞職に伴い、議会運営委員会委員に欠員が生じ

ました。お手元に配付のとおり、議会運営委員会委員の選任を日程
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、 、 。に追加し 追加日程第１として直ちに これを行いたいと思います

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、議会運営委員会委員の選任を日程に追加し、追加日程第

１として直ちにこれを行うことに決定いたしました。

◎議会運営委員会委員の選任

追加日程第１、議会運営委員会委員の選任を行○議長（吉田数博君）

います。

資料配付のため、暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１９分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時２０分）

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

議会運営委員会委員については、委員会条例第７条第２項の規定

により、議長が会議に諮って指名することになりますが、これまで

は、先例にならい、各常任委員会から委員長ほか１名を推薦してい

ただき、これらを議会運営委員会委員として指名しています。今回

、 、は 産業・建設常任委員会委員長の辞任に伴う欠員でありますので

お手元に配付のとおり、新たに同委員長となられた平本佳司君を補

欠の議会運営委員会委員として指名したいと思います。

ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、ただいま指名しました平本佳司君を議会運営委員会委員

に選任することに決定いたしました。

◎行政報告

日程第４、行政報告を行います。行政報告は町○議長（吉田数博君）

長からお願いします。

町長。

［町長 馬場 有君登壇］

おはようございます。○町長（馬場 有君）

議員各位におかれましては、師走のご多用の折にもかかわらず、
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ご参集を賜り誠にありがとうございます。

平成28年浪江町議会12月定例会の開会にあたり、行政報告に先立

ちまして、改めてこの震災によりお亡くなりになられた方々、過酷

な避難生活の中で命を落とされた方々の、ご冥福をお祈り申し上げ

ますとともに、ご遺族に対し、深く哀悼の意を表します。

また、いまなお、県内外に避難を余儀なくされ、つらく厳しい生

活を強いられている町民の皆様に対し、心からお見舞い申し上げま

す。

それでは、９月定例会以降の行政執行の主なものについてご報告

いたます。

、 、 。始めに 浪江町合併60周年記念式典について ご報告いたします

10月９日に浪江町地域スポーツセンターの落成式を兼ねて、浪江

町合併60周年記念式典を開催いたしました。

式典には約250名の来賓を迎え、合併50周年からの10年間におけ

る町政発展の功労者13名、震災当初から本町および町民に対し多大

な貢献をされた自治体の代表者８名、個人２名に対して感謝状と記

念品の贈呈を行いました。

、 、多くの来賓を迎え こうした催しを町内で開催できましたことは

非常に感慨深いものがあり、改めて先人が築いた豊かな故郷への思

いを大切にしつつ、崩壊した「町の再生」を成し遂げる覚悟と決意

を新たにした次第であります。

次に、浪江町功労者表彰式について、ご報告いたします。

文化の日の11月３日、第44回浪江町功労者表彰式を二本松市内に

て開催いたしました。

特別功労表彰は３名の方々で、長年にわたり学校教育の進展に尽

力された方や、浪江町議会議員として地方自治発展に尽力された方

々であります。他にも10名の方々を功労表彰、９名の方々を善行表

彰として賞状及び記念品を贈呈し、ご功績を讃えたところでありま

す。

次に、賠償支援の取り組みについて、ご報告いたします。

今般示された「農林業に係る今後の損害賠償について(案)」は、

避難指示区域の営農等の再開や、損害解消に資するには極めて不十

分なことから、実態を踏まえた相当の長期賠償等を示すよう、11月

18日に東京電力に対し要求書を提出したところであります。

また、75歳以上の単身等世帯の訪問支援事業につきましては、10

月末現在で121名に延べ324回の訪問を実施し、支援を希望された方

への訪問が概ね一巡いたしました。そのため、事業の対象者を拡大

し、新たに意向調査を実施したところであります。
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今後も順次、請求が困難な方の支援を進めてまいります。

次に、特例宿泊と準備宿泊について、ご報告いたします。

９月１日から26日の期間で実施した特例宿泊については、申込者

が393人170世帯で、そのうち実際に宿泊した方は269人131世帯であ

りました。

また、帰還支援一時宿泊所として９月１日にオープンしたホテル

なみえには、77人の方が宿泊しました。

続きまして、11月１日から開始した準備宿泊についてですが、12

月１日現在で、申込者が510人201世帯で、そのうち実際に宿泊した

方は、356人148世帯でありました。

これまでに、町と国による戸別訪問、さらには９月24日には特例

宿泊者との懇談会、11月24日には準備宿泊者との懇談会を実施し、

自宅に住めることの喜びの声をいただいている一方、町内商業施設

の日曜営業、防犯面の不安、イノシシ対策といった具体的な課題も

多くいただきました。いただいた課題について、役場をはじめ関係

機関と連携しながら早急に解決してまいります。

11月22日に発生した地震及び津波について、ご報告いたします。

午前５時59分に福島県沖を震源とするマグニチュード7.4の地震

により、浪江町においては震度５弱、午前６時２分には津波警報が

発令となりました。

地震発生時は3.11を思い出してしまうような揺れに襲われ、地震

、 、 。に伴う津波被害 また 原子力発電所事故などを心配いたしました

実際に、福島第二原子力発電所の使用済燃料プールの冷却が一時

停止しましたが、幸いにもすぐに再起動が図られ、冷却が継続され

ました。東京電力に対しては、引き続きこうしたリスクに対する対

策と迅速な対応を求めてまいります。

また、地震発生から約20分後には担当職員が本庁舎に到着し、以

降、職員が順次参集し情報収集等の対応にあたりました。災害にお

いて初動は非常に重要であり、引き続き、訓練などを通して適切な

初動対応がとれるよう図ってまいります。

なお、本地震による町内での被害については、現在まで確認され

ておりません。

次に、浪江町内の防犯体制について、ご報告いたします。

町民の皆様の財産を守るために、防犯カメラの設置やパトロール

強化をしております。また、警察、消防、除染事業者、見守り隊、

消防団、警備会社、行政区長会などを構成員とする浪江町防犯防火

、 、対策連絡協議会において 防犯対策について話し合いを行っており

10月には準備宿泊に対する情報共有を図るとともに、お互いの活動
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報告をするなど有意義な会議となりました。引き続き回を重ね、町

民の安心・安全のため更なる連携強化を図ってまいります。

なお、10月までの刑法認知件数は22件であり、昨年比では９件の

増となっております。

次に、消防団活動について、ご報告いたします。

10月９日に、消防団秋季検閲式を震災後初めて浪江町内の地域ス

ポーツセンターで実施しました。103名の消防団員が出動し、消防

団活動に対する表彰及び閲団、分列行進を行いました。

震災後に初めてとなる町内での検閲式では、消防団員一人ひとり

から自分たちの地域は自分たちで守るという、消防意識の高さを改

めて感じたところであります。

、 、団員各位においては 自らも被災し全国に分散避難しているなか

献身的に町内でパトロールを実施していただいているところでもあ

り、心より敬意を表するものでございます。

現在、帰町後の消防団体制や活動内容について検討を進めており

ます。今後、地域を守る消防団はますます重要性を増すものと思っ

ており、帰町する町民の皆様を安心して迎えられるよう、町として

も消防団活動を支援してまいります。

次に、地域防災計画の改訂状況について、ご報告いたします。

帰町後の町民の皆様の安全・安心のため、昨年度より地域防災計

画の改訂作業に着手してまいりました。素案として取りまとめた計

画に対し、11月からパブリックコメントや関係機関等に照会をかけ

ており、いただいたご意見を参考に計画をより良いものにしてまい

ります。

また、10月17日には改訂している計画及びマニュアルを基に防災

訓練を実施しており、訓練により洗い出された課題や問題点などを

踏まえ、計画をより実効性のあるものにしてまいります。

次に、住民意向調査について、ご報告いたします。

９月に、復興庁、福島県及び浪江町の三者共同で実施し、11月25

日に結果速報が発表されました。9087世帯に郵送し、回答は4867世

帯、回収率は53.6%となっております。

町への帰還意向については 「すぐに・いずれ戻りたいと考えて、

いる」17.5％ 「判断がつかない」28.2％ 「戻らないと決めてい、 、

る」52.6％でした 「すぐに・いずれ戻りたいと考えている」は、。

ほぼ変動がありませんでしたが、残念ながら「戻らないと決めてい

る」は、4.6％増えております。

、 、 。次に 浪江町復興ビジョン検討会議について ご報告いたします

この会議は、イノベーション・コースト構想を足掛かりとして、
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当町のさらなる復興のため、国・県・民間等の知見を結集し、町の

発展的な将来像を検討するものであります。

10月6日に、高木経済産業副大臣をはじめ、各分野の関係者にご

出席いただき、第１回を開催、その後ワーキンググループを４回開

催しております。今後はビジョンを策定し、復興計画【第二次】に

反映してまいります。

次に、復興計画【第二次】策定委員会について、ご報告いたしま

す。

これまで、策定委員会を４回開催し、中間とりまとめまで進捗し

ております。今後、12月下旬にパブリックコメントを実施、２月に

委員会から計画案が提出される予定となっております。

、 、 。次に ＵＲ都市機構との覚書の締結について ご報告いたします

11月29日に、町はＵＲと「浪江町の復興まちづくりの推進に向け

た覚書」を締結いたしました。ＵＲは、これまでに阪神・淡路大震

災、中越・中越沖地震、東日本大震災等で多くの自治体の復興まち

づくり支援を行っており、そのなかで培ってきた技術力や経験を当

町のまちづくりに生かしていきたいと考えております。

次に、帰還困難区域の取扱いに関する考え方について、ご報告い

たします。

８月31日に、国から「帰還困難区域の取扱いに関する考え方」が

示されました。これについて９月12日に議会、10月26日に区長会に

説明がなされたところであります。また、11月17日には帰還困難区

域に住所がある役場職員同士による意見交換も行いました。

この取扱いは、大きな方針を定めたものでありますので、今後、

細部を国と協議しながら、並行して地区のご意見も伺いながら、帰

還困難区域の拠点づくりをするため、円滑な計画策定に努めてまい

ります。

次に町内仮設商業施設整備について、ご報告いたします。

町内の生活環境整備のため、整備を進めておりました仮設商業施

設「まち・なみ・まるしぇ」について、10月27日にオープン記念式

典を挙行し、飲食業４店舗・小売業４店舗・サービス業２店舗の計

10店舗が開店いたしました。

翌10月28日から30日にかけてオープン記念イベントを開催し、浪

江町出身の歌手水原ゆきさん及び浪江踊り隊によるステージ、復興

シンポジウムの開催、その他抽選会や復興拠点を巡るツアーなどを

企画し、延べ1500名の方々にご来場いただきました。

今後も町民の皆様に親しまれる施設となるよう、協議会との協働

で運営を進めてまいります。
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次に、浪江町内での事業活動状況・支援について、ご報告いたし

ます。

11月末現在の町内での事業者の活動状況については、再開・新規

あわせて、37事業者41事業所となっております。

町としては町内で事業を再開した事業所に対し電気料金を補助す

るなど、引き続き町内事業再開への支援を実施してまいります。

次に、雇用の場の創出・企業誘致の取り組みについて、ご報告い

たします。

雇用の場創出のため、大平山の南産業団地と北幾世橋地区の北産

業団地の整備に伴う基本設計業務を進めております。

さらに、早期に進出を希望される企業へ提供する用地として、浪

江日本ブレーキ株式会社跡地を取得しており、現在、既存施設の解

体設計や敷地の整備設計を進めております。

今後も進出希望の企業が早期に操業できるよう環境整備を図って

まいります。

次に、観光、産品振興について、ご報告いたします。

11月３日に岡山県赤磐市の「あかいわ祭り 、11月19・20日には」

千葉県成田市の「成田市産業まつり 、12月２・３・４日には東京」

「 」 、「 」 「 」都庁の 全国ＰＲコーナー に 大堀相馬焼 や なみえ焼そば

などの町内出展者とともに参加し、被災地域の現状を伝えるととも

に、浪江のふるさと産品の販売およびＰＲを実施いたしました。

また、11月19・20日には、二本松市内において「復興浪江町十日

市祭」が開催され、多くの町民の方々の再開の場となりました。

引き続き、風評被害の払拭やふるさと産品の振興を通しての町の

情報発信について、積極的に取り組んでまいります。

次に、農地保全の取り組みについて、ご報告いたします。

除染後の農地を地域で保全していくための復興組合については、

11月末までに累計で18行政区12組合が設立されております。

さらには、水路の泥上げや農道の管理など農業・農村の有する多

面的機能の維持を図る共同活動のための、多面的機能支払組合も５

団体７行政区において設立されているところであります。

今後も復興組合や多面的支払組合の設立・運営を支援してまいり

ます。

次に、浪江産の水稲実証栽培について、ご報告いたします。

昨年同様、酒田地区において販売を目的として栽培されていた米

について、去る10月10日に県内外の大学生など約50名が参加し稲刈

りを実施いたしました。

その後、実施した玄米の放射性物質検査において、基準値以内と
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「 」 、の結果であったため ＮＰＯ法人ワーカーズコープ の協力のもと

昨年に引き続き浪江産米の販売をしております。

２年連続での販売実現は、ご協力をいただいた関係各位のご努力

の賜物と敬意を表しますとともに、今後の営農再開に向け弾みがつ

くものと大きな期待をしております。

次に、水産業の復旧・復興についての取り組みについて、ご報告

いたします。

現在、漁港のがれき処理が完了し、年明け早々には30隻ほどの漁

船が帰港できるまでに復旧しております。

また、請戸漁港の水産業共同利用施設整備については、現在「衛

生管理型」の施設整備に向け荷捌き場や取水施設などの共同施設利

用の実施設計を行っており、施設の利用体制や方法などを定める管

理運営体制についても漁業関係者と検討しており、同時に水揚げさ

れた魚介類を取り扱う水産加工業の再開に向け、水産業の加工団地

整備計画の作成にも着手するなど、町の基幹産業の一つであった水

産業の復興に着実に取り組んでまいります。

次に、交流・情報発信拠点施設整備事業について、ご報告いたし

ます。

施設整備に係る基本計画に基づき、造成・建築基本設計並びに地

質調査を行っているところであります。併せて、国が整備する「道

の駅」との合築を計画しており、駐車場等の整備エリアについて協

議をしているところであります。

次に、町内の公営住宅整備について、ご報告いたします。

、 、現在 町内への帰還にあたり住宅に困窮されている方等を対象とし

幾世橋地区の浪江東中学校周辺に、木造平屋建て85戸、５階建て集

合住宅 ２棟80戸の整備を進めております。

いずれも、平成29年度中に完成予定であり、11月より入居者の募

集を開始しております。

次に、津波被災地の復興事業について、ご報告いたします。

津波被災地の防災集団移転促進事業による宅地等の買い取りにつ

きましては、契約手続き中を含め約530件、面積にして約87％の契

約状況となっております。

また、移転先住宅団地の整備でございますが、幾世橋地区23戸に

ついては工事施工中、請戸地区42戸については埋蔵文化財調査並び

に工事設計を行っているところであります。

次に、町民の健康管理について、ご報告いたします。

避難生活の長期化に伴い、運動量の減少、食習慣の変化、精神的

ストレス、睡眠障害等により、生活習慣病が増加しております。
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引き続き、適度な運動、規則正しい食生活などの健康指導や啓発

活動により、町民の健康維持及び増進に努めてまいります。

また、８月26日より南相馬市を皮切りに、県内９地区において11

月17日までの21日間にわたり総合健診を実施し、3535人の方が受診

されました。

なお、受診者を対象に10月14日から12月26日までの24日間にわた

り、健診結果の返却会を実施しており、

「 」 「 」 、健診結果の説明 及び 保健指導 を行っているところであり

11月末現在で、373人の方にご参加いただいております。

、 （ ） 、次に 小型・軽量積算線量計 Ｄシャトル の運用状況について

ご報告いたします。

11月１日から準備宿泊者へＤシャトルの貸出しを行っており、11

月末現在で、121世帯に232台を貸出しております。

また、11月中旬より準備宿泊者以外の町民の方へＤシャトルの貸

出しを開始したところであり、一人でも多くの方に利用いただける

よう、広報、ホームページ等で情報を発信しているところでありま

す。

次に、浪江町敬老祝金と100歳賀寿表彰について、ご報告いたし

ます。

80歳から84歳の方、940名、85歳から89歳の方、702名、90歳以上

の方、394名、合計2036名の方に対しまして、敬老祝い金を支給い

たしました。

また、満100歳を迎えられました２名の方に対しまして、賞状と

お祝い金を支給しております。

次に、災害関連死について、ご報告いたします。

災害関連死につきましては、現在、双葉地方災害弔慰金審査委員

会において、関連死の可否について審査をお願いしているところで

ありまして、11月25日現在、申出受理件数が484件、うち審査済件

数が462件、うち認定済件数が399件であります。

次に、町民交流事業について、ご報告いたします。

10月以降、町主催の交流会を、10月16日の茨城県ひたちなか市を

始めとし、これまで開催していなかった都市等も含めて、全国５カ

所で開催してまいりました。

また、みんなの連絡帳については、個人で1420件、法人で130件

、 。の掲載申込みがあり 本年度末に全世帯に配布を予定しております

次に、応急仮設住宅及び町外の復興公営住宅について、ご報告い

たします。

11月末現在の仮設住宅の入居状況は、建設戸数2763戸に対して入
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居戸数が1380戸、入居者数は2476人、入居率は49.9%となっており

ます。

次に、町外の復興公営住宅の第５期分の再募集が、11月24日、並

、 、びに定期募集が12月１日から開始され 浪江町民対象の募集戸数は

合わせて421戸となっております。

また、入居状況につきましては、11月末日現在、1563世帯の入居

が決定し、そのうち866世帯で入居が開始されております。

なお、今後の募集につきましても、広報、ホームページ等を利用

して随時周知を図ってまいります。

次に、教育行政について、ご報告いたします。

学校教育関連では、10月22日に避難先で６回目となる浪江中学校

文化祭が開催されました。今年は「未来への挑戦状～私たちの夢へ

～」をテーマとし、在校生17名が力を合わせて企画・準備した内容

は、生徒たちの今と未来を物語る素晴らしいものとなりました。

また、時事通信社主催の、創造性に富んだ特色ある教育で顕著な

成果を上げた学校を讃える「教育奨励賞努力賞」を浪江小学校、津

島小学校が受賞しました。平成24年度から始まった「ふるさとなみ

え科」を中心に、郷土への理解を深めるとともに、地元住民との交

流にも結び付いている幅の広い教育活動が評価されたものでありま

す。

生涯学習関連では、第10回市町村対抗軟式野球大会が開催され、

９月11日に小野町と対戦しましたが０対１で惜敗しました。10月６

日には二本松市、城山総合グラウンドで町長杯グラウンドゴルフ大

会、10月８日には二本松市、日山パークゴルフ場で町長杯秋季パー

クゴルフ大会、10月15日には二本松市、郭内ゲートボール場で町長

杯ゲートボール大会、10月29日には本宮市、白沢体育館で町長杯家

庭婦人バレーボール大会がそれぞれ開催され、県内外の避難先から

集まった多くの町民が、スポーツを通して親交を深め合っていまし

た。11月20日には第28回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が開催

され、沿道では多くの町民の方が声援を送る中、総合27位、町の部

９位入賞という素晴らしい成績をおさめました。

さらに、子育て支援関連では、昨年度より再開し通算で６回目と

なる「こどもの笑顔フォトコンテスト」受賞作品の表彰式を10月６

日に開催しました。表彰式には受賞者の家族など10組が出席され、

、 。明るい笑顔がいっぱいの雰囲気の下 賞状と記念品を贈呈しました

最後に、町内の教育環境整備についてですが、帰還後の学校教育

のあり方について、検討するための「浪江町町立小・中学校に係る

検討委員会」を設置し、10月28日には、第１回検討委員会が開催さ
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れ、有識者、地域関係者、及び、児童・生徒の保護者を始めとした

15名の委員により検討が進められております。現在までに、２回の

委員会が実施され、今年度末を目処に、学校再開の時期などの検討

を重ね、教育委員会に答申する予定としております。

また、町内の教育施設整備の面においては、12月2日に、町内の

学校教育の拠点として整備を予定している浪江東中学校の改修工

事、及び、同敷地内に整備する、浪江認定こども園の新築工事の安

全祈願祭がとり行われました。東中学校改修は、来年11月末、認定

こども園は、7月末に工事完了を予定しております。

今後も浪江町の将来を担う子供達の為に、町の教育環境の整備に

向けた取り組みを鋭意進めてまいります。

以上、９月定例会以降、現在までの取り組みについて報告いたし

ました。

なお、今期定例会にご提案申し上げる案件は、条例の一部改正案

件が４件、条例の廃止案件が１件、調停の申立て案件が１件、物品

購入契約の締結案件が１件、平成28年度の補正予算案件が８件、教

育委員会委員の任命について同意を求める案件が１件であります。

詳細については、提案の都度ご説明申し上げますので、よろしく

ご審議、ご承認いただきますようお願い申し上げ、行政報告とさせ

ていただきます。

以上で行政報告は終わりました。○議長（吉田数博君）

◎一般質問

日程第５、一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

一問一答方式については、質問、答弁合わせて60分以内となりま

す。一括方式については、慣例により質問が30分、再質問10分、再

々質問が10分以内となっております。質問は質問席で行います。通

告された一般質問の中で、同一内容と思わる事項が２名以上の議員

から出されております。議事整理上、また円滑な議会運営を行うた

め、後順位者が、先順位者の質問に対する執行部の答弁で了解した

時は、その件に関して撤回するか、または不足分の答弁を求めるこ

とでご協力をお願いします。

なお、一般質問は通告順に許可をいたします。質問、答弁とも簡

潔にお願いをいたします。

◇佐々木 恵 寿 君

９番、佐々木恵寿君の質問を許可いたします。○議長（吉田数博君）

９番、佐々木君。
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［９番 佐々木恵寿君登壇］

おはようございます。９番、佐々木恵寿でご○９番（佐々木恵寿君）

ざいます。一括質問により一般質問を行いますのでどうぞよろしく

お願い申し上げます。

昨日、報道がありました日米のトップが、今般ハワイ真珠湾にお

いて犠牲者の霊を慰め、戦争とは何か、平和とは何かという観点で

政治的に大きな前進をみる報道がございました。今年はその前に広

島において、米国の大統領が広島の原爆投下による犠牲者に対して

の霊を慰められました。ある意味、私たちも被ばくという状況下に

あって戦争や核の脅威に類似する点が多々あります。町長も毎年８

月に広島にお出かけになり、戦争や平和、そして被ばくの実態をつ

ぶさに体験され、浪江町の町政に生かされていることと思います。

実は私も今年、十数年ぶりに広島に行ってまいりました。６回目の

平和記念公園だったわけでありますけれども、あれから長年の月日

が経って原爆資料館も６度目の見学でありましたけれども、だいぶ

古くなったなというような印象を持ちました。平和記念公園、私た

ちの地域に造る復興記念公園はどうあるべきか、あるいは大震災の

この状況をいかに後世に伝えていくかという観点で様々な思いを馳

せたものでありました。

質問に入ります。まず最初にふるさとの帰還に向けた準備のため

の宿泊、いわゆる準備宿泊の実施と課題について質問いたします。

先月22日、緊急地震速報と強い揺れが早朝の静けさを破り、津波

への警戒を呼びかけるサイレンで東日本大震災の記憶を蘇えさせら

れました。福島県沖の地震に伴う津波が東北地方の太平洋沿岸を襲

い、沿岸自治体が相次いで避難指示や勧告を発令、避難所に駆けつ

。 、けた住民らは不安と恐怖に包まれました 当町では準備宿泊により

宿泊していた町民がおられました。3.11のあの日を思い起こさせる

ような状況であったかと思います。

さて、東電原発事故災害による超長期の避難生活も早いもので、

５年９カ月になろうとしているところであります。当町は避難指示

解除後の帰町に向けて準備を進めるため希望する住民が元の家に長

期間泊まれるよう、政府が許可する制度である準備宿泊が始まった

わけであります。原発事故に伴う避難指示解除準備、居住制限両区

域で11月１日から避難指示解除まで継続することとしております。

これは、避難中の当町にとり、大きな節目であり、今後の避難指示

。 、解除に向けて試金石となるものであるとも思います しかしながら

冒頭申し上げました11月22日の地震に象徴されるように、いざとい

う時、どう対応していくのか町内の生活機能の回復状況が脆弱であ
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り、多くの町民は今後の生活再建への道筋も見通せない状況下にあ

るのが現状であります。

本日現在の準備宿泊登録状況を始め、現況を把握し、町として町

民の生活再開にあたり、何が欠けていて、それらをどう克服してい

く考えなのか、所見を伺いたいと思います。

また、準備宿泊は準備宿泊者にとって現実的に予測すると、避難

指示解除後の状況とさほど変わらないと思います。通常の生活の状

況でありますから、従って、そこに住民が暮らすことを考えれば防

犯・防火対策やイノシシ、サル等の動物対策等、行政が行うべき施

策は通常の態勢が求められます。どのような懸念を持ち、どう対策

を講じていくのか伺いたいと思います。

また、準備宿泊中の体制として、国の受付コールセンターからの

宿泊状況の電話確認、職員による戸別訪問や見守り相談などの体制

整備はどう行っているのか。また買い物の不便さ、飲料水や近隣住

民がいないことなどへの不安があるので、これらの課題に向けてど

う取り組んでいくのか伺いたいと思います。

次に、避難指示の解除に向けての取り組みについて質問いたしま

す。

避難指示の解除については、解除三要件である電気、飲用水、主

要交通網、通信など日常生活に必須なインフラや、医療・郵便など

の生活関連サービスが概ね復旧し、また、子供の生活環境を中心と

する除染が十分に進捗した段階で住民の皆様あるいは町議会、国、

県との十分な協議を踏まえていくとしておりますが、今現在、何が

足りて、何が不足しているのか。また、これらの課題について今後

どう取り組んでいくのか伺いたいと思います。

また、馬場町長は原子力損害対策協議会などの会議で「目標あり

きの避難指示解除や賠償打ち切りだけは絶対にあってはならない」

と発言されておりますが、目標ありきではない避難指示解除と言え

ることは、どのようなことであるのか伺いたいと思います。

また、避難指示の解除はゴールではなく、当該地域の真の復興に

向けた、まさに大事なスタートであります。復旧・復興に悩みなが

ら懸命に取り組んでいる町長を始め、町役場職員の皆さんは様々な

課題解決を前に進めて、避難地域の復興実現に向けてしっかりと取

り組む必要があります。避難指示解除を行う意義やその意味合い、

そして復興に向けての決意を伺いたいと思います。

また、避難指示解除は、帰還環境が十分に整うことを前提とする

ことは当然のことであります。今後、住民懇談会などの開催を行う

必要性があると思いますが、解除判断スケジュールをどう進めてい
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くのか伺いたいと思います。

また、解除に反対する声としまして 「解除せずに帰還したい人、

に対しては、準備宿泊期間を延長することで対応し、その間にさら

」 、に帰還できる条件を整備すべきだ とする趣旨の発言がありますが

これらのことをどう考えるか伺いたいと思います。

また、ＩＣＲＰ勧告に基づく避難指示の早期解除に強く反対する

考え方として、高線量であること、廃炉への不信感、精神的苦痛や

営業損害への賠償の終期が具体化すること、借上げ住宅などの無償

支援などの全ての支援策について期限を切って終期を迎えることへ

の懸念があります。これらに対して丁寧な説明を求められると思い

ますがどう対応していくか伺いたいと思います。

次に、除染と放射線量不安対策について質問いたします。

政府は宅地周りの除染が一巡し、線量低減を確認したと説明して

いますが、町民の不安は払拭されているわけではありません。例え

ば、除染対象外の帰還困難区域に接する、いわゆる「キワ」の地域

をどうしていくのか。手つかずの森林も含め町民が訴え続ける除染

範囲拡大といった要望に対応していく必要があると思いますが、ど

う考えているか所見を伺いたいと思います。

また、追加被ばく線量１mSv/年間が達成するよう追加除染を行う

べきであると思います。ガンマカメラによる検証・線量測定により

フォローアップ除染や追加除染を実施していくとしておりますが、

目標を達成できない状況はいつだれがどのように判断していくのか

お伺いしたいと思います。

また、国が避難指示解除の基準にしている20mSvは、国際放射線

防護委員会の2007年勧告で緊急被ばく状況の下限とされている数値

であり、これを根底としております。除染実施における暫定目標と

して「除染に関する緊急実施基本方針 、これは平成23年８月26日」

に原子力災害対策本部で発表したものでありますが、国際放射線防

護委員会の2007年基本勧告及び原子力安全委員会の基本的考え方を

踏まえ、緊急被ばく状況にある地域を段階的かつ迅速に縮小するこ

とを目指すこととしております。現在、被ばく状況にある地域にお

いては、追加被ばく線量が年間１mSvになることが目標とされてお

りますけれども、これは年間20mSv以下、１時間当たり3.8µSvであ

れば、放射線被ばくの被害はない、住民生活に問題はないとするも

のなのかどうか、よく分からないのが正直なところであります。

また、依然として、この考えに異論を唱える声も強いものがあり

ます。ＩＣＲＰは、緊急時被ばく状況とは原子力事故または放射線

緊急事態の状況下において、望ましくない影響を回避もしくは低減
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するために緊急活動を必要とする状況のことを言っております。し

かしながら緊急被ばく状況は、過酷事故が発生し、大量の放射線が

環境に放出され続けている状況を言っていて、しかも 「平常時で、

はない 「当たり前の生活などは続けられない」という数値であ」、

るという声が根強い状況にあります。ＩＣＲＰも20mSv以下であれ

ば健康被害が出ないと結論付けているものではないということに対

して、どう捉えているのかお伺いしたいと思います。

除染や放射線リスクに関する町民とのコミュニケーションの徹底

が重点課題になっていると思いますけれども、町民の個々の不安の

解消を図るためにはどのような課題があり、どう対処していくのか

伺いたいと思います。

次に、町民生活の復興と生活支援について質問いたします。

町民の方々は、準備宿泊により戻る方、諸事情があってすぐには

戻れない方、あるいは戻らない方、迷い悩む方などそれぞれ大変つ

らい思いをされている状況下にあります。町民の皆様にしっかり寄

り添いながら、生活再建に必要になる具体的な支援をどう行ってい

くのか伺いたいと思います。

また、税の減免措置並びに医療費・高速道路の無料化等の支援措

置の継続を求める要望は大変大きなものがあります。解除後の、固

定資産税などの税減免がどうなるのか、介護サービスの利用者負担

の減免措置、医療費無料化や高速道路無料化などこれらの措置はど

うなるのか伺いたいと思います。

また、戻る、戻らない町内外の両方の生活と住宅について町民に

大きな不安があります。長期間放置した住宅環境の劣化は著しく、

汚損した住宅の修繕等も始まりましたが、資材調達、建築業者手配

等もあり完了までに長期間を要する状況下にあります。土地や家を

買う、建てる。リフォームやクリーニングを行うなど、様々な町民

の意向がありますけれども、具体的にどう把握しどう対応していく

のか。

また、税の減免や補助金などについて町民が等しく支援を受けら

れるよう、十分な調査・支援を早急に周知し、それぞれの町民意向

に寄り添って具体的にどのような支援を行っていくのか伺いたいと

思います。

また、第二次復興計画素案に「帰町者（新しい町づくりのパイオ

ニア）に対し、特に帰町初期における支援を最大限に行う」とあり

ます。また福島復興加速化指針では、早期帰還者には一律で90万円

の賠償金を上乗せするとしております。

町に最初に帰る方々は、生活環境が悪い中で生活をスタートさせ
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ることから、主体的な支援が当然必要であると思います。例えば、

早期帰還・生活再建支援交付金を活用した、生活再建を支援する地

域振興券を配るなどの対策が考えられますが、今後想定している具

体的取り組みについて伺いたいと思います。

次に、営農再開と農業再生に向けての取り組みについて質問いた

します。

農林地等の除染、農業用施設の復旧などの生産基盤の復旧、地域

農業を先導するリーダーの育成、農林漁業者の生産意欲向上の働き

かけなど、担い手への支援、除染後の農地の保全管理、作付け実証

など生産再開に向けた支援など農業再生に向けた取り組みが求めら

れております。これら必要なことについてどう展開していくのか伺

いたいと思います。

また、浪江町における営農組合及び営農再生支援事業の概要及び

今後の方策等について、どう取り組んでいるのかお聞かせいただき

たいと思います。例えば、農地管理・保全活動は、３年間のみであ

り、補助金が無ければ、実施できなくなる可能性が大きいものもあ

ります。中長期展望に立ち、今後の農業再生に向けてどう取り組ん

でいくのか伺いたいと思います。

また、被災農業者の営農再開を促進する農業者支援事業がスター

トすることになりました。この支援事業の創設により、営農再開の

気運が進んでいくのではないかと思います。課題として、申請書類

の作成が農業者個人の負担とならないよう、申請事務の簡素化を求

める声が強いものがあります。農業者にとって実のある支援策とな

るためにどう取り組んでいくのか伺いたいと思います。

また、農業インフラの復旧が手付かずになったままであります。

農業用水路は営農再開を果たすためには必要不可欠であり、さらに

は防火用水としても有効であるため早急な復旧・整備についての対

策が必要と考えるものであります。そのほか、カントリーエレベー

ターや農業倉庫、放射性物質検査対応施設などの農業生産施設の早

急な設置が求められますが建設地も含めその取り組みについて伺い

たいと思います。

また、福島県では水稲超省力・大規模生産・畑作物大規模生産・

環境制御型施設園芸構築・フラワーコースト創造・阿武隈高地畜産

業クラスタなど農林水産分野イノベーション・プロジェクトを計画

しております。当町においてこのプロジェクトにどう参画し、新た

な農業形態で農業再生を取り組んで行く考えなのか所見を伺いたい

と思います。

また、大柿ダムや水利事業の復旧・再生は、当町の農業再生にと
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り、必要不可欠なことは周知の事実であります。しかしながらダム

湖に静かに沈むセシウムは営農活動のみならず町民生活に大きな不

安を残すものであります。この現況をいかに捉えて、モニタリング

をしっかりと行い安心して農業再生と町民生活の安心に繋げる必要

があると思いますがどう考えているか伺いたいと思います。

また、鳥獣害対策が最大の課題の一つとなっております。特にイ

ノシシ対策であります。イノシシ対策は、帰町を目指す町民にのし

かかった大きな課題であります。住む人が増えれば自然に来なくな

、 、るのではという楽観的な見方もありますが 捕獲するだけではなく

イノシシの侵入の緩衝帯としての牛の放牧を検討することやイノシ

シの嫌う植物を栽培するなどもっと研究すべきことがあると思いま

す。これまでの対策では限界であるのは周知の事実でありますが、

新たな対策についてどう考えているのか伺いたいと思います。

次に、中心市街地の再生計画について質問いたします。

まず、権現堂地区は、いわば浪江町の顔であるということは古く

から言われているであります。その町の顔をどう再生するかが求め

られ、復興へ向けての一つの鍵になると思います。歴史や伝統を尊

重しつつ未来へ向けた再生計画を打ち立てなければなりません。町

民の様々なご意見がある中で、町はどう計画づくりを進めて行く考

えなのか所見を伺いたいと思います。

、 、また 中心市街地の空き家解体申請の全体像が分かりませんので

近い将来の町の姿をどう描いたらよいのかが不透明であります。中

心市街地に限りませんが、空き地、空き家や残った建物の除去等を

どう対処していく考えなのかお聞かせいただきたいと思います。

空き地空き家バンクはマッチングを紹介する業務であるため、到

底根本的な問題は解決には至らないと予測します。このような解決

出来ない事情に対してどう対応していくのか伺いたいと思います。

また、再生計画を進める中で、土地区画整理事業を導入するとし

ておりますが、町は具体的にどこをどのような形で事業着手してい

きたいのか、中心市街地の再生計画づくりの根幹をどのような形に

したいのかが不透明でありますので伺いたいと思います。

また、第二次復興計画素案で重点項目として「コンパクトシティ

の整備」を取り上げておりますが、このコンパクトシティの概念に

ついてお伺いします。そもそも町が言葉として使用している「コン

パクトシティ」と、本来の意味の「コンパクトシティ」ではだいぶ

違いがあるのではないかと感じるものであります。本来コンパクト

シティとは地方都市の高齢化や人口減少、中心市街地のドーナツ化

現象の課題解決に有効として推進されている都市計画だと思ってお
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ります。地方都市では郊外にショッピングセンターなどが生まれ、

車の利用が前提だったりしますが、高齢になって車の運転は避けた

いけれど人口減少で公共交通機関も減っているので困っている状況

下であります。こういった問題を解決するために、住む場所と行政

や商業施設を市街地に集約しようとするのがコンパクトシティの概

念であると思います。地方都市がより暮らしやすい町になる施策と

して国交省でも推進しているものであります。

人口２万人の浪江町は文字通り古くからもともとコンパクトなの

であります。人口が50万や100万の地方都市の都市政策としてのコ

ンパクトシティであると思いますので、何か勘違いをしているよう

なので違和感を覚えるものであります。このことについてどう考え

ているのかお伺いしたいと思います。

次に、まちづくり会社の必要性について質問いたします。

町や商工会等が出資している株式会社東遊記についての設立過程

やその目的と現状についてお聞かせいただきたいと思います。その

設立目的が履行されているのか、被災後の町づくりのためどう活動

すべきかなど、法人としてのあり方について伺いたいと思います。

既存のまちづくり整備会社の活動が見込める状況でなければ、新

たなまちづくり会社が必要であると思います。町の復興に向けて、

町が出来ない分野での活動展開するためのまちづくり会社の必要性

や期待出来る具体的な運用について所見を伺いたいと思います。

次に、イノベーション・コースト構想の推進について質問いたし

ます。

町は福島・国際研究産業都市（イノベーション・コースト）構想

でロボットテストフィールドの無人航空機離着陸試験用滑走路の立

地を導入するといたしました。しかしそれだけでは、展望が開けず

関連企業の誘致など地域振興と復興にどう結びつけるかが課題だと

思います。特に関連産業との関係を深めることや企業誘致にとどま

らず技術移転戦略のために、どう取り組んでいくのか所見を伺いた

いと思います。

また 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 Ｎ、 （

ＥＤＯ）が公募した「水素社会構築技術開発事業／水素エネルギー

システム技術開発」に提案し、委託事業の採択を受けた東芝、東北

電力、岩谷産業の３社は共同でこの事業を行うこととする報道があ

りました。そして、福島県内を実証エリアとして、世界最大規模の

水素製造装置を備えた貯蔵・輸送・利活用までを含む水素エネルギ

ーシステムの構成及び仕様を検討するとともに、事業可能性を調査

し、2017年９月までに結果をまとめる予定としておりますが、この
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実証エリアとは福島県のどこなのか伺いたいと思います。

町と国は本年10月に町復興ビジョン検討会議を設置しました。ロ

ボットや水素エネルギー産業ビジョン検討会議でロボットや水素エ

ネルギー産業を軸としたまちづくりに向けた議論が進められている

と思います。政府の福島県を水素エネルギーの一大供給拠点とする

福島新エネ社会構想の策定を受け、水素社会のモデルを浪江町内で

取り組んでいくために強力に推進していくべきであると思います。

これは「水素とロボット 、そしてＣＬＴ、蓄電池関連産業に関」

連する壮大な構想は浪江町の復興に資することとなると確信するも

のであります。この復興ビジョンは第二次復興計画に反映させ、ス

ピード感をもって進めていくものと思いますが、当該土地の仮登記

の問題や高速道路へのアクセス道などの課題も大きいものがありま

す。本事業の現況と課題、そして将来構想についてどう進めていく

のか所見を伺いたいと思います。

以上質問といたします。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

私からは大きな２番の避難指示解除に向けての○町長（馬場 有君）

取り組みについてのご質問が６点ほどございましたが、５点につい

てお答えをいたしまして、なお、６点目については担当課長が答弁

いたしますのでよろしくお願いいたします。

まず、一つ目の避難指示解除については、今現在、何が足りて、

何が不足なのか。またこれらの課題について今後どう取り組んでい

くのか伺いたいというご質問にお答えをいたします。

議員ご案内のとおり、解除三要件のうち、まずは、除染の十分な

進捗が最も大きな課題と考えております。その他、インフラ・生活

関連サービスについては、避難指示解除に関する有識者検証委員会

から提言を受けまして、平成29年3月に避難指示を解除するために

最低限必要な取り組みである「16の課題」を最優先に取り組みを進

。 、 、 、めているところであります これらの取り組みについては 国 県

町がそれぞれの立場から取り組みを加速させておりますが、これら

課題の進捗状況を、町民の視点からも確認する必要があると考えて

おりますので、12月５日から町民及び有識者からなる検証委員会の

フォローアップ会合を開催して、現在、進捗の確認作業を始めたと

ころであります。

それから２点目、原子力損害対策協議会などの会議で「目標あり

きの避難指示解除や賠償打ち切りだけは絶対にあってはならない」

という、私の発言がどのようなことであるかを伺いたいというご質

問にお答えをいたします。
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平成29年３月を避難指示解除想定時期として、町内の環境整備を

進めているところであり、それらの環境整備にあたっては、当然、

目標を持って迅速に進める必要があると考えています。ただ、国が

避難指示を解除するにあっては、目標ありきではなく、解除できる

環境にあるかどうかの視点から十分な確認を行う必要があり、町、

議会及び町民に対して、十分な協議をしながら丁寧な説明を尽くす

必要があると考えております。

次に、３点目の避難区域解除を行う意義、その意味合い、そして

復興に向けての決意を伺いたいというご質問にお答えをいたしま

す。

そもそも避難指示の意味については、災害が発生した場合、町民

の生命・身体を保護するために、緊急的・一時的に当該地域から避

難を強いる強制的な措置でありまして、災害がおさまってくれば、

避難指示を解除し、災害等により被害を受けた環境を迅速に復旧さ

せることが必要となります。ご指摘のとおり、まさにそこから本格

的な復旧がスタートするということとなります。また、避難指示解

除の意義については、有識者検証委員会でも、避難が長期化する中

で 「一日も早く帰りたいと思う町民の方にとって、これ以上引き、

伸ばすことは、さらに心労と苦痛を与えることとなってしまう。ま

た、町民が居住し始め、それぞれの営みを再開することが、町全体

の環境回復を実現するための最善の方法と考える 」と意見をいた。

だいているところであります。震災前の街並みや生活環境を完全に

、 、取り戻すためには 残念ながら一定の時間を要するのも事実であり

解除して最初に帰還する住民の方には、負担をおかけすることもあ

るかと思いますけれども、新しいまちづくりの先駆者、パイオニア

として、町の一日も早い環境回復にご協力いただきたいと考えてお

ります。町は、帰られた方の居住環境・生活環境を一日も早く改善

するため、全力で取り組んでまいります。

さらに４点目であります。避難指示解除は帰還環境が十分に整う

ことを前提とすることは当然のことである。今後、住民懇談会の開

催を行うなど解除判断スケジュールをどう進めていくのかお伺いし

たいというご質問にお答えをいたします。

国はこれまで 「年明けまでに、避難指示解除時期を明示できる、

よう取り組みを加速していく 」また 「環境は整いつつあると考。 、

えている中、年明けには、住民や議会の方々と解除について議論し

てまいりたい 」と発言しております。それらの協議を踏まえて国。

において解除判断がなされるものと考えております。

また、議会に対しては、住民懇談会の実施について、今議会中に
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国から説明があると聞いております。町としては、前段で申し上げ

た検証委員会のフォローアップ会合を開催して、課題の進捗状況を

確認していくとともに、特例宿泊あるいは準備宿泊を通して宿泊者

からいただいた課題を整理して、また、今後予定される住民懇談会

や町民との各種会合・交流会などで出される意見など各界各層のご

意見も伺いながら、解除時期を総合的に判断していきたいと考えて

おります。

５点目です。解除に反対する声として 「解除せずに帰還したい、

人に対しては、準備宿泊期間を延長することで対応し、その間にさ

らに帰還できる条件を整備すべきだ」とする趣旨の発言があるが、

どう考えるかというご質問にお答えします。

避難指示が継続された状態では、リフォームや自宅再建、介護施

設や郵便局など幅広い事業所の再開等に影響があるという意見をい

ただいているところであります。また新規の産業や企業の誘致活動

を進めている中で、避難指示が足かせになっている事実もございま

す。これら、帰町に向けて町民の皆様が不安を抱えている課題につ

、 。 、いては 解除しないと解決が難しいという現実もございます また

原則、町民以外の方は、宿泊できない状況であり、人との新たな交

、 、流も生まれてこないという状況は 新しいまちづくりを進める上で

かなり困難な状態であると考えております。このような中、意を固

めて帰町された方や新しく浪江町にお住まいになる方には、一日も

早く生活しやすい環境を提供する必要があり、それら日常の生活環

境確保のため事業者等が活動しやすい状況を作りながら、安全・安

心で活力あるまちづくりを進めて行きたいと考えております。

私からは以上であります。その他の件については所管の担当課長

が答弁いたしますのでよろしくお願いいたします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは、大きい１番のふるさとへの○復興推進課長（山本邦一君）

帰還に向けた準備のための宿泊（準備宿泊）の実施と課題について

の①でございますが、本日現在の、準備宿泊登録状況を始め、現況

を把握し、町として町民の生活再開にあたり、何が欠けていて、そ

れらをどう克服していく考えなのか所見を伺いたいというご質問に

お答えします。

行政報告で申し上げたとおりでございますが、12月1日現在の準

備宿泊申込者となっておりますが、201世帯、510名で、このうち、

。 、一時宿泊施設ホテルなみえの申込者は87名となっております また

申込者のうち、実際、役場で準備宿泊の受付をされた方が、148世

帯、356名となっております。準備宿泊者に対しては、事前に申込
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みをいただき、その名簿を警察署や消防署と共有し、宿泊者の安全

確保に努めているところです。また、国と町で宿泊者との意見交換

会や戸別訪問を行いながら、個別的な課題の把握に努めているとこ

ろであります。その中では特に、イノシシの駆除や防犯灯の整備、

緊急通報体制の整備など安心して宿泊できる環境の整備や買い物環

境の充実等の意見が上がっているところでございまして、それら一

つ一つに対し、きめ細やかに対応してまいります。

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

続きまして、②のご質問にお答えしま○帰町準備室長（鈴木政己君）

す。

現在の防犯対策につきましては、警察の24時間体制でのパトロー

ル、町委託業者、防犯見守り隊、消防団などでのパトロール、防犯

カメラによる監視、そして、各関係者と協議会を立ち上げ、町内宿

泊者の方の情報を共有いたしまして、パトロールの強化を行ってお

ります。防犯対策の懸念としましては、窃盗、強盗などの犯罪や、

今後は、なりすまし詐欺等の被害が、増えてくるのではないかと心

配しているところであります。また、防火対策としましては、震災

前は、広域消防と地域の消防団が、連携して担っていましたが、震

災後は、広域消防が24時間体制で活動してはおりますが、防火対策

の両輪の片方を担っていただきました、消防団員が、町外へ避難し

ている状況にありまして、初期消火に対する対応が、懸念されてい

るところであります。それぞれの懸念に対する対策としましては、

まずは防犯・防火に関わる関係機関との連携を、これまで以上に強

固なものにしていきたいと考えております。その上で、町民の皆様

同士の繋がりや、町民の皆様一人ひとりに、防犯・防火の知識など

を、持っていただくことで、町民の皆様が、自分の周りを守ってい

くことも、必要だと考えておりまして、今月中には、準備宿泊者を

対象に、関係機関と合同で、防犯・防火対策教室などを開催しまし

て、町民の皆様の意識向上に努めてまいりたいと考えているところ

であります。イノシシ、サル等の動物対策等につきましては、後で

の質問でお答えさせていただきたいと思います。

続きまして、③の質問にお答えします。

まず、国のコールセンターでありますが、あくまで準備宿泊の受

付をし、宿泊する方の登録を行うものでありまして、宿泊状況を確

。 、 、認することはございません 続きまして 戸別訪問につきましては

１巡目を11月9日から14日に、国と町の職員が、合同で実施しまし

た。２巡目は年明けを予定しております。また、町としましては、

放射線相談員や保健師による、訪問も行っておりまして、おもに健
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康面や放射線への不安について、聞き取りをしております。戸別訪

問でいただいた声につきましては、担当課や関係機関に引き継ぎま

して、順次対応してまいります。買い物への不便さについてであり

ますが 準備宿泊の方からも ご要望はいただいておりまして ま、 、 、「

るしぇ」の品揃えにつきましては、具体的な要望にお応え出来ます

よう、事業者と調整しまして、出来る限り対応してまいります。続

きまして、飲料水への不安についてでありますが、水道水は毎日検

査を実施し、これまで放射性物質が検出されたことはありません。

また、今後、24時間モニタリングの機器を導入し、さらに監視を強

化してまいります。近隣住民がいないことへの不安についてであり

ますが、先ほどの防犯対策でも、申し上げたとおり、町民の皆様の

不安解消へ繋がりますよう努力してまいります。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは大きい２番、避難指示の解除○復興推進課長（山本邦一君）

に向けての取り組みについての⑥番目についてお答えいたします。

高線量地区の線量低減策の強化や廃炉作業の安全かつ確実な実

行、また、各種生活支援策の継続等については、繰り返し、強く国

に要請しているところでございます。町民の皆様には、線量の状況

や廃炉の状況、また国への要請状況などを正確に、また迅速に伝達

することが重要であると考えております。広報誌、ＨＰやタブレッ

トなどを活用しながら町民の皆様の求める情報を提供してまいりま

す。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

大きな３番の除染と放射線量不安○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

対策についての①、いわゆる「きわ除染」と除染範囲の拡大につい

てお答えいたします 「きわ除染」につきましては、関係者間で調。

整している状況であります。今後、調整が整いましたら順次「きわ

除染」を進めるとの回答を環境省からいただいております。また、

森林の除染につきましては、現在森林の再生と生活圏における被ば

く最小化を図るためにも里山再生モデル事業の早期実施に向け、関

係機関と調整を進めており、里山再生モデル事業の結果を踏まえ、

町内全域の森林・林業の再生に向けて的確な対策の実施に反映する

よう、国へ求めてまいりたいと考えております。

続いて、②番の除染と放射線量不安についてであります。

町といたしましても追加被ばく線量、年間１mSv以下となるよう

求めております。追加除染の徹底や除染検証委員会を継続し、この

目標を出来る限り早期にかつ確実に達成することを国に求めてまい

ります。
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健康保険課長。○議長（吉田数博君）

次に、放射線リスクに関する町民との○健康保険課長（居村 勲君）

コミュニケーションの徹底についてお答えをいたします。

議員お質しのとおり、町民の個々の不安は多種多様であり、放射

線に対する不安を取り除くことが重要な課題であると認識しており

ます。

このことから町では、本年９月より役場本庁舎内に、放射線相談

窓口を開設し、町民の疑問や不安解消を図るとともに、きめ細やか

な対応に努めております。これまで弘前大学を始めとする専門家の

協力を得ながら放射線に関する相談会等もあわせて開催してきたと

ころでございます。

今後につきましても、継続して放射線の健康影響に対する不安の

解消に努めてまいります。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは、大きい４番の町民の生活の○復興推進課長（山本邦一君）

復興と生活支援についてというご質問の①でございますが、町民の

皆様にしっかり寄り添いながら、生活再建に必要になる具体的な支

援をどう行っていくのかというご質問にお答えします。

議員お質しのとおり、町民の方々それぞれのお考えにより、必要

となる支援が異なります。職員のマンパワー等の問題もございます

が、国、県の協力もいただきながら、また、住民協働の点から町民

の皆様のご協力もいただきながら、可能な限り一人ひとりに寄り添

った対応をしてまいります。また、現在復興計画【第二次】策定委

員会で議論を重ねておりますが、具体的な支援策について、復興計

画に盛り込んでまいります。

続きまして、４番の町民の生活の復興と生活支援についての②の

部分についてお答えいたします。

議員お質しの町民の生活に密着した支援制度の継続要望は、帰町

される方にとっても、また帰町出来ない方にとっても、非常に関心

があり、最も重要な施策であると認識しております。まずは、国の

平成29年度予算に計上されることが重要ですので、当該措置が継続

されるよう強く要請しているところでございます。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

次、③の土地や家を買う、建て○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

る、リフォームやクリーニングを行うなどの町民の意向にどう対応

していくのかのご質問にお答えいたします。

町内に帰還するにあたり、新たに土地や家を求めたい方等を対象

に、町内の空き地等を紹介する空き家・空き地バンク事業に取り組
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んでおります。現在は、登録物件の受付を行っており、随時情報提

供を行ってまいります。また、自宅のリフォーム等を検討されてい

る方につきましては、相談窓口を開設し、業者の紹介や各種相談に

対応するとともに、町ホームページに住宅再建のための各種支援制

度の紹介もさせていただいております。さらに、ハウスクリーニン

グについては、今回の補正予算に予算計上しているところでござい

まして、町民ニーズに適切に対応してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

早期帰還・生活再建支援交付金を活用○復興推進課長（山本邦一君）

した、生活再建を支援する地域振興券を配るなどの対策が考えられ

るが、それらの具体的取り組みについて伺いたいというご質問にお

答えします。

議員お質しのとおり、解除後にあっても、生活環境が震災前の水

準まで戻るには一定の時間を要すると考えており、町内に帰還する

方には町としても最大の支援が必要だと認識しております。地域振

興券配布のご提案ですが、具体的なものとしては、福島県事業再開

・帰還促進事業において、プレミアム付き事業再開・帰還促進券事

業のメニューがございます。来年度からこの事業を活用する方向で

関係機関と調整し、事業構築に努めてまいります。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

大きな５番、営農再開と農業再生○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

に向けての取り組みについて、①番目の農業再生に向けた取り組み

が求められているが、これに必要なことをどう展開しているかとい

う部分についてお答えします。

現在、地域ごとに復興組合を設立し除染後の農地保全の活動をし

ていただいております。今後、必要な取り組みにつきましては、こ

の保全期間に地域と関係機関で、例えば農地の集約化、区画整理等

の検討、地域リーダーの発掘及び育成を徹底的に話し合っていただ

き、その地域の考えに沿った取り組みを総合的に展開していきたい

と考えております。

また農業用施設については、国営事業である幹線水路の復旧工程

に合わせ、浪江町の請戸川左岸の用水路等から復旧していきたいと

考えております。

続きまして、②営農再開支援事業の今後の方策について中長期的

展望に立ち農業再生についてどう取り組むのかというご質問につい

てお答えいたします。

復興組合については、現在18行政区12組合において設立され除染
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後の農地を地域の農家の方々に営農再開支援事業を活用いただき保

全作業を行っていただいています。営農再開支援事業は原子力被災

市町村にとって重要な制度でありますので、浪江町としては本格的

な営農再開が可能となる時期まで事業の延長を要望しているところ

です。また農業再生には各行政区及び復興組合、関係団体と話合い

を重ね営農計画を策定していきたいと考えおります。

続きまして、③番になります。農業者支援事業がスタートすると

いうことで、この支援策をどう取り組むのか伺いたいというご質問

にお答えします。

福島県の各農林事務所や普及所、また浪江町において原子力被災

12市町村農業者支援事業のご相談に取り組んでまいりたいと考えて

おります。正に実のある支援策となるよう、当初の営農再開の計画

が重要でありますので、農業者さんにもしっかりと将来の営農再開

の計画を考えていただきますようご相談に対応したいと考えており

ます。また、この支援事業につきましては、11月下旬に福島県より

各農家さんにダイレクトメールにて事業のご案内を発送させていた

だいております。そのダイレクトメールにアンケートはがきが同封

されておりまして、希望される農業者さんには福島相双復興官民合

同チームが４月以降から個別訪問を実施する予定となっておりま

す。この個別訪問は現在の状況、それから今後の意向を伺うことを

目的としておりますけれども、この訪問の際にもこの支援事業の相

談にも対応していただくことをお願いしているところでございま

す。

④番になります。農業生産施設の早急な設置が求められるという

ことのご質問にお答えいたします。

今年度において、大柿ダムの復旧が完了し、頭首工については苅

宿と掃部関、用水路については立野、苅宿、掃部関が平成30年度に

完了する予定となっております。

その他の幹線用水路については、ＳＴＥＰ３工事におきまして、

平成32年度の完成を目指し進めているところでございます。浪江町

としては、これら国及び県の災害復旧工事に合わせ、末端排水路を

整備していくとともに、被災したため池等の災害復旧についても順

次進めていきたいと考えております。また、農業生産施設につきま

しては、一定程度まとまった敷地が必要なこと、幹線道路に接して

いること、また町の財政負担を考慮しなければならないなどのよう

なこともありまして、現在、南棚塩地区の町有地を候補地としてい

るところでございます。また施設の規模やスペックについては関係

機関と協議を進めているところでございます。



- 33 -

続いて⑤番、農林水産分野イノベーション・プロジェクトについ

てどう取り組んでいくのかというご質問についてお答えいたしま

す。

農林水産分野イノベーション・プロジェクトでは、ご質問のとお

り、水稲超省力・大規模生産プロジェクトをはじめとする九つのプ

ロジェクトからなりますが、多くのプロジェクトが開発・実証の段

階となっております。今後、実証成果を踏まえて、福島県と連携し

て地域の担い手の方が導入できるよう普及を進めていきたいと考え

ております。

続きまして⑥番、大柿ダムのモニタリングについてのご質問につ

いてお答えいたします。

大柿ダムのモニタリングにつきましては、ダムの流域からの流入

水、それから貯水池からの流出水の汚染状況を明らかにするため、

取水口地点、それから放流口地点で調査を実施しております。さら

に流入河川についても昼曽根、矢具野の２地点において今年度中に

モニタリング設備を設置する予定となっております。今後はさらに

幹線水路の分水工および県用水路の中間点にも増設していく予定と

なっております。

続きまして⑦番、イノシシ対策として新たな対策についてはとい

うご質問についてお答えいたします。

現在、捕獲隊と捕獲強化として隊員の増強や活動日を増やせない

か協議をしているところでございます。また、市街地については安

全上、市街地内で銃による捕殺ができません。罠での捕獲後、安全

な場所に移動させなければなりませんので、ユニック付の車両の配

備などで捕獲隊員の作業負荷軽減を図ることを検討してまいりたい

と思っています。

さらには、新たな取り組みとして、河川敷などにまとまって生息

している個体について、集中的な追い込み猟を実施し一斉に駆除す

る取り組みを、捕獲隊と検討しているところでございます。

イノシシ対策につきましては効果のある対策、効果が低い対策が

ございます。駆除の方法、駆除の範囲につきましては、有識者と駆

除隊で現地を見ながら、効果のある対策を講じてまいりたいと考え

ております。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

続きまして６、中心市街地の再○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

生計画について、①町はどう計画作りを進めていくのかのご質問に

お答えいたします。

中心市街地の再生計画につきましては、町民や有識者による検討



- 34 -

委員会、町職員による職員検討会をそれぞれ立ち上げ、基本方針の

策定や事業化の検討に取り組んでいるところでございます。また先

日は、主に権現堂地区にお住まいだった方を対象に町民懇談会を開

催し、ご意見をいただくなど、今年度末を目標に計画策定に取り組

んでいるところでございます。

次に②、空き家や残った建物除去等にどう対処していくのかのご

質問にお答えいたします。

町内の空き地や空き家について処分を考えている方等につきまし

ては、現在行っております空き家・空き地バンク事業を活用いただ

ければ、その一助になるものと考えております。それでも、なお、

町内には、空き家や空き地が増えることが見込まれることから、被

災家屋解体の状況や、残された空き家の把握に努めるとともに、当

面の課題や将来に向けた望ましい土地利用等について、検討してい

きたいと考えております。

③具体的な事業着手についてのご質問にお答えいたします。

中心市街地の再生について、現在基本計画の策定に取り組んでお

りますが、併せて、中心市街地再生に資する事業についても検討い

たしております。

事業化にあたりましては、日常生活に関わるソフト面での充実か

ら新たな施設整備など、多方面での検討が必要であると考えており

ます。いずれにいたしましても、各事業の優先順位や整備スケジュ

ールを整理するとともに、区画整理事業も含めまして、効果的な事

業手法や必要となる財源等について詳細に検討してまいります。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

④のコンパクトシティの概念について○復興推進課長（山本邦一君）

というご質問にお答えします。

第３回浪江町復興計画【第二次】策定委員会の資料に、コンパク

トシティの整備という項目がございます。先日の復興・創生特別委

員会では、復興計画【第二次】の策定状況報告ということで、素案

の段階ではありましたが、当該資料に基づき、説明させていただき

ました。本来の項目の趣旨としては、復興まちづくり計画の考え方

である復興拠点の整備を進めるものであり、議員お質しのとおり、

本来のコンパクトシティとは意味が異なるものでございます。この

ことから、現在、項目の見直しを検討しているところですのでご理

解いただきたいと思います。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

大きな７番、まちづくり会社の必○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

要性についての①、現在の株式会社東遊記についての設立過程や現
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状についてのご質問にお答えしたいと思います。

株式会社東遊記の設立過程については、浪江町商工会会員有志に

、 、より 中心市街地内での商業従事者の高齢化や消費者ニーズの変化

大型店舗の郊外進出などの危機感に対しまして、中心市街地の活性

化の必要性を感じ、商工会を中心に検討を重ねまして、浪江町中心

市街地活性化基本計画と連動した魅力のある中心市街地を目指し、

平成17年1月21日に設立されたところでございます。震災前は、浪

江町駅東駐車場の管理、e-まちタクシーぐるりんこ運行、そのほか

イベント事業など多くの中心市街地活性化のため事業を実施してお

りました。しかし、震災後については、各事業ともに実施出来てい

ない状況にございます。株式会社東遊記についての今後のあり方に

ついては、事実上、会社として事業を実施できていない状況である

ため、解散に向け事務を進めていると確認しております。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

②の新たなまちづくり会社の必○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

要性についてのご質問にお答えいたします。

現在、交流・情報発信拠点施設整備を計画する中で、運営主体と

いたしまして、来年度まちづくり会社の設立を検討いたしておりま

す。想定される業務といたしまして、交流・情報発信拠点施設を活

用した、行政・観光情報等の発信、町民交流事業、地場産品の振興

等が中心になると考えられますが、その他、町民の皆様の様々なニ

ーズに応じた事業にも取り組んでいきたいと考えております。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは大きい８番、イノベーション○復興推進課長（山本邦一君）

・コースト構想の推進についての①でございますが、ロボットテス

トフィールドの滑走路だけではなくて、関連産業との関係を深め企

業誘致にとどまらず、技術移転戦略のためにどう取り組んでいくの

かというご質問でございますが、その部分にお答えします。

議員ご指摘のとおり、今般決定いただいたロボットテストフィー

ルドの滑走路としての活用だけでは、不十分でございまして、滑走

路が整備されることに伴い、これを足がかりとして、関連産業や研

究機関等の産業集積をはかり、地域振興につなげることが最大のね

らいでございます。そのため、行政報告でも申し上げましたが、10

月６日に国・県・民間等の知見を結集し、町の発展的な将来像を検

討するため、浪江町復興ビジョン検討会議を設置したところでござ

います。現在、その具体的な検討組織としてロボット分野ワーキン

ググループを開催し、検討を重ねているところでございます。具体

的には、各企業から、例えば、鳥獣被害対策分野、農業活用分野、
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人材育成分野、水中ロボット分野、自動走行分野、物流分野等、様

々な分野からご提案をいただいているところであり、実証拠点や製

造拠点としての活用だけではなく、まちづくりにも生かせる、すそ

野が広い産業であるとの印象を受けたところでございます。ご存じ

のとおり、ロボットテストフィールド本体は南相馬市に設置が決定

しておりますので、南相馬市とも連携しながら、また、国家プロジ

ェクトとして国、県のご協力も得ながら、関連産業の集積を目指し

たいと考えております。

続きまして②でございますが、ビジョン検討会議でロボットや水

素エネルギー産業を軸とした議論が進められていると思うが、その

将来構想についてどう進めているのか伺いたいというご質問にお答

えします。

議員ご指摘のとおり、ＮＥＤＯの公募事業である水素社会構築技

術開発事業、水素エネルギーシステム技術開発に採択された３社が

共同で、福島県における再エネ利用水素システムの事業モデル構築

と大規模実証に係る技術開発のための実現可能性調査いわゆるＦＳ

調査に着手したところであり、来年９月ころまでに結果をまとめる

予定としております。整備規模や整備場所の適正などについてもそ

の中で示されるものと考えており、現時点では、福島県内のどこで

実証を行うのか、町に情報が入ってきておりません。

この調査事業の進捗について当町としても注視しているところで

、 。あり 復興ビジョン検討会議等において情報を把握してまいります

次に、水素やロボット、ＣＬＴ、蓄電池関連産業に関する壮大な

、 、構想は 町の復興に資することになると確認しているということで

ただ当該土地の仮登記の問題や高速道へのアクセス等などの課題が

大きいということで、本事業の現状と課題、そして将来構想につい

てどう進めていくのかというご質問にお答えします。

棚塩地区にある旧浪江・小高原子力発電所用地につきましては、

約130haの広大な土地でありますが、ご指摘のとおり、仮登記の問

題や浜街道、国道６号へのアクセス等の課題がございます。現在の

進捗としては、当該用地の埋蔵文化財の分布調査を実施したところ

でございます。

先ほどもお答えしたとおりでありますが、当該用地については、

ドローンの滑走路としての利用だけでなく、それを含めて産業団地

として整備する計画であり、今般の補正予算にて北棚塩のロボット

産業団地整備に関する予算等を計上させていただいております。滑

走路の供用が平成32年度を目指していることもあり、事業工程上、

非常に厳しいものとなっておりますが、国家プロジェクトでもある
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ことから、国や県の協力も得つつ、また、先般覚書を結ばせていた

だいたＵＲ都市機構の技術的支援もいただきながら、その開発整備

については、全庁的に取り組んでいきたいと考えております。

９番、佐々木君。○議長（吉田数博君）

再質問です。非常に広範囲にわたる質問であ○９番（佐々木恵寿君）

りましたので長い時間要して答弁いただきました。ほぼ了解するも

のでありますが、これからの復興再生においての様々なまちづくり

の取り組みについてわくわくする、どんな町になるのだろうと、あ

る意味、夢あるいは希望を持てるそういう期待の大きいものもあり

ます。しかしながら今ようやく絵姿が出来た状況にあると思います

ので、これからどう予算を付けて具体的にどう進むのかということ

が大きな鍵になると思います。これら様々な事業に果たして本当に

予算が付くのかどうかというところが懸念されます。従いまして、

これからの予算付けについての考え方あるいは予算獲得に向けての

取り組みについて総合的にどう行動起こしていくのかお聞かせいた

だきたいと思います。

それからこういう再生の取り組みに対してだけではなくて、原子

力災害においてこのような状況にあるわけでありますので、この絵

姿が実現できたとしてもまだ足りないかもしれない。本当の将来、

この絵姿が出来た後にどうなるのかが分からない。どう進むのかも

分からない。そういう先々のことも見据えていろんな取り組みを行

うべきかと思います。そういった意味では浪江町の財政そのものが

どういうことになっていて、今後どうなっていくのか。自治体とし

ての有り様も認識しながら町民にきっちり説明して、課題解決に向

けて取り組む必要があると思うので、この事業の予算付けと町の体

力についてお聞かせいただきたいと思います。

それから一つ、先ほど町長の報告にもありましたが、いわゆるま

ちづくり計画の中でＵＲ機構との覚書を締結されたという報告がご

ざいました。様々なまちづくりが計画されている中で、具体的にそ

のＵＲとの関係で何をどうしていくのかがちょっとよく分からない

点があります。その点について具体的な説明をお願いしたいと思い

ます。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

再質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

まず、第１点の大きなプロジェクトについての予算付けの質問で

ございますが、私どもイノベーション・コースト構想、これは国家

的な事業だと考えております。従って、この双葉郡全体あるいは浜

通りの地域がこれから復興するためにはこのプロジェクトが絶対必
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要だということで立ち上がったのがイノベーション・コースト構想

でありますので、これは国に責任を持って財政負担をお願いしてい

るということで現在も要請要求を続けているところであります。か

なり厳しい状況であることは間違いありませんけれども、やはりこ

れは大きな壮大なプロジェクトですので、成功するためには議員お

質しのとおり、予算措置がきちっとなされるという確信をしながら

さらに要請活動を強めていきたいと、このように思っています。

それから二つ目の財政的な体力といいますか、そういうことにつ

いてのご質問ですが、大変厳しい状況であることは間違いございま

せん。これまで２万1000人の人口の中での地方交付税交付金、これ

を国、そして県の支出金合わせまして20億から24億いただいてきま

した。これは人口に基づいた算定をされておるわけです。

従って、私どもの人口は現在０、国勢調査の中では０という中で

判断されていまして、これから復興創生期間の終わる平成33年、そ

れまでにどれぐらいの人口になっているか、次の国勢調査の中でど

うカウントされてくるのか、それが疑問視しています。そういう状

況の中で私どもは国県依存の比率が非常に増しています、85％から

87％が国県に依存していますので、そういう形の中で予算付けは非

常に厳しいのですけれども、厳しい厳しいと言っていたのでは、我

々の町が再生できませんので、再生出来る平成33年。それから議員

お質しのとおり、今後どう持っていけるのかという体力です。いわ

ゆる平成33年以降、この予算についても私どもは今要求しておりま

す。平成33年で終わるわけではありませんよと、これは原発災害で

その後の５年、10年は続くと思います。従って、それの予算付けは

していただかないと、我々は元に戻らない状況にありますので、そ

ういうことでやっていきたいと。

従って、予算については、これからの無駄、無理、むら、その予

算はなくしていきたいと思います。これは私どももがっちり無駄、

無理、むらをなくして慎重に効果的にやっていきたいと思いますけ

れども、そういう状況の中でやはり交付金頼りだということが一つ

の形になりますので、是非今後とも10年後、20年後の予算の裏付け

もしていただきたいということで要請してまいりたいと思っていま

す。

ＵＲ機構については担当課長から答弁させますのでよろしくお願

いいたします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

行政報告でもお答えしてご説明してい○復興推進課長（山本邦一君）

るとおりでございますが、11月29日にＵＲ機構との覚書を締結させ
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ていただきました。具体的には中心市街地の再生も含めて、まちづ

くり全般に関して技術的な支援をいただくという形になっておりま

す。さらには専門家のアドバイザーの派遣等をしていただいて、町

の業務の円滑な執行に協力していただくということになります。

さらに具体的な委託事業が発生した場合につきましては、改めて

協定を結んで進むという形になります。

以上で終わります。○９番（佐々木恵寿君）

以上で９番、佐々木恵寿君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。

ここで、11時20分まで休憩といたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時０９分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時２０分）

◇紺 野 榮 重 君

13番、紺野榮重君の質問を許可いたします。○議長（吉田数博君）

13番、紺野君。

［13番 紺野榮重君登壇］

13番、紺野榮重でございます。議長の許可をい○13番（紺野榮重君）

ただきましたので一般質問をさせていただきたいと思います。質問

方法は一括質問方式でございます。主なる項目は避難指示解除と帰

還促進に向けた環境整備、それから産業団地造成、企業誘致の現状

と計画。帰還困難区域の件、そして自立復興に向けてと言うことで

。 、（ ）、（ ）、（ ）、（ ）あります そこで質問事項の用紙の中で １ ２ ３ ４

（ ） 、 （ ）、（ ）とその次に ４ と同じくなっておりますので これを ５ ５

を（６ （６）を（７）に訂正していただきたいと思います。よ）、

ろしくお願いいたします。

それでは質問をいたします。

今年は浪江町合併60周年という記念の年でありました。東日本大

震災、原発事故から５年９カ月が経過し、復興集中期間が終了し復

興は新たなステージ 「復興・創生期間」に入りました 「復興創、 。

生期間の５年間」が浪江町の将来を担う大事な期間であると思いま

す。

９月１日から１カ月の特例宿泊、そして11月１日から準備宿泊に

入り、町民の方々も避難解除に向けて自宅の片付けリフォーム建設

が進められております。これからがまさに復興の始まりかと思いま
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す。復興公営住宅も建設され、町民の多くの方々が、今年から来年

にかけて復興公営住宅に移動なされることと思います。町内の復興

公営住宅建設、旧雇用促進住宅改修も29年から30年に入居見通しが

出来てきました。学校の再開のため、浪江東中学校の改修も始まり

ます。関係各位のご苦労に感謝を申し上げます。

一方、我々が浪江で生活していくためには安定した生活基盤を整

えなければなりません、生業の再開、町の基幹産業の復活、そして

新しい産業の誘致、若者が働ける工場誘致が大切であります。浪江

町は未だかつてない産業団地の造成計画を立てております。産業団

地にどのような企業を誘致していくのか、構想を伺いたいと思いま

す。

特例宿泊、準備宿泊の状況を見ると大変厳しいものがあります。

特例宿泊で登録された世帯は170世帯、393人でありました。浪江

町人口からすると２％弱となります。他町村の状況も当初は３％、

５％と思いながらも町民が中々戻れない状況、今後の復興に厳しさ

を感じるところであります。

しかしながら浪江町の復興、再生を願わない町民は誰一人として

おりません。大変な時期に遭遇したわけですが、浪江町の今後100

年の大計の中で私たちはその基礎を築くことを肝に銘じて頑張らな

くてはならないと思います。

この頃は双葉郡の各町村、企業の誘致活動が盛んになってまいり

ました。浪江町も他町村に優良企業の誘致に遅れをとらないように

町民一丸となって頑張らなければならないと思います。

避難指示解除と帰還困難に向けた環境整備をどのように進めるか

伺います。

浪江町復興計画では避難指示解除の時期を平成29年３月と想定

し、現在この時期を目標として復旧・復興を進めております。前回

の町民懇談会とは別に避難指示解除時期を決めることに対しての説

明会の開催をすると思いますが、町の予定をお伺いいたします。復

興加速化のための六次提言で「帰れる 「帰りたい」と実感出来る」

魅力ある環境整備に、避難指示解除の前から積極的に取り組むとあ

りますが町としてはどのように対処されるのか伺います。

同じく復興加速化のための六次提言で避難指示解除時点では放射

線量は低減しており、住民が「安心して暮らせる」よう、放射線不

安の対応を継続することとありますが、町としてどのように対応す

るのか伺います。また特例宿泊では16歳未満の子供は宿泊しないよ

うにとのことでしたが、準備宿泊では制限しておりません、その理

由をお伺いいたします。
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避難指示解除するための平成29年３月まで取り組むべき16項目の

課題の進捗の状況、そして解除の基本となる三つの項目①除染の進

み具合、②インフラの整備状況、③町民の理解を得ることの３点を

避難解除の基本としております。そこで除染の進捗状況、インフラ

の復興状況を伺います。そして町長の決断はいつ示されるのか伺い

たいと思います。

田畑の除染終了したところから復興組合に渡され、保全管理をさ

れております。私自身も復興組合に参加させていただいて、田畑の

維持管理に努めているところであります、しかしこの制度は３年間

と言われております。３年間の支援の後、果たして作物を作り販売

出来るのだろうか、大柿ダムの水は果たして大丈夫なのか使えるよ

うになるのか、不安なことが多々あります。町の指導のもと、花卉

栽培、野菜の推奨等、営農指導されておりますが、浪江町のこの広

大な面積をこなすには米作りをしなくてはならないと思うところで

あります。そういう中で私自身としては飼料米等を取り入れるべき

かと思うところでございます。大柿ダムの水を早く流していただい

て作付けできるところから作付けしていく、そのような方向でお願

いしたいと思います。

津波被害に遭われたところは除染が進んでおりません。大きく南

棚塩、請戸地区と分かれますが、今後の計画をお伺いたします。

事故後６年の経過により賠償が大きな区切りを迎える。自立生活

再建を可能となるように、生活支援や生業、事業再開支援を強化す

るとありますが、具体的にどのような支援をするのかお伺いたしま

す。

ふるさとへの思いをもちながら、当面帰還出来ない住民の方々に

きめ細かい支援を行うとありますが、具体的にどのような支援を考

えているのかお伺いいたします。

次に、産業団地、企業誘致の現状と計画というようなことでお聞

きいたします。

将来において若者が帰れるような勤め先、企業誘致をしなくては

ならないと思います。浪江町では今までにない産業団地造成の計画

が示されました。大平山産業団地約26.6ha、起算工事費約27億3000

万円、供用開始31年度。北幾世橋産業団地約6.2ha、起算工事費約

４億6200万円、供用開始30年度という予定になっております。予算

の大きさ、面積の広さに大変驚いております。進出企業の予定があ

っての造成なのか、それとも造成しての企業誘致なのかお伺いをい

たします。

、 。産業団地の造成 企業誘致の現状将来の計画をお聞きいたします
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新聞等で報道されているロボットや水素エネルギー産業を軸とし

た水素社会のモデルを町内で構築出来ないか検討を進めると報道さ

れております。初会合に原子力災害現地対策本部長、復興副大臣、

県避難地域復興局長、そして馬場町長が出席されての会議、そして

浪江町復興ビジョン検討会議を設置したと報道されましたが、浪江

町ビジョン検討会議はどのような会議なのか、また水素エネルギー

産業とはどのような産業なのかお伺いたします。

そしてロボットや水素エネルギー企業誘致の経過をお伺いいたし

ます。

日本ブレーキの工場、敷地が浪江町で買収されました。誘致企業

は①アスファルト合成、②コンクリート二次製品、③研究所まで説

明いただきましたが、進捗状況、企業誘致と今後の進め方をお伺い

たします。

大平山産業団地、北幾世橋産業団地の進捗状況をお伺いいたしま

す。

また北幾世橋産業団地の隣はエスエス製薬でありますが、町長の

報告では再開の可能性があるように伺いましたがその後の進捗状況

をお伺いいたします。

企業誘致とは異なりますが、自宅の手入れに困っている町民にシ

ルバー人材センターにお世話になれないかと聞かれましたが、復興

のためにもシルバー人材センターの早期再開出来ないかと思います

が、再開の見通しをお伺いたします。

帰還困難区域の件をお伺いいたします。

帰還困難区域は将来にわたって居住を制限する区域であることを

前提とした区域であったが、事故後５年を経て放射線が低下、避難

指示解除準備区域、居住制限区域の解除が進んでいる中で、帰還困

難区域の取り扱いに検討を求める声が出てきております。

帰還困難区域の除染インフラ整備を平成29年度から本格化させ、

33年度を目途に徐々に解除する見通しを国で示されました。帰還困

難区域のうち、５年を目途に、避難指示を解除し復興拠点を整備す

るとしておりますが、町としての復興拠点をどのように位置づける

かお伺いいたします。

主要道路の除染の整備を行うとしておりますが町としての考えを

お伺いいたします。

また、区域の見直しはしないということですが、どのような方法

で、どのような順序で解除を決めていくのかお伺いをいたします。

今回議会として要望した中の、避難先での農業再開支援要望で避

難先での農業再開する農家に対し、農地取得や農業機械購入に対す
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る支援制度を要望しておりますが、町としてはどのように対応され

るのかお伺いをいたします。

原子力事故災害からの自立復興に向けて伺います。

今回の六次提言で今までと変わっているのは自立という言葉が多

くなってきていると思います。ふくしま相双復興官民合同チームは

4000事業者を訪問して事業者支援を行っていると言われております

が、浪江町での事業者の数と、どのくらいの事業者が事業支援を受

けられたのかお伺いいたします。

農業について伺います。各行政区で復興組合が立ち上げられて、

荒地から耕作された土地になり、非常に景観がよくなりました。ま

た実証実験が浪江町で12カ所行われております。多くの野菜等が放

射能基準値以内にあることが証明されております。感謝を申し上げ

るところであります。今後の課題としては保全管理の３年間の後に

作物を作っての農業にしていかなくてならないと思います。また保

全管理の補助がなくなれば、放棄地が増えると思います。地域で保

全管理する農家支援が出来ないかと思います。今後についてどのよ

うに町で指導されるのかお伺いをいたします。基幹産業の米栽培は

非常に大事なことだと思います。現在は実証栽培１カ所であります

がこの浪江町の広い場所の中で、やはり１カ所ではない米の実証栽

培出来ないかと思うわけでありますが、計画はないのかお伺いをい

たします。

森林、林業の再生について伺います。山、森、山林は放射能が高

いというイメージを持つわけでありますが、製材されたものが商品

として価値を認められるか心配するところであります。

震災以前でも木材産業は採算の合う産業ではなかったと思いま

す。しかし今回除染と併用した中で木質バイオマス発電という新し

い産業が出来ないのか、是非とも除染を進める上で誘致していただ

きたいと思いますが、どうのように考えますか、伺います。

福島・国際研究産業都市、イノベーション・コースト構想で浪江

町には建築材ＣＬＴ直交集成板の製造拠点を浪江町に整備する方針

を固めたと報道がありましたが、見通しについてお伺いをいたしま

す。

漁業の件についてお伺いいたします。水産業共同利用施設整備、

荷捌き場が30年に稼働、水産業加工団地整備事業、こうなごのよう

ですけれども、30年に開設とありますが、請戸地域ほとんどが災害

危険区域の中で漁業者の住宅をどのように確保して漁業振興を図る

のかお伺いをいたします。

最後に、泉田川漁業協同組合についてお伺いたします。サケはふ
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化放流して自分の川に戻るのが４年と言われております。５年９カ

月ですので今年のサケは自然ふ化されたサケと思われます。浪江町

が復興していく上で、自分の生まれたふるさとに戻るという習性の

サケ、これから復興していく上で大切かと思います。サケの放射能

を心配するわけでありますが、特別採捕されての放射能の結果をお

伺いいたします。

木戸川のサケ漁が新聞報道されております。10月15日には今シー

ズン初のサケ漁をされたと報じられました。泉田川の簗場は東北地

方有数のサケ捕獲数を誇る簗場でありました。浪江町の観光拠点は

高瀬川、大堀焼、泉田川のサケでありましたので、復興のシンボル

であるふ化事業を是非とも再生させていただきたいと思います。泉

田川ふ化事業は今後どのように進めていくのかお伺いをいたしま

す。また町としてどのような支援を考えているのかお伺いをいたし

ます。

以上で第１回目の質問を終わります。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

住民懇談会の開催予定と町長の決断をお伺いし○町長（馬場 有君）

ますというご質問にお答えをいたします。

住民懇談会の開催については、９番、佐々木議員に答弁したとお

。 、 、りでございます また 帰還促進に向けた環境整備につきましては

まずは、有識者検証委員会で出された課題を解決するため、最優先

で事業を進めているところでありますが、今般実施された特例宿泊

あるいは11月１日から実施しております準備宿泊を通して宿泊者か

らいただいた課題等について、整理した上で対応してまいります。

これらの課題については、検証委員会のフォローアップ会合にて進

捗の状況確認を行った上、課題を一日も早く解決をして、町民が帰

れる、また、帰りたいと実感できる復興を進めてまいりたいと思い

ます。

それから、準備宿泊に対しての年齢制限をお伺いしますというご

質問にお答えをいたします。

15歳未満の子どもの立ち入りについてでありますが、避難指示区

域内への立ち入りおよび準備宿泊の制度上、年齢制限はございませ

ん。そういった中、町としては避難指示区域である浪江町内への立

ち入りについて、放射線感受性が強いとされる15歳未満の子どもお

よび妊婦の方については、ご遠慮いただくというスタンスをとって

まいりました。

しかしながら、特例宿泊開始以前からお子さんを町内に連れて行

きたいというご要望はいただいておりました。先の特例宿泊時にお
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いても同様のお声をいただいた次第でありました。具体的には、子

どもや孫と町内の墓参りをしたい、子どもに震災後一度も帰ってい

ないけど自宅に行ってみたいとせがまれている、子どもにふるさと

を忘れないよう見せてあげたいという要望がありました。

そのうえで、今回の準備宿泊においては、子どもを登録した世帯

へは事前に連絡を取り、宿泊前にＤシャトルを郵送することとして

おりまして、保護者の方が子どもの線量管理について、町内のみな

らず、町内に至るルート上でも行っていただくことで、町内への立

ち入りを可能としたところであります。

町としては、除染の進展により安全だから立ち入り制限を緩和し

たなどということは決してなく、出来うる限り被ばくを避けていた

だくという考え方に変わりはありません。

なお、今回の準備宿泊においては、15歳未満の方の登録は２世帯

５名ありますが、本日時点では登録のみで宿泊は実施していないの

が現状であります。

他の質問については担当課長が答弁いたしますのでよろしくお願

いいたします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

（３）番の除染の進捗率およびイ○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

ンフラの復興状況についてお答えいたします。

除染の進捗率は、平成28年10月末時点で宅地が92％、農地が86％、

道路が87％となっております。

上水道の復旧につきましては、津波被災地を除き11月末現在、配

。 、 。水管162ｋｍ中158ｋｍを終了しております 進捗率は 97.4％です

下水道の管渠の復旧率は、11月末現在、幾世橋地区が100％、権

、 、 。 、現堂地区が95％ 川添・樋渡地区が 25％であります 完了時期は

権現堂地区が、平成29年３月、川添・樋渡地区が平成30年３月を目

標としております。

続きまして （４）の津波被害地区の除染完了時期についてお答、

えいたします。

津波被害地区については、他の地区同様、平成29年３月末までの

除染を完了することとしております。事前モニタリング調査を完了

し、沿岸部でも津波被害を受けていない農地や森林については、す

でに除染実施中であり、津波被害に該当する農地については、災害

復旧事業にて農地の原状回復を行います。

その他については、基礎撤去作業や防潮堤や防災林等の復旧復興

事業を実施していることから、それらの作業との調整を図りながら

モニタリングの状況を確認し、必要に応じて対応してまいります。



- 46 -

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

（５）の帰還出来ない町民の支援の具○復興推進課長（山本邦一君）

体策についてのご質問にお答えします。

９番議員にお答えしたとおりでございますが、現在復興計画【第

二次】策定委員会で議論を重ねており、具体的な支援策について、

復興計画に盛り込んでまいります。また、原発避難者特例法や高速

道路無料化、国保一部負担金や介護サービス利用者負担金の免除な

ど、これらの措置は、町民にとって非常に関心があり、最も重要な

施策であると認識しております。まずは、国の平成29年度予算に計

上されることが重要ですので、当該措置が継続されるよう強く要望

しているところでございます。

続いて、大きい２番目の産業団地造成、企業誘致の現状と計画の

（１）水素エネルギー産業とはどのような産業なのかというご質問

にお答えします。

まず、お質しのあった浪江町復興ビジョン検討会議についてです

が、ロボットテストフィールドの無人航空機の離着陸試験用滑走路

の立地を足がかりとして、国、県、民間等の知見を集結の上、町の

発展的な将来像を検討し、町民や町外の方々に向けた魅力ある浪江

町のビジョンを策定して、町の二次復興計画への反映を図っていく

ものでございます。

この具体的な検討組織として、ロボット分野に関するワーキング

グループと水素エネルギー分野に関するワーキンググループを立ち

上げ、議論を重ねているところでございます。

次に、水素エネルギー産業についてですが、復興ビジョン検討会

議において国から説明がございました。水素については多様な一次

エネルギーから製造可能で、また、あらゆる形態での輸送・貯蔵が

可能であり、将来の二次エネルギーは電気、熱に加え、水素が中心

的役割を担うことが期待されているとのことです。水素社会の実現

、 、 、に向けたロードマップでは フェーズ１において 家庭用燃料電池

エネファームでございますが、燃料電池自動車としての利用拡大、

フェーズ２として、水素発電の本格導入や大規模な水素供給システ

ムの確立、フェーズ３として、トータルでのＣＯ フリー水素供給２

システムの確立を目指しているとのことであり、産業としては、製

造・輸送貯蔵・利用の三つの観点から研究・実証・開発が行われて

いるところでございます。

ロボットや水素エネルギーの企業誘致についてでございますが、

今ほど、ご説明した浪江町復興ビジョン検討会議において、それ

ぞれのワーキンググループにおいて、議論を重ねているところでご
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ざいます。

企業誘致につきましては、各ワーキンググループでの議論を踏ま

えて、町としての方針を検討していきたいと考えております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

それでは、日本ブレーキ工場跡地○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

の誘致企業進捗状況についてお答えします。

浪江日本ブレーキ跡地につきましては、用地等の取得が済み、現

在既存建屋の解体設計、また敷地の再整備に係る調査・設計等を行

っているところでございます。

また、誘致企業につきましては、現在数社と進出についての協議

を進めているところでございます。業種としましてはアスファルト

材の製造、コンクリート製品製造、蓄電池関連産業などでございま

す。これら企業が早急に進出いただけるよう、今後も協議を進めて

まいりたいと思っております。

続きまして、南、北産業団地整備の進捗状況、また町で買収され

、 。ている面積 今後の買収面積等々についてのご質問にお答えします

南、北産業団地整備の進捗状況につきましては、平成27年度浪江

町南・北産業団地基本計画を策定しており、平成28年７月から測量

調査及び地質調査を実施しております。また、12月から両産業団地

の基本設計に着手しているところでございます。町で買収している

面積でございますが、震災前までに南産業団地で22.2haとなってお

ります。

今後の買収につきましては、北産業団地につきましては約６ha、

南産業団地につきましては約25ha、合計31haを予定しております。

地権者につきましては、総数で106名となっております。予算に

つきましては、平成29年度以降に実施設計、用地買収費、用地造成

費等の予算を確保していきます。

また、ご質問にあったエスエス製薬福島工場につきましては、10

月１日にベーリンガーインゲルハイム製薬に権利義務の継承がされ

たところでございます。ベーリンガーインゲルハイム製薬からは、

再開に向け前向きに検討をするために、まずは工場の施設や設備に

ついての被災状況の確認をしているということでお話をいただいて

おります。今後も継続的に連絡をとりまして、事業再開となるよう

必要な取り組みを支援していきたいと思っております。

続きまして、シルバー人材センターの再開見通しについてのご質

問にお答えします。

シルバー人材センターにつきましては、避難指示解除後、町民か

らのニーズが相当数あると想定されており、シルバー人材センター
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と事業再開について協議させていただいているところでございま

す。

再開にあたっての課題の一つである会員の確保についてですが、

11月にシルバー人材センター浪江本所の会員155名に対して、会員

の意向調査を実施しております。調査結果では 「シルバー人材セ、

ンター会員として継続就業を希望する と回答した会員が23名 就」 、「

業を希望しない」また「状況を見て継続、脱退を判断する」と回答

した会員が106名となっております。

その他の課題としましては、社団法人北双広域シルバー人材セン

ターとして浪江・双葉・大熊の３町からなる広域で運営されていた

ことによる組織体制の整理、また作業の監督業務を行う上で事務局

については町内での再開が原則ということでございますので、事務

所や事務局体制の再構築などの整理が必要となっております。

町としましては、シルバー人材センターのニーズは高まっていく

ものと考えておりますので、これら課題を解決できるよう関係機関

と協議を重ね、早期事業再開が図られるよう引き続き協議をしてい

きたいと思っております。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

大きい３番目、帰還困難区域の件の○復興推進課長（山本邦一君）

（１）浪江町の復興拠点をどのように位置づけるのかのご質問にお

答えします。

帰還困難区域の取り扱いに関する考え方が本年８月31日付で原子

力災害対策本部復興推進会議より示され、この中で居住を可能とす

ることを目指す復興拠点を市町村の実情に応じて適切な範囲で設定

し、整備するとしております。帰還困難区域の復興拠点につきまし

ては、これ以前より帰還困難区域の行政区長や役員の方々と意見交

換会を行っており、町としては、歴史的な背景から大堀地区、苅野

地区（室原 、津島地区の３カ所に復興拠点を整備するなど、一定）

の考え方を整理していたところではございますが、10月26日に帰還

困難区域の行政区長への説明会を国が行ったことを受け、改めて今

後帰還困難区域の行政区や議会の皆様と意見交換を行った上で、復

興拠点についての議論を深め整理していく考えでございます。

（２）の主要道路の除染整備、町としての考えはのご質問にお答

えします。

先ほどもご説明しました平成28年８月31日付の原子力災害対策本

部復興推進会議で示された帰還困難区域の取り扱いに関する考え方

では、国道６号線をはじめ広域的なネットワークを構成する主要道

路やこれに接する部分の除染等を行うこととされております。
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町といたしましては、国道114号線、399号線、県道34号線、35号

線のほか主要な幹線道路やこれからさらなる議論を深めていくこと

となっている復興拠点までの道路も含め計画に盛り込めるよう今後

検討してまいりたいと考えております。

続いて （３）解除をどのように進めるのかというご質問にお答、

えいたします。

国は、帰還困難区域の避難指示解除につきましては、復興拠点と

して設定した範囲については５年を目途に、またそれ以外について

も、たとえ長い年月を要するとしても帰還困難区域の全てを避難指

示解除するとしております。現在のところまず、復興拠点の位置、

場所についての整理を帰還困難区域の行政区長や役員の方々と行っ

ているところであり、区域全体の解除をどのように進めるかまでは

決まっていないところでございます。今後復興拠点についての詳細

な考え方がまとまっていけば、区域の全体的な将来像や解除までの

計画もまとまっていくものと考えております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

（４）の帰還困難区域の方の農地○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

取得、機械購入をどのように支援していくのかのご質問にお答えし

たいと思います。

まず、帰宅困難区域の方の機械購入につきましては、町内の避難

指示解除準備区域や居住制限区域または避難指示が解除された地区

において営農再開する方であれば、国の補正予算で成立された、原

子力被災12市町村農業者支援事業の対象となります。避難先で営農

を再開する場合は避難先農業委員会の協力と避難先自治体の個別の

支援策をご活用していただくこととなります。農地の取得について

の支援でございますが、町内町外ともに取得費についての支援メニ

ューはございません。また、浪江町内において営農再開を希望する

方につきましては、それぞれのご事情をご相談いただき、浪江町農

業委員会と協力して、町内各地域での営農再開を支援していきたい

と考えております。

続きまして、大きな４番、自立復興に向けて （１）浪江町の事、

業者の数と事業支援を受けられた事業者数についてのご質問にお答

えいたします。

浪江町の事業者への福島相双復興官民合同チームによる訪問支援

については個別事業者や認定農業者なども含め、11月末現在で訪問

事業者数が994事業者となっております。複数回訪問事業者数が514

事業者となっており、事業者への総訪問回数につきましては1896回

となっております。
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また、これまで福島県原子力被災事業者事業再開等支援補助事業

を活用した事業者数は12事業者となっております。

続いて （２）保全管理の今後の進め方を伺いますというご質問、

にお答えします。

現在、復興組合が中心となって農地保全に取り組んでいただいて

おりますが、農地は営農再開する方だけではなく、所有する方の意

向も重要となります。そのような状況から、今後の土地利用と営農

再開に向けた取り組み方針を、地域、行政区、地権者様と話し合い

を設けることを予定しております。

その話し合いの中で、営農再開や耕作放棄地について地域の方々

とともに解決策を検討していきたいと考えております。

続きまして（３）番、米の実証栽培を増やせないか、計画を伺い

ますという質問にお答えいたします。

町としても実証圃場を増やしたいと考えております。しかしなが

ら水の確保についての課題、さらには復興組合や地域のご協力がな

いと進められない事業でございます。今後は地域とご相談をしなが

ら進めてまいりたいと考えております。

続きまして、森林、林業再生の中で建築材、ＣＬＴ、直交集成材

の製造拠点浪江町整備の部分についてのご質問にお答えしたいと思

います。

新聞報道におきまして、ＣＬＴ、直交集成材でございますが、こ

ちらの製造工場について、県は浪江町に製造拠点を整備する方針で

あるとの報道がされたところでございますが、現状では浪江町も整

備拠点の候補地の一つとされているとの段階でございます。

今後、県や関係機関との調整の中で決定されるものと考えており

ます。町といたしましても地域経済の再生に寄与する産業となり得

るものと期待しておるところでございますが、ＣＬＴ製造の発展性

や継続性なども考慮し検討を深めてまいりたいと考えております。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは（５）の木質バイオマス発電○復興推進課長（山本邦一君）

産業誘致の進め方のご質問にお答えいたします。

議員お質しの除染と併用した中での木質バイオマス発電につきま

しては、現在復興庁、環境省、林野庁の３省庁が実施する里山再生

モデル事業において、モデル地域内で間伐と植林を進め森林再生を

目指すこととしており、その中で木質バイオマス事業の可能性を検

討するための基礎調査を行うことを検討しております。可能性調査

としましては、モデル地域内に存在するいくつかのポイントを選定

した木材の線量調査や間伐可能木材量の確認、発電工場運営のため
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の労働環境確保に関する課題や、焼却灰等の処理案の検討等を行い

たいと考えているところでございます。これらを整理した上で事業

の可能性調査で得た情報をもとに、町として木質バイオマス事業の

展開を判断してまいりたいと考えております。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

漁業者の住宅確保というご質問○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

にお答えしたいと思います。

請戸地区を含みます津波被災地域につきましては、漁業者のみな

らず、町内へ移転を希望される方につきまして、防災集団移転促進

事業による移転先団地の整備を、また、自主再建される方へは住宅

再建補助金等の助成を行っているところでございます。さらには、

旧雇用促進住宅についても全面改修し、町営住宅として供用開始い

たしますので、町内へ帰還し、漁業を再開される方についても活用

いただけるものと考えております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

泉田川のふ化事業の計画と町の支○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

援についてお伺いしますという質問にお答えいたします。

まず、スクリーニングの結果でございますが、10月、11月にかけ

て泉田川漁業協同組合で採捕したサケの検査をしております。全部

で18回被検体をスクリーニングしまして、全て基準値以内というこ

とでご報告を受けております。

また、今後のふ化事業の計画でございますが、現在、泉田川漁業

協同組合が中心となりまして、再開に向けた事業計画の概要を策定

しております。その計画をもとに関係者と協議し、各種制度を活用

して、簗場の整備、またふ化事業の再開を進めたいと考えておりま

す。

13番、紺野榮重君。○議長（吉田数博君）

再質問します。町長のこの帰還に向けた判断と○13番（紺野榮重君）

いうものは、町民はやはり色々町民の方々との話し合い、議会との

話し合いそういう中で出来るだけ早く判断してもらってそういう心

構えにしたいと思うのですけれども、いつまでということが答弁で

はなかったと思いますけれども、大体いつころまでに判断されるか

ということをお伺いしたいと思いますけれども、お願いします。

それから、帰町準備に対しての年齢制限なのですけれども、答弁

いただいたのでは、宿泊までは私16歳と話したのですけれども、15

歳未満は宿泊してもいいということに私は受け取っているのですけ

れども、何かお墓参りとか家に戻ってという話のようでしたけれど

も、その点はどうなのか再確認をしたいと思います。
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それから、津波被災地の除染完了時期ということで平成29年３月

まで完了するんだということでありますけれども、そうすると農家

にはいつ渡されるのかと思うのですけれども、そこに次に入ってく

るのが災害復旧工事というのが入ってくるのかと思いますけれど

も、その辺農家に渡される時期はいつ渡されるのかということをお

伺いいたします。

それから、ロボットや水素エネルギー企業の誘致の現状という中

で、非常に新聞に東北電力の社長が水素エネルギーで復興を後押し

するという記事が掲載されておりました。そういう中で広大な原発

この予定地、そういうことを有効に利用出来るそういうことが出来

れば非常に期待するところでありますので、どうかそういう企業誘

致、そういうことをお願いしたいと思います。確認をしておきます

けれども、東北電力も参加しての事業なのかということもお伺いし

ておきます。

それから、日本ブレーキ工場の誘致企業という中で、今数社と話

し合っているということと、アスファルト、蓄電池、それからもう

一つ私は二次製品だと思うのですけれども、アスファルトというよ

うなこの企業はどういうことをされる企業なのかお伺いしたいと思

います。中々地元の方と話をしますと、あそこで北伸産業という産

業があったのですけれども、非常に問題のある産業でしたので、そ

の辺のところを懸念されていると思うのですけれども、そういう中

で今後進めていく中で、地元の理解を得ていかなければならないと

思うのですけれども、そういう順序というか、地元の説明会でこう

していくんだという何かそういう順序をお伺いしたいと思います。

それから、シルバー人材センターの再開ということで、155名の

意向を聞いて、継続して23名がやってもいいということで、非常に

。 。心強いと思います 町での支援もよろしくお願いしたいと思います

それから、帰還困難区域の件でありますけれども、農業再開支援

事業というものは、この事業自体は帰還困難区域の方は受けられな

いということかと私は思うのですけれども、そういう中で受けられ

るのかどうか。そして、受けられないとすれば新しい市町村に避難

をされて、そこで代わる制度というものがあるのかどうか、そうい

うことをお伺いいたします。

、 、 、それから 保全管理の今後の進め方ということで この再質問は

各復興組合ごとにスタートが違うわけです。そうした場合に始まっ

てからの３年なのか、それとも平成30年までとか、そういう区切り

というものがどうなるのかお伺いしたいと思います。

それから、米の実証栽培、そういう中で、何しろ色々その実証栽
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培１カ所ではなくて増やしてもらいたいということでお願いしまし

、 。たが 中々それを受けてくれる人がいないということだと思います

何しろ浪江町の水田面積は1800haあると伺っております。そういう

中で一つでは安心出来ませんので増やしていただきたいと思いま

す。

それから、野菜、花卉栽培の実証栽培なのですけれども、今年で

終わりだと聞いております。制限品目が現状では解除されていない

中で、今後どうされていくのかお伺いをいたします。

それから、木質バイオマス発電ということでは、この可能性を調

査して町として判断していくということでありますけれども、児玉

教授の言われたような森林を間伐してバイオマス発電をするという

ことにすれば、この除染が進むのではないかと、森林除染が進むの

ではないかと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。

最後に、漁業再開の見通しという中で漁業のこの創業、請戸の港

から船が漁に出れる予定はいつなのか。

さらに請戸の港に魚の水揚げが出来るようになる予定というもの

はいつなのかお伺いいたします。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

再質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

避難指示解除について、いつまで町長として判断するのかという

質問でありますけれども、議員お質しのとおり解除に向けた有識者

検討会が３月末に政策提言をなされました。その中で除染とインフ

ラの復旧、生活基盤の整備、放射線対策、この大きな四つの分野で

示されたわけですが、今現在、担当課でその詳細にわたって16項目

の精査をしている状況です。その中では今まで町民の方々あるいは

懇談会等々で含まれた意見、もちろん議会もそうですが、議会から

出されている意見、そういうものを各課で今精査をしております。

そういう状況でありまして、今般この検証をフォローアップするた

めに会議を設けまして、一つ一つ精査をしていただくというフォロ

ーアップ会議を開催しているところであります。

それから、除染検証委員会、この中間報告が今月中旬に出てまい

ります。そういう形の中でそれを議会の皆さん、そして住民の説明

会等も開きまして、色々と意見をお聞きしながら先ほど９番議員に

申し上げましたように、それらを総合的に判断して時期を決定した

いと考えておりますのでよろしくご理解をいただきたいと存じま

す。

それから、準備宿泊の年齢制限についての再質問で、今回の準備

宿泊においては15歳未満の登録は２世帯で５名あります。ただ今の
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次点では実際宿泊をしている方はおりませんという答弁でありまし

て、宿泊することについては許可しているということで結構なので

すけれども、そのためには先ほど申し上げましたように、万全なる

線量管理、これをきっちりやっていただきたい。そして安心出来る

ような状況でしていただきたいということでありますのでご理解を

いただきたいと思います。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

津波被災地の事業、農地の返還は○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

、 、いつかということでありますけれども 除染は来年３月に完了して

除染としてはそこで戻しますが、その後は田んぼの圃場整備の問題

でありますとか、農地の災害復旧事業の進捗もありますので、今現

在、いつという時期は言えない状況となっております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

再質問の中の日本ブレーキに今お○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

話があるアスファルト製造工場についてのご質問にお答えしたいと

思います。

事業者はアスファルト製品を作る製造工場となっております。そ

の中でリサイクル材、アスファルトガラ、コンクリートガラ、それ

を破砕してアスファルト等の材料としてリサイクル材も使うという

ことを予定している事業所でございまして、地域の方々からはリサ

イクル材を製造する過程で色々と課題があるのではないかというよ

うなご心配をいただいているところでございます。こちらにつきま

しては、今現在、その破砕する部分については建屋で覆うであった

りとかアスファルト材については野ざらしにしないなんていう形を

会社で検討しておりまして、それについてこういう形で考えており

ますということを地元に今後、説明をしてご理解をいただくような

形で進めているところでございます。

それから、ご質問のあった営農再開支援事業について、帰還困難

区域では使えないのかということで、営農再開支援事業になります

と、営農再開するまでその除染後の農地について保全をするという

ことでございますので、帰還困難区域内の除染をしていない農地に

つきましては対象とはならないということでございますが、今回整

備された12市町村の農業者の支援事業につきましては、こちらは営

農再開する場所が12市町村の区域内であれば、帰還困難区域の方も

対象となるということでありますので、そういったものをご活用い

ただければということで考えているところでございます。

それから、実証栽培についての今後につきましては、営農再開支

援事業で出ない部分を町独自の事業として係り増し経費の部分であ



- 55 -

ったりとかいう部分を補助していたり支援していた制度がございま

す。そういった支援制度を活用して、制限品目解除のための実証栽

培が終わった後でもそういった実証栽培についてご支援をしていく

という考えで整理をさせていただいているところでございます。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

電力誘致の有効活用はというようなご○復興推進課長（山本邦一君）

質問を受けました。

ただいま復興ビジョン検討会議やワーキンググループにおいて、

東北電力にもご参加いただいております。それで大型事業を展開す

る上でこの当該土地につきましては、候補地の一つとして、非常に

魅力的な土地であると考えておりまして、積極的に働きかけていき

たいと考えております。

さらに、帰還困難区域ではなくて、木質バイオマスの発電の進め

方というご質問でございますが、木質バイオマス発電につきまして

は、将来的には帰還困難区域も含めて森林を再生する上での鍵とな

るような事業ではないかと考えております。その辺も含めてしっか

り検討してまいります。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

請戸漁港についての操業について○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

のご質問にお答えします。

現在、荷捌き場等々の市場の実施設計を行っております。来年度

にはそれをもとに、工事発注をさせていただきながら29年、30年度

にかけて整備を進めてさせていただくということで計画しておりま

す。

保全管理につきまして、営農再開支援事業につきましては、今現

在の事業期間につきましては、平成28年度からの３カ年ということ

で、28、29、30年度までとなっておりますけれども、そもそもの制

度の要綱上は解除後３カ年ということになっております。なので31

年度については、しっかりと見ていただくということも当然でござ

いますし、そもそもは営農が再開する環境になっていないというこ

とであれば、継続をしてしっかりと対応していただくということで

要望しているところでございます。

また、花卉栽培につきましても、花卉研究会のメンバーの方が来

年度から２名なのですけれども、実際に花卉栽培を計画から実証に

移りたいということで計画されておりますので、そちらの支援も引

き続きしてまいりたいと思っております。

再々質問はありません。○13番（紺野榮重君）

ありがとうございました。
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以上で、13番、紺野榮重君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。

。○議長 吉田数博君（ ） ここで昼食のため午後１時40分まで休議します

（午後 ０時２４分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時４０分）

◇松 田 孝 司 君

６番、松田孝司君の質問を許可いたします。○議長（吉田数博君）

６番、松田君。

［６番 松田孝司君登壇］

６番、松田孝司といいます。議長の許可を得ま○６番（松田孝司君）

したので一般質問を一問一答方式により質問したいと思います。質

問事項としては、通告書の記載のとおりに質問したいと思います。

まず、午前中二人の先輩議員から多くの質問をして大部分は網羅

されているのかと思っていますけれども、私なりに感じたことを質

問したいと思います。

私事ですが、復興公営住宅に入居して２カ月半になります。この

中で議員の方では私一人、この中でも何人かおるかもしれませんけ

ど、いままでのあったことを質問に代えさせて言ってみたいと思い

ます。

まず、８月25日に復興公営住宅の説明会がありました。９月16日

に午後から入居出来ますと。家賃も16日から発生すると言われまし

たので私は９月17日復興公営住宅に入居しました。ただ説明会の時

点で番地がまだ決まっていませんでした。決まったのが９月の末で

す。その際、電力会社、郵便局とか番地が決まってないとだめです

と何回も断られました。ただ家賃が発生するからどうしても入れて

くれと、色々とみんな結構それで困っていたと思います。

当初は番地が決まったのはいいのですけれども、北原団地で東と

西で番地が違います。同じ北原団地としてこれも県に話はしたので

すけれども、何で北原団地番地が二つあるんだと。あとみんな訪れ

ても中々迷って、北原団地着いたんだけどといっても中々思ったと

ころには来てくれません。二つあるからどっちか分からないですよ

ね。

あと一週間経っても集積場のごみの回収きませんでした。相双建

設事務所、そこに行って聞いてみると、まだ協議していない段階だ
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ったのです、今から協議しますと。何やっているんだと。８月25日

の段階では南相馬市役所のチラシ、ごみの回収の予定表は入ってい

たのです。だから入って何でそんなことやって、さんざんすったも

んだやりました。

あと、復興住宅に入ってみないと分からないことも結構多々あり

ます。まず、復興住宅と県営住宅の差、今回は優先住宅として高齢

者の部屋が設けられています。その中で確かにバリアフリーで床は

平になっています。ただその上ははっきり言って何も考えていませ

。 。ん トイレの棚にしたって高齢者は届かないところに棚があります

あと、台所もそうですけれども、食器棚、みんな高くて使えないと

使ってないです。ただ椅子に登ってやると怪我すると怖い。現実に

、 、 、私たちに ただ床を平にすれば バリアフリーにすれば高齢者住宅

いかがなものかと思います。だから高齢者に合わせて動いてほしい

と思います。その件で今回浪江町に作りますけれども、担当課長に

はよろしくお願いしました。

あと、石倉団地ではベランダ、水切りの溝がないのです。だから

３階でエアコンの室外機、水を流せば下へたれ落ちますから布団も

干せません。ある方に頼んで県に立ち会ってもらって大至急対処す

ると言ってもらえました。だから本当に住んでみないと分からない

ところがあります。

あと、私の北原団地では携帯電話が繋がりません。北原団地はユ

ニット製作で工場製作となっております、コンクリート。強度は原

発より倍くらい強いです。だからドコモの関係者にきて見てもらい

ました。確かに繋がらないと向こうも納得しました。だから結構こ

れも知らない方も多くいられます、復興住宅の中でも。中々ほっと

、 。入って 確かに私たちにとっては今回が７度目の避難先になります

２ＬＤＫながらも仮設住宅の押入れを含め６畳一間に比べると雲泥

の差で最初は本当に広く感じました。これでやっと人並みに暮らせ

るのだなと思いました。復興公営住宅生活も２カ月半が過ぎました

けれども、なんか復興公営住宅という名前だけの県営住宅ではない

。 。かと思うようになりました 確かにみんぷくという組織はあります

みんぷくは国の支援を受けた福島県が実施している生活拠点コミュ

ニティ形成支援業務委託、コミュニティ交流員による支援活動を行

っている組織だそうです。入居してから２カ月半になりますけれど

も、２回ほどみんぷくの支援員がきました。浪江町の社会福祉協議

会でもそれ以上３回きています。デスクワークが忙しいのか復興住

宅には滅多に訪れません。やっと先月27日、もう２カ月以上経って

。 。顔合わせ交流会が行いました 住民の参加者は大体70名くらいです
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入居説明会では県から各号棟の管理人が指名されました。強制的に

。 。お願いしますできました だから全然話し合いも行われていません

。 、10月２日に管理人委員会が開かれたそうです その中に団地の運営

広報誌の配布、代表管理人の選任、集会所管理人選出、集会所利用

規定等の話し合いが行われたそうです。ただ今もって私たちには何

にも中身が知らされていません。県営住宅に入居したと思えばなん

てことないと思うのですけれども、一応復興公営住宅と謳っていま

す。復興公営住宅は原発事故に避難した方へ家賃も低減した県営住

、 【 】宅であることは承知していますけれども 浪江町復興計画 第一次

では町外コミュニティの核として位置づけられていたはずです。様

々な要望を県にしていたのかなと思います。入居している町民の方

に全て復興計画第一次が送られていると思いますが、復興公営住宅

に入れば町でコミュニティづくりをやってくれると思っている方も

多くおられます。そういう夢を持って復興住宅に入居した町民の方

が本当に多いです。県に対して、復興公営住宅についてどのような

要望を行って、どう反映されたのかお伺いします。

答弁者、生活支援課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えいたします。県で建設○生活支援課長（清水 中君）

した復興公営住宅は、入居要件に、原発事故避難者であること、ま

た収入要件の緩和、低所得者への家賃低減措置がある、建設の際の

補助率の違い、そう言った違いがありますが、県営住宅であること

に、変わりはありません。しかしながら、県のコミュニティ交流員

が活動していることなど、他の県営住宅、通常の県営住宅とは違っ

ております。このことは、県に対し入居者間及び地域住民とのコミ

ュニティづくりに積極的に関わっていただくように求めた結果、そ

ういったことが反映されていると思われます。

松田君。○議長（吉田数博君）

みんぷくという組織は分かっていますか。戸別○６番（松田孝司君）

訪問はしないと言っているのです。そうして自治会運営はどうやっ

て出来るのかなと思っています。この間の集まりの席で聞いたので

すけど、南相馬市の社会福祉協議会の人もきていました、初顔合わ

せ。浪江町には声かけたのかと質問しました。そうしたら一応浪江

町には声かけているのだけどこないんだと言われました。

あと、今帰町に含めて、17.8％から17.5％に本当に帰町を望んで

いる人が少なくなっています。

あと現実に避難先に家建てている人は中々町に戻るといっても難

しいのではないかと思います。そして借上げ、仮設、そして復興公

営住宅にいる人は帰りやすい条件のはずなのですよね。その人たち
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にもう少し町として努力をしないと、帰る人がますます少なくなる

と思います。だから県営住宅だから町は入れないではなくて、県と

しても町に声かけているのだから、もう少し町として出来るだけ協

力して帰れるような雰囲気づくりをするのもいいと思うのだけど、

そういう考えはないのですか。

生活支援課長。○議長（吉田数博君）

まず、みんぷくさんのコミュニティ交○生活支援課長（清水 中君）

流員は８人配置しておるそうですが、始まったばかりで今後本格的

な活動はこれからになるということでございます。さらに町といた

しましては、現在、高齢者、弱者そういった方、必要と認められる

世帯の方には優先的に我々町役場職員各課とも戸別訪問を行ってお

ります。そういったこともさらに強化して対応してまいりたいと思

います。

６番、松田君。○議長（吉田数博君）

北原団地の駐車場を見た時ないと思うのですけ○６番（松田孝司君）

れども、大部分高齢者の方は車を持ってない人多いのですよね。そ

してどこ行くのにも結構困っている方もおられます。そういう声を

地道に聞いて欲しいと思います。

次の質問に入りますけれども、私が住んでいるところは264戸が

入居出来ます。当初は全戸が埋まっていました。入居説明会時は40

戸ぐらい空いているとちらっと聞きました。今現実に60戸ぐらい空

いています。浪江町民は最初204スタートと聞きました。現在は182

世帯です。そのキャンセル要因はどういった原因が考えられるので

しょうか。いろいろ原因はあると思いますけれども、それに対して

今後の取り組みや対応をどう考えているかお伺いします。

生活支援課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○生活支援課長（清水 中君）

復興公営住宅の入居決定後のキャンセルにつきましては、理由は

様々ですが、主な理由を上げさせていただきますと、住宅再建、通

院、健康への不安、別の公営住宅への申し込み、仮設住宅等から直

接帰還することを希望しているなどの理由があります。また、空き

室につきましては、県が再募集や定期募集を随時行って、その空き

室を埋めるように努力しております。そのキャンセルにつきまして

は、キャンセルをした方々それぞれ様々な事情がありますので、個

人の判断を尊重せざるを得ない状況ですが、こういった状況を常に

把握しながら県と連携して、その時その時、より有効な住宅供給を

心がけてまいりたいと思います。

松田君。○議長（吉田数博君）
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この間相双住宅管理室ですか、相双地区を担当○６番（松田孝司君）

するところにお伺いしました。募集する考えあるのかと言ったら当

分無いと言っていました。空いているから入りたい人も結構いるの

です。だから早急に募集するように町からも要請をお願いしたいと

。 、「 、 。思います 私引っ越しの時に色々聞きましたけど ああ いいな

ここに入りたいな」と言う人が何人かいたのですよ。町としてもそ

ういう行為を募集をするように言ってほしいと思います。

次の質問に入りますけれども、現在町営住宅の入居募集が始まっ

ていますが、復興公営住宅では敷金と駐車場保証金３カ月分が徴収

されています。公営住宅法に載っていない駐車場保証金まで私たち

は本当に信じられません。確かに公営住宅法の第18条には、事業主

体は、公営住宅の入居者から３カ月分の家賃に相当する金額の範囲

以内において敷金を徴収出来るとあります。出来るであってしなさ

いではないです。ただ２項には、事業主体は、病気にかかっている

ことその他特別の事情がある場合において必要があると認めるとき

は、敷金を減免することが出来るともなっています。今回の東日本

大震災では、南東北三県が多大な被害を受けました。その中でも岩

手県では、県が主体になって災害公営住宅を建設していますけれど

も、敷金は一切取っていません。

宮城県では各市町村が災害公営住宅を建設していますが、東松島

市、石巻市、名取市などでは被災者の負担を出来るだけ軽減するた

め敷金が免除になっています。仙台市でも減免申請をして敷金が減

免になるともあるそうです。現在双葉郡でも避難指示解除になって

も中々帰町する人が少なく苦労していると聞いています。当町でも

昨年では17.8％、今回速報版では17.5％聞いています。話を聞いて

みると、世帯の中でも意見が分かれると言っていますので現実は、

速報版では29％は家族で帰る。あと42％は単独で帰る人もいるとな

っています。帰町を進めるためにも敷金なしでも考えるべきではな

いかと思いますが、どう考えているかお伺いします。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

現在、町内に新たに整備し、入○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

居募集を行っております町営住宅につきましては、浪江町営住宅等

条例によりまして、家賃３カ月分の敷金の納入をお願いすることと

。 、 、いたしております 原則 退去時に全額還付することとなっており

退去時の修繕費用などに充てる方が多いようであります。敷金の納

入が負担となる方がいらっしゃる場合には、同条例に徴収猶予など

、 、の規定もございますので それぞれの事情を丁寧にお伺いしながら

対応させていただきたいと考えております。
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松田君。○議長（吉田数博君）

今回私も復興公営住宅に入居して分かったので○６番（松田孝司君）

すが、結構多大なお金がかかります。まずカーテン、照明、エアコ

ン、その他ガステーブル、家具とか色々と私で100万円超えていま

す。中々結構厳しいです。引っ越し費用もかかっています。出来る

だけあとで還付するのは分かるのですけれども、町に帰る人はそこ

で余生を過ごすことになると思うのですよね。普通のサラリーマン

の引っ越しとは違うと思います。なるべく最初に減免すべきだと私

は思います。出来るだけそういう方向で出来ればお願いしたいと思

います。

次の質問に入ります。次は、避難指示解除に向け、何点かお聞き

したいと思います。先日の準備宿泊者懇談会でも国から避難指示解

除に向けた環境は整ってきており、年明けには解除時期を明示した

上で町当局、議会、住民の皆様とご相談出来るのではないかと考え

ておりますと言っていました。現在の浪江町では仮設店舗まち・な

み・まるしぇやコンビニ１軒ですけれども、同じころ避難指示解除

が予定されている富岡町では、スーパー、ホームセンター、ドラッ

グストアなどがもう開店しています。楢葉町などでも買い物に訪れ

ていると報道されています。町でも、住民の方と協議を考えている

と思いますけれども、６月から７月にかけての住民懇談会では町民

の１割にも満たない約1200名の参加者だったかと思います。今度同

じような懇談会を設け、同じような参加者なら、それで町民の合意

形成がなされたと考えるのは本当にどうかと思います。出来るだけ

多くの人の意見を聞くのが筋だと思います。懇談会を細かくやると

か具体的にどういった手法を考えているのかお伺いしたいと思いま

す。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

お答えします。○復興推進課長（山本邦一君）

、 、町では先の６月に実施した住民懇談会の他にも 県内にあっては

仮設住宅の居住者との意見交換会や借上げ住宅自治会との意見交換

会などを実施しまして、積極的に町民の皆様からご意見をいただく

よう努めてまいりました。県外においても、町民との交流会等に参

加して、情報の提供と意見交換を行っているところであり、町長自

身、地域の会合などにも積極的に参加いただいております。

また、町内の宿泊状況を確認するため、国、町による戸別訪問と

か、宿泊者との意見交換会を行い、課題の掘り起こし、解決に向け

て対応しているところでございます。

今後予定される住民懇談会にも多くの町民の方が参加いただいて
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ご意見をいただければと考えておりまして、効果的な周知の方法等

について検討してまいります。

松田君。○議長（吉田数博君）

仮設住宅の懇談会、私も参加させていただきま○６番（松田孝司君）

した。ただ最初から私は細かく設けないと、結構高齢者の方からま

ず自分の町ではなくて、遠くに避難しているから車の運転嫌がる人

が多いです。中々車線を走れない方もおられます。だから出来るだ

け懇切丁寧に説明会懇談会を多くやってもらい、多くの町民の意見

を聞いて判断をしてもらいたいと思います。それ以外のことは午前

中皆さん質問していますので省きます。

次の質問に入りますけれども、現在仮設住宅が平成30年３月末だ

と思いますが延長されています。避難指示解除になれば、避難指示

解除準備、居住制限区域の住民の方は復興公営住宅に入居が出来な

。 、くなると言っています 以前仮設住宅の懇談会席上で質問あてた時

町の幹部の方で分からない方もおられたような気がしました。以前

にも言いましたが、今はあまりにも情報量が多くて自分の関心のあ

ることしかはっきり言って目を通さない方が多いです。仮設住宅が

延長されたから復興公営住宅を断った方もいます。仮設住宅で行先

の決まっていない方もまだおられるのではないかと思います。町で

は最新のそういう方向性、把握をしているのでしょうか。もし行先

の決まっていない方がいれば、その方への対応をどう考えているの

かお伺いします。

生活支援課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えいたします。避難指示○生活支援課長（清水 中君）

解除後に復興公営住宅に入居申込みが出来なくなるということは、

募集のチラシ、ホームページ、その他の方法で、さらにまた皆様に

お集まりいただく機会があるごとに何度も周知してまいりました。

、 。さらに 県にもその条件を緩和するようにも申し入れております

また、仮設住宅で行先の決まっていない方に関しましては、直接訪

問、電話等で今後の意向を調査しておりまして、その現状は把握し

ております。その際に、様々な情報を提供しながら、出来るだけ早

めに次の住宅を確保していただくように促しております。

、 、 、なお 町内に建設の町営住宅には 希望者が入居条件を満たせば

避難指示解除後も申込みをしていただけますので、それらの情報も

常に提供してまいります。

松田君。○議長（吉田数博君）

先ほども言いましたけど、町の幹部の方さえ目○６番（松田孝司君）

を通さないのもあるのですよ。住民の方がみんな目を通しているか
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疑問なのですよね。だから自分の興味のあることしか見ないです。

ちゃんときちんと仮設住宅といっても仮に残っているのは少なくな

。 、 、 、っています きちんと把握して この相手の高齢者 弱者に対して

親切丁寧にやってほしいと思います。

なおかつ、本当に孤立化防止、先日もある仮設住宅行ってきまし

たけど、本当に一時の５分の１、６分の１になっています。隣が誰

もいない、ただぽつんと離れているところあります。孤立しないよ

うに生活支援課でも支援お願いします。

次の質問に入ります。避難指示の解除は、戻りたいと考えている

住民の方々の帰還を可能にするためと国では言っていますけれど

も、どうしても復興復旧と町に戻ることを基本にしています。

確かにそれが当たり前の町のあるべき姿だと戻れないと思ってい

る方も分かってはいると思いますけれども、その上で取り残された

感があるのも事実ではないかと思います。戻れないと言っている方

々への支援をどうするのか、特に帰還困難区域の方々は自由に立ち

入れない中ふるさとが廃れていく精神的苦痛は本当に並大抵ではな

いかと思います。

確かに戻りたい人は17.5％に減っています。ただ予算を全部それ

に使うのではなくて、戻りたくても戻れない人に何を具体的にやっ

てくれるか、町としてそういう方向性を示してほしいと思います。

その対応をよろしくお願いします。どう考えているのかお願いしま

す。

町長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

一人ひとりの暮らしを再生する。どこに住んでいても全ての町民

の暮らしを再建するという第一次復興計画の理念・方針は二次計画

にも引き継ぐこととしております。

従って、町に戻りたいと考えている方にも、当分戻れないと考え

られている方にも、必要な生活支援は当然、継続して実施していき

たいと考えております。特に戻れないと考えている方には、まずは

居住環境の確保が重要な課題であり、復興公営住宅の早急な整備、

また、仮設住宅・借上げ住宅の供用期間の延長、さらには、原発被

災者特例法の継続や高速道路の無料化など各種支援措置の継続を強

く求めているところであります。

さらに、町との繋がりを保っていただくために交流会の開催や町

内情報の発信強化、または町内でイベントを開催するなど、町に帰

るきっかけとなる取り組みを実施していきたいと考えております。

そして、環境が回復してくるに従って、戻れないといわれている
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方々も避難先と浪江を行き来するように、また、いずれは帰還して

いただけるように努めていきたいとそのように考えております。

松田君。○議長（吉田数博君）

町長の言うことは分かるのですけれども、先ほ○６番（松田孝司君）

ども言いました。復興住宅建てるのはいいです。これからどう町と

の繋がりを深めていくのが基本だと思うのです。もう少し町として

復興住宅に入った人も身近に寄り添ってくれないと、町からもっと

もっと離れていくと思います。今、北原団地では南相馬市の広報も

配り始まっています。南相馬市では取り込みも始まっているのです

よ。１軒１軒みんなに配られています。浪江町の広報はみんな郵送

できます。そういうのも悪いけど浪江町よかったら全部全戸配布す

るとか、浪江町としてこうやって頑張っている姿を身近に示してく

れないと中々難しいのではないかと私は思います。

確かに町長がこう帰還に勤めて努力していると言っていますけ

ど、具体的な施策きちんと帰還困難区域とか帰れないと思った時、

いかに帰れるように努力するか、どういう目標を設定して、住民に

知らせてほしいと思います。よろしくお願いしたいと思います。

次は、今後の賠償について何点かお伺いしたいと思います。

前に農林業賠償の説明がありましたけれども、現実にそぐわない

ことを東京電力ホールディングス株式会社は言っています。いかに

も２倍支払いますと言っていましたけど、内容を見ると２年分一括

で支払いますとのことでした。ＪＡなど各団体からの抗議や要望で

農林業などの賠償も見直しし、今月に入り３年分とか支払いますと

言っています。それ以降は個別の対応をすると聞こえはよい言葉を

使っていますけれども弱いものいじめではないのかと思います。ど

うしても高齢者などは、中々現状把握出来なく、東京電力の言うが

ままで終わってしまうおそれがあると思います。先ほども賠償につ

いて話ありましたけど、町では高齢者の弱者への支援対策を具体的

に今後どのように考えて対処していくのかお伺いします。

総務課長。○議長（吉田数博君）

それでは、質問にお答えします。○総務課長（佐藤良樹君）

高齢者など弱者への支援対応でございますが、現在農林業賠償に

限らず、賠償請求全般において、高齢者等請求が困難な方への賠償

請求の支援を行っているところでございます。特に取り組んでおり

ました、75歳以上の単身者等に対する訪問等による請求支援につき

ましては、ほぼ訪問等、いわゆる対応が決定しましたので、さらに

70歳以上の世帯への対象枠を広げまして、請求支援が出来るように

準備を今進めているところでございます。今後におきましても継続
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して支援をしていきたいと考えております。

松田君。○議長（吉田数博君）

よろしくお願いしたいと思います。皆さんは若○６番（松田孝司君）

いからいいですけど、高齢者になると字も中々小さくて理解出来な

いことも多々あります。私も中々目も悪くなってきて、そろそろ限

界なのかと思っていますけど、よろしくお願いしたいと思います。

次の質問に入りますけれども、精神的賠償も避難指示解除１年後

までと言われていますけれども、それで賠償を打ち切られるのはど

うかと思います。確かによその方から見れば、いつまで甘えている

んだなどという方もおられると言っています。ただ私たちは先祖代

々のふるさとのすべてを失い、はっきり言っても未来永劫もとの姿

に戻るかは定かではないかと思います。ただ、今まで一人あたり幾

らという精神的賠償にも様々な課題があるのも事実ですが、いたず

らに代えても混乱のもとだと思います。私が思うのには、避難指示

、 、解除後１年までは現在の賠償をしていただき それ以降については

国では避難してからすぐ細かく空間線量を測っていることと思いま

。 、す それをもとに行政区単位で空間線量の高いところを基準にして

原発事故避難前の空間線量との差の低減率に応じてもとの空間放射

線量に近づくまで賠償を求めるのは一手かなと思います。そうすれ

ば国でも真剣に除染の低減化を測るのではないでしょうか。例えば

住民の方にも例えば当時毎時５µSvあったところが１µSvになったと

言えば、８割の低減です。だから２割を賠償してもらうとか、これ

は国も国民も納得するのではないかと私は思っています。私一人か

もしれませんけれども、ただいつまでも今の賠償でいくのは限度は

あると思います。そういう考えで末永く細く長くもらえたほうが、

住民の方ははっきり言って喜ぶと思います。急に切られてあとどう

するかという方も本当に多いのです。今までどおり同じ金額でいつ

までも要望するにも本当に限度があるので、町の考えはどう考えて

いるか、どう要望するかよろしくお願いします。

総務課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○総務課長（佐藤良樹君）

避難指示解除後、１年間を当面の目安としておりまして、１年間

という期間につきましては、実際の状況を勘案して柔軟に判断して

いくことが適当とされてございます。お質しの空間線量の低減率に

応じた賠償を求めるのは、精神的損害を訴える一つの方法であるか

とは思います。ただ賠償の差による、これ以上の町民間の分断は避

。 、けなければならないという認識でございます 町といたしましても

１年間とされている相当期間について、６年を超える長期避難後の
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状況を踏まえ適切に設定されるよう今後も引き続き求めてまいりま

す。

松田君。○議長（吉田数博君）

どこまで続くか分からないから悪いけど、浪江○６番（松田孝司君）

町の常識が国民の非常識にならないように対応して欲しいと思いま

す。国民が納得すれば確かにいいのですけど、いつまでも同じ金額

では無理だと思います。ただ低減率に合わせれば、これだけ残って

いるんだから、これだけ賠償とは当たり前のことなのですね。農業

保障もそうです。これから我々も甘えるのではなくて、ある程度の

賠償は求めるべきだと思います。我々はふるさとを失っているので

すよ。商業にしてもそうだと思います。私もさっき冗談で言ったの

ですけど、商業にしても帰還して、帰還率、帰町率で賠償を求める

のもいいかと思うのですよ、ある意味で。１割戻ったら９割の賠償

、 。を求めれば 商業もやるかもしれない人も多くなると思うのですよ

そうやって帰る人、店を多くしないと、にわとりからたまごです。

だから商店を多くするか帰る人を多くすれば、こうやって国にも求

めて行くべきだと思います、商業にしても。２割しか帰らないのだ

からその後の８割出せ。もともと浪江の商圏は浪江だけの２万1000

人の町ではないのですよね。十日市にしても分かりますけれども、

２万が10万以上あったと思うのです。だから最低限のそういう賠償

の仕方もよいのではないかと私は思っています。皆さんどう思うか

は分かりませんけれども、世間が、国民が常識として理解するよう

に動いて欲しいと思います。よろしくお願いしたいと思います。

最後の質問に入りますけれども、課長に質問して叱られました。

前にも質問しましたけど、浪江町民２万1000人余りの町かもしれま

せんけれども、叔父叔母、兄弟、姉妹や友人、知人など多くの町と

の関わりがあるふるさとです。うちの兄弟会やっても姉から私らも

ふるさとなのだから私ももらう権利があると前言われました。そう

ではなくて、今月１日、２日等新聞出ました。浪江町に人手が足り

ない、財源支援がなければと出ています。いろんな最近外国人の人

を介護とか農業をよその人からとは言っています。ただ現実に浪江

町を知っている人から声を広げていくべきだと思うのですよ。やっ

ぱり親戚、知人、浪江に関与している人たちから声を広げていって

増やしていかないと全然関与していない人が浪江にこなかったって

現状知れば、悪いけどすぐ逃げ出す可能性あります。だから浪江町

に関連ある人たちに声をかけ、発信して、今いかに浪江の窮状を訴

えるか、これをどう発信を考えてほしいと思いますけど、それに関

してどう思いますか。
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総務課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答え申し上げます。○総務課長（佐藤良樹君）

議員お質しのとおり、原発事故発生時に、町内に住まわれてはい

なくても、多くの方々にとって浪江町はふるさとであるというのは

認識してございます。避難を強いられていないことから、今お話が

あったとおり直接的な賠償は困難かと思いますが、その方々のふる

さとを思う気持ちが、町への支援に繋がるよう、いわゆる町のホー

ムページ等をさらに充実するなど、対応を検討してまいりたいと思

います。

松田君。○議長（吉田数博君）

これで質問を終わりますけど、よろしくお願い○６番（松田孝司君）

したいと思います。

以上で６番、松田孝司君の一般質問を終わりま○議長（吉田数博君）

す。

◇渡 邉 泰 彦 君

続いて、１番、渡邉泰彦君の質問を許可いたし○議長（吉田数博君）

ます。

渡邉君。

［１番 渡邉泰彦君登壇］

１番、渡邉です。議長より質問の許可が出まし○１番（渡邉泰彦君）

たので、通告に従って一問一答方式でご質問させていただきます。

、 。今回３点に絞って 詳しくご意見をお伺いしたいと思っています

まず、１番目の町民の安心についてということで、おおざっぱな

題にしましたけれども、放射能のことで色々お尋ねさせていただき

ます。

平成28年８月なのですが、環境省で除染効果メッシュマップとい

うものを公開しております。それで除染前と除染後を見るとかなり

放射能は低減されておりまして、現在８月時点では政府が避難指示

解除の目途としている年間20m㏜を超えるというところが大体今の

段階で５％、約95％以上が空間線量が3.8µSv/h以下ということにな

っています。この除染のやり方、結果について町は今どのような考

えをお持ちなのかお尋ね申し上げます。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

まず除染検証委員会の役割についてご説明をいたします。除染検

証委員会では、町民の不安解消を目的に、有識者による科学的な見

地から放射線低減化のための除染の効果を検証することを目的とし
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ております。これまでの除染検証委員会においては、除染により全

体的に６割程度の空間線量率の低減が図られたとの報告を得ている

ところです。今月20日に報告されます、検証委員会の結果報告書を

踏まえて、除染効果を判断したいと考えております。また、ガンマ

カメラの測定についてでございますが、現在宅地のガンマカメラの

撮影結果を取りまとめ中の状況となっておりますので、準備が整い

次第、個別報告を進めるほか、内容に応じましては、環境省へ報告

しまして、フォローアップ除染などの対応をするよう求めてまいり

たいと思います。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

町長から詳しく説明いただいたのですが、環境○１番（渡邉泰彦君）

省で、先ほど申しましたとおり、除染効果のメッシュマップ、100

ｍ四方で線量を各地点で測量したものなのですが、それを環境省に

お願いして調べていただいたら、浪江町においては、平成23年度、

要するに除染前です。その時のメッシュマップだと0.23µSv以下、

要は年間１mSv以下になると、追加被ばく線量が年間１mSv以下にな

るという地点が22地点ありました。3.8µSv以上、要するに政府が言

っている年間追加被ばく線量が20mSv以上になる地点が274地点あり

ました。それが平成28年度どうなったかというと0.23µSv以下、要

するに年間被ばく線量１mSv以下の地点が341地点、3.8、要するに

20mSv以上の地点が35地点になっています。比較すると１mSv以下に

なるところが約15倍に増えていると。3.8、要するに20mSv以上にな

るところが７分の１以下に減っているのですよ。除染効果というの

はかなり出ているなという評価をせざるを得ないなと思っていま

す。ちなみにうちの町ではないのですが、どこで比較したらいいの

かなと考えた時に、うちは富岡と似ているのかと思って、双葉、大

熊も見たのですが、富岡では実は１mSv以下になるところは震災前

が19地点から47地点、要するに2.5倍。浪江は15倍なんです。富岡

は2.5倍なんです。3.8µSv以上、要するに20mSv以上になるところは

47地点がそのまま47地点残っているのですよ。除染効果を見ると浪

江町が数字的にも相当きれいに除染なっているなという、数字だけ

見るとそういう判断になっているのですけど、この避難指示解除に

向けて住民の安心ということになれば、これは相当安心出来るよう

な被ばく線量になってきたのかと私自身は思っていますけど、その

辺町はどのような印象なのか、今の数字を聞いてお答えください。

町長。○議長（吉田数博君）

これは除染の効果もあるでしょうし、また平成○町長（馬場 有君）

23年から平成28年というと５年経過していますので、自然減衰とい
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うことも考えられるということで、いずれにしてもセシウム134が

２年で半減ぐらいになると。137が若干時間かかるということで、

その辺の差が出てきているのかという感じがしておりまして、いず

れにしても線量が低減化するということは、私どもにありがたい話

でありますので、是非、自然減衰ばかりではなくて除染をきっちり

やっていただくということで今後とも環境省あるいは復興庁全体に

も強く要請をしていきたいと思っております。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

まさに今町長がお答えいただいたとおり、これ○１番（渡邉泰彦君）

で安心するのではなく、最後まで一人までということではないので

すけど、１地点でもそういうとこがなくなるような除染は、今後望

まれるのかなと思います。

なおかつ、今回住民意向調査が私の手元に速報版が届いているの

ですが、その帰還する場合に不足していると感じる支援のところに

被ばくの低減の対策が欲しいということが第４位になっています。

その下の帰還する場合の条件で放射線量の低下や除染成果が分かっ

てからが５位になっています。町民が避難指示解除してから戻るに

あたって、追加被ばく線量というのは頭の中にまずくるのかと思っ

ています。私自身は政府が目途とする年間20m㏜以下になれば、私

は全然問題ないのかなという考え方を私しています。いろんな方が

いろんな考えを持っていると思うのですが、20m㏜以下、これが求

められているのですよ。先ほど言いましたように95％以上が3.8以

下になっていますけれども、１％でも２％でもあるうちは追加除染

なり、フォローアップ除染なりするべきかと思っていまして、そこ

で町長から先ほどあった除染検証委員会のご質問させていただきま

す。

除染検討委員会というのは４回、除染検証委員会です、すみませ

ん。除染検証委員会は４回ほど行われていると。その中でホームペ

ージで公開されている議事録を精査させていただきました。これは

どういう目的で、どういうやり方で、どういう結果を出そうかと思

って、一生懸命私も調べて読ませていただきましたが、地域の住民

が各検証委員会に何回か参加していると言いますか、発言している

のですけど、その方々の発言を見ると、本当に現実的な質問をして

くるのですよ。ここがこうなんだ、ここがこうなんだと。それに関

して一緒に参加している環境省の答えが、これを見ると常にあやふ

やなのですよ。持ち帰って検討するとか、町民がこうわざわざ除染

検証委員会を開いて、いろんな意見を吸い上げているのに対して、

その委員会の中でもいろんな追求をしていますけど、全体的な追求
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は、当然先生方にやっていただくということでいいと思うのですけ

ど、住民を呼んでその意見を聞いているわけなのですよ。それを持

ち帰ってとか、何回か後にその前のことが出ているのかと思って後

をずっと追っていくのですけど、そのままなのですよ。除染検証委

員会、当然必要なものなのですが、もう少し効率的に町民の意見を

吸い上げるような方法をとっていただければいいなと。そのために

はどうしたらいいかというと、いろんな話が出た中で持ち帰ったも

のを次の会議に答えを持ってきていないのですよ。また次の新しい

住民がきて、また別のお願いしていると、そういうのがずっと４回

続いているので、その辺検証委員会のやり方を少し変えたらどうな

のかと思いますけどお尋ねします。

検証委員会をこれまでやっておりまして、地○副町長（本間茂行君）

域の課題をぶつけて、それについて有識者の先生については非常に

丁寧に分かりやすく答えていただいております。それに対する対策

をどうするのかと環境省に尋ねた時に、確かにその時点では明確な

答えを得られないというのがありました。ただ回を重ねていくうち

で実際にすぐに回答出来る、やれるということは、次の検証委員会

の時に一部分はそういうのが整った回答についてはいただいており

ます。ただ、トータルとしてまだまだ我々として満足いく対応に至

、 、っていないということがありますので 検証委員会の報告の中では

当然これまでの経過プラス今後環境省にやっていただきたいという

ことをしっかりと明示して、それを踏まえて執行部から環境省にそ

れを踏まえた提言というのですか、環境省に対する要望を行いたい

と考えているところであります。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

、 、○１番 渡邉泰彦君（ ） 本間副町長から今話があったのですが 例えば

環境省の小沢副本部長の回答なのですが、住環境へ影響のある場合

には、森林といえどもう一度除染を行うことにしております。住環

境へ影響ない場合には実施しておりません。とりあえず我々として

ももう一度チェックを進めてまいりますという答えが、ある質問で

出ているのですよ。その住環境に影響のある場合のみとか、その地

域の住民から、要するにこの話の中で山が50ｍありましたと、隣に

住んでいたと、そこらから20ｍは除染すると、こっちからまた20ｍ

は除染するけど、10ｍ残してそこのとこだめなのじゃないかという

問いのなんというか、議事録なのですけど。これをやっているので

は除染検証委員会の中で、もう10ｍは絶対やりませんよと、そう言

うのであればまだいいと思うのですけど、10ｍぐらいだったらやり

ますよとか、住環境に影響がある場合には森林といえど一度、何と
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いうかやらないということを遠回しに言っているような、これ一部

なんですよ。よく見るとたくさんあるのですよ、竹林とかその辺も

全部見ると、議事録って正確なものできちっと分かるのですけど、

検証委員会の先生方も中々我々地域住民というのはうまく説明出来

ないと思うのです。環境省に訴えても中々分かっていただけないと

ころがあるでしょうけれども、その辺を副町長、住民の言葉を拾っ

ていただいて、それをかみ砕いて先生方が環境省に要求するという

ことでないと、全部こんな答えになっちゃうのですよ。その辺しっ

かり、副町長に向かってしっかりという言葉は失礼だと思いますけ

ど、その辺はきつく環境省をつれてやっているわけなので、効果を

見せていただきたいと思っています。

もう一つです、ガンマカメラについて町長から色々ご意見いただ

きましたけど、そのガンマカメラによる測量というのですか、これ

に関しては、確か前に資料いただいた時千何カ所か計画していると

聞きました。そのガンマカメラの性能なのですが、日立のあの形と

いうのは、私の記憶によると５秒か６秒で10ｍから取った８ｍ四方

の線量がすぱっと出るはずなのですよ、あの機械は。それで時間的

な問題ですが、来年の３月までに全箇所やると言っていますが、今

どのぐらいの箇所の測量が終わっているのか分かれば教えてくださ

い。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

今年度のガンマカメラの委託は、○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

除染工事の１から３の宅地を実施しております。対象件数は約1400

件となっておりまして、600件の撮影が終了しております。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

600件ということは残り半分700件近くあるので○１番（渡邉泰彦君）

すが、３月まで終わる予定かどうかお聞きします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

結果の送付まで含めまして、来年○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

の３月までには終了させます。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

このガンマカメラの計測結果を地域の方々に配○１番（渡邉泰彦君）

付するということで良いのですか。それとも結果を町がいただいた

だけで終わりかそれを教えてください。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

一つの宅地を３方向からガンマカ○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

メラで撮影したものを各個人に送付いたします。

渡邉君。○議長（吉田数博君）
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それで例えば、これも環境省の適当な基準でい○１番（渡邉泰彦君）

つもやっているのですが、基準はないのだと、高いところと低いと

ころがあるので、その高低によって決めるんだといういつもの方式

なのですけど、例えば、環境省にうちの結果見たらちょっとここ高

いよねと、ここから見たら高いよねと。その場合は再除染してもら

えませんかとかフォローアップ除染してもらえませんかというよう

なことを例えば、環境省に直接言うわけにはいかないので、町とか

そういうとこに住民は行くかと思うのです。それをこの除染検証委

員会の中でもやっているのですよ。私のところ測ってみたらこうな

のですよと。それをフォローアップ除染するのか再除染するのかと

、 、いうのは その答えもさっきも言ってくどいと思うのですけれども

明確じゃないのですよ。基準に合わせてやっているので、個人がち

ょっと高いのではないかというのには対応出来ないと言っているの

ですよ、環境省では。それだったらガンマカメラで測る意味ないと

思いますし、ましてやガンマカメラの良いところというのは、私も

科学的に詳しいわけではないのですが、見えない放射線を可視化す

るためのものですよね、ガンマカメラというのは。そこで色分けし

たところで、高いとこは素人でも分かるのですよ。そこで高いので

はないかと不安になる。それは町が解消するべきだと思うのですけ

ど、課長どうですかその辺。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

、○ふるさと再生課長 三瓶徳久君（ ） ガンマカメラの撮影によりまして

実際の空間線量率が数値化されて、この辺は数字的に０．いくらと

かという数字が出てきますので、数字によっては安心が出来るとい

うことになろうかと思います。高いところのみ測っているわけでは

なくて、その家の実際の数字を測りますので、その数字で実際に数

値化することで安心が得られるということかと思います。

町長。○議長（吉田数博君）

先ほど答弁いたしましたけれども、個別報告を○町長（馬場 有君）

進めて、それで内容に応じては環境省へ報告をすると、そして追加

的除染あるいはフォローアップ除染をしてもらうと。これは先日の

準備宿泊者の懇談会の中で自分の後ろの木が相当高い、除染はして

もらったのだけど相当高い結果が出たと。これはどうしてこうなる

のかということで、環境省に言ったらそこまでは事業者がやれる範

、 。囲ではないということで だいぶ地主さんにはお叱りを受けました

環境省に言ったら確かに環境省で測ってみたら高いと、これはやり

直しということで、そういうフォローアップもしていますので、で

すからこういうガンマカメラの内容がきまして、非常に高いところ
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があったらば、環境省にきちっと報告をして、環境省に責任を持っ

てやらせるという方向を定着させたいと。それが避難指示解除の一

つの要因にもなってきますので、そういう形を進めたいと思ってい

ます。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

今町長の説明で分かりました。課長もうちょっ○１番（渡邉泰彦君）

と説明明確にしてもらわないと何回も質問して時間ばっかり過ぎる

ので。

とりあえず、今浪江の除染に関しては非常に私は自分自身として

はよくやっているなというイメージがあります。避難指示解除する

にしても相当いい条件になってきたなというイメージがあります。

たださっき言ったようにたかが何％でも3.8以上のところがある限

りは、これは３月まで絶対努力して、なんとかそれを低くしないと

いけないと思うので、今日、課長に厳しい言葉言ってしまいました

が、やっぱりそれをやるためには、除染作業、検証委員会、ガンマ

カメラの測定というのは三位一体になっていて、初めて数字的なも

の、目に見えるものが出来てきて、環境省に対してもかなり有効度

が高いと思うので、是非、その辺をうまく使ってきっちり除染して

ください。お願いします。

二つ目は似たようなことなのですが、町民の安全についてです。

もう何回も私も質問しているし、いろんな場面でもしゃっべって

今日も出ている鳥獣対策です。イノシシ、ニホンザル、細かく言え

ばアライグマ、ハクビシンとか色々等々はあるのですが、本当に、

あと数字申し上げますけど、とてつもないことになっているのです

よ。今現在、準備宿泊なさっている方は相当被害に遭っているので

すよ。それで一つ除染の件お話したのですけど、次に避難指示解除

するにおいて深刻な問題になっているのですよ。それで今先ほど先

輩議員の方の質問の中で課長から言った、駆除隊の強化とその時の

追い込みでイノシシを退治するという方法が、私聞いていたのです

けど、具体的にどういうものか教えてもらっていいですか。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

先ほど９番議員にもご説明した内容でございますが、今町と捕獲

隊で検討しているのが追い込みをして猟をするということでござい

ます。今捕獲隊から河川敷の草むらに一定程度まとまって個体が生

息しているというような話がございまして、ちょうどこの冬場の草

が枯れている時だと適しているということで、そこで捕獲隊それか

ら協力する方と一緒になって一斉に生息しているところを追い込ん
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で、河川敷なので川に追い込んだ形で逃げられないところで一斉に

駆除するという方策である程度まとまった駆除が出来ないかという

ことを今検討しているところでございます。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

、 、○１番 渡邉泰彦君（ ） 例えば今ちょっといろんな資料の中で 例えば

そのこの間の住民、今浪江で準備宿泊している方々と町との懇談会

の中でもやっぱり防犯、買い物が不便だ、イノシシ、必ず出るので

すよ。前から私も何回か話しているのですが、今やっている制度を

どんどん少しずつ増やしながら強化していくということをずっと続

、 。 。 、けてきました この何年か それでもこういう結果なのですよ 今

これご存知かどうか分かりませんが、福島県全体では、震災前はイ

ノシシは約３万頭生息、平成26年は５万頭なのですよ、1.4倍なの

です。1.4倍なのだけれども、駆除している数が震災後すぐと現在

では約３倍に増えているのですよ。３倍とっても1.4倍増えている

のですよ。これをよく数字の計算をすると捕る量より増える量が多

いということなのですよ。ですから今のままの方法では永久的に減

っていかない。特にそのデータを見ると、福島県の安定生息数とい

うのは大体5200頭が一番いいらしいです。それからしても10倍、常

態的には異常な状態で、なおかつ、もっと悪いことに被災地におい

ては他の増加よりも相当増加しているのではないかというデータが

出ているのですね。追い込み猟にしても、いろんなところで追い込

み猟やってそれでやるというのだけど、イノシシの行動範囲という

のは30㏊から50㏊あるんです、通常は。ところが今人間の圧力がな

いというかいないので、これが100㏊から250㏊に変わっているので

すよ、３倍も４倍も広がっていると。通常の追い込み猟でさえ中々

うまくいかないのに、これだけ行動範囲の広いイノシシを追い込も

うと言ったって、それは中々難しい。もちろんこれはやらなきゃい

けないですけれども、そういうことを踏まえて、今県ではこんなこ

とやるからとか、こんなこと考えたからとか全然今通用しませんか

らね。その辺を踏まえてこれから対策をとっていただかなくてはい

けないと。

それでちょっと長くなりますけど止めないでください。説明しま

、 。 、す ある二つの町の例を上げさせていただきます ある一つの例は

イノシシ用のセンサーを付けています。町ではなくて市だから市町

村です。長野県なのですけど、1000、2000と言う数のセンサーを付

けるんです。そこはまず最初は農業しているところをやっていたの

ですが、そこで退治しないで撃退していたら、今度町に出てきちゃ

ったと、田んぼにはいないんだけど町の中で生息し始めたと、それ
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の対策に使ったのがこれで、センサーにイノシシがヒットすると最

初は青色ＬＥＤを付けると、まずそれで逃げていたと。ところが学

習して、それで逃げなくなると今度は点滅させると、青ＬＥＤを。

それでも学習してきたら、それプラスサイレンを鳴らしたと。それ

で７割撃退したそうです。これのセンサーの値段もそんなに高いも

んではないと、１万円から２万円ぐらいの間で設置したと。浪江町

で避難指示準備区域に入っている方々の行動を見ると、日中今まで

荒らされていたとこの庭を手入れしたり、植木を植え替えたりと、

肥料入れたりしているらしいんですけど、それがだっとイノシシに

掘られると、また元に戻すと、また同じことが起きる、その繰り返

しなんですよ。何回かやるともうやりたくなくなるんですよ。やっ

ぱりそういうところでは、町民が安全に戻れるという環境ではない

かと思うんです。そういうところに効果的だと。もう一つは、これ

もある町なんですが、有害鳥獣捕獲隊を非常勤特別の地方公務員に

任命したと、町で雇ったということですね。その方を４名雇ったそ

うです。４名雇って、４名の方を二人一組にして、先ほどちょっと

ユニークな話が出たんですが、２トンユニックを２台投入したと、

。 、それプラス箱罠を60揃えたと そのあと行政がどうしたかというと

箱罠猟という免許がありまして、鉄砲撃ったりするのとは全く違う

免許なんですけど、それが合格者が試験受けた方の９割が合格する

試験らしいです。まずそれを４人のうち２人に取ってもらったと、

あとの２人どうしたかというと、ユニックを使うんで、移動クレー

ンの講習とたまかけの講習を受けてもらって、それが二人一組にな

ったと。それを自分の仕事として箱罠をずっとかけていったと。そ

こは被害額が相当多いところだったんで、いきなり半分なるとか７

割にはなりませんが、毎年毎年10％とか20％とか被害の数が減って

きているんですよ。その費用対効果を見ると年間４人の給料とユニ

ックと箱罠のお金で１年目の投資が2400万円ぐらいでした。ですか

らそういう何て言うんですか、私が二つの例を上げ、もっといい方

法があるかも分かりません。そういうことを考えていかないと、今

言ったように５倍捕ってて1.4倍も増えるイノシシは今の方法だけ

ではどうしてもだめだと思うし、少なくても今の頭数より増えない

方法を考えないと、だめだと思うんですよ。それでいろんな方法を

私も取るわけではないのですけど、行政がこれみたいに非常勤特別

地方公務員にしてやっているところがあるんですよ、予算もかかり

ますけど、町長その辺ちょっと出来るのかどうか検討出来るのかど

うかお尋ねさせていただきます。

町長。○議長（吉田数博君）
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大変前向きな提案ございまして、実は先週県知○町長（馬場 有君）

事と県内町村会の理事による理事会を開催したところ、全県の町村

長、このイノシシ鳥獣対策非常に困っているそうです。なんとかし

てくれという悲鳴が上がっているような状況でした。その中で、出

てきた提案が私どものパトロール隊、猟友会です、この協力はもち

ろんそのまま協力していただいて、今出ているのは、ある会社で相

当な人員、人海戦術で一気に集中して人材を投入して、それを駆除

していくというそういう方向性の考え方が出てきております。それ

を政府に予算請求しましたら、予算は通ったと言うことで、県にそ

れを提案がされてくると思います。今業者の名前は言えないんです

が、そういう委託をして、特に浜通り12市町村、ここが原発被災で

避難して無人化したところがありますので、そこのところの地域を

中心にやっていきたいという話もあるようです。ですからそういう

方向で１日も早くやっていただけないかということで、考えている

ようですので、そんなに遠くなく、そういう何と言いますか駆除隊

が入ると言うことを一つご理解いただきたいと思っております。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

ありがとうございます。本当に心強い方策を聞○１番（渡邉泰彦君）

かせていただいて、今回町長のあれにも書いてあったんですけど、

準備宿泊している方の生の声をお聞きになっていると思うんです。

その中で町内商業施設が日曜日営業してないから不便だとか、防犯

面で不安だとか、イノシシ対策という言葉がすぱっと出ているんで

すよ。そこを解決してやるということが、やっぱり避難指示を解除

するためには大きなことになってくるのかなと思っていますので、

是非、町長のほうで率先して浪江町でそれを導入していただけるよ

うにお願いしたいと思っています。

その中で防犯関連なんですが、防犯灯の不安ということだったん

ですけど、町の安全について安全に関わることで質問しますけど、

やっぱり町が暗いということは言われているはずなんですね。これ

でどうやったら明るく出来るかと言ったら、光を付けるしかないと

。 、思うんですよ 確かに防犯灯もきちっと整備はされてはいましたが

私も何回か泊まっていて、今までの浪江とみたら相当暗いというの

はあるんです。歩いている人も少ないからそう感じるんですけど、

担当課で明るいものをまた戻していくという段取りも順序よくやっ

ていかないと、一気には出来ないと思うので、その辺を段取りよく

明るい町にもっていけるのかどうかお尋ねします。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

防犯灯の件でございますが、現○まちづくり整備課長（安倍 靖君）
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在、準備宿泊者の名簿などもいただきながら、その宿泊の近辺をま

ず優先的に修繕等をしているところでございます。あとは全体的な

現況の調査というのも今発注済みでございますので、そういった調

査をしながら対応してまいりたいと考えてございます。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

町内に準備宿泊している方は、お風呂はホテル○１番（渡邉泰彦君）

なみえに行くんですよ。ホテルなみえに入りに行くんですよ。お風

呂壊れているとか一人だから面倒くさい。やっぱり歩くんですよ、

町。その時に駐車場まで暗いとか、ターゲットを絞ってみんなが行

きそうなところを今みたいにどんどん明るくしていって、さらにど

ーっと広げていく方法がいいのかと私も思っているんで、どうか課

長その辺早急に増やしていっていただくということでお願いしたい

と思います。

次に、町内の事業再開についてお尋ねいたします。

先ほど前の先輩議員からも出たと思うんですが、東京電力の損害

賠償が色々新聞沙汰になっていると。当面は２年分と今度３年分と

条件が変わってきているというか、向こうの回答が変わってきてお

りますが、その大概向こうの常套手段とすると、賠償の損害を先に

やりましょうと、それプラス支援策を作りましょうと、これワンセ

ットになってきているというのは前もお話したと思うんですが、そ

のそれに先駆けて、商工業者の要するに２年分の一括賠償があった

んですが、年間逸失利益の２倍相当額を一括にお支払いしましょう

ということでやっていたんですが２倍なんですよね、２年じゃない

んですよ、２年分じゃなくて１年間の逸失利益の２倍なんですよ、

要は２年分ということ。なぜ分かったかというと、２年分商工業者

が賠償もらいましたよね。それは雑収入として上げなくてはいけな

いんですよね、必ず。収入にしなければいけない。その収入の上げ

方が５年で割ってくださいと税務省で言っているんですよ。５回に

割っていいですよと。５回に割っていいですよと。２倍相当分を２

年であげるのではなくて、５年で雑収入に分けて上げていいですよ

と。その東電のうまいやり方と言ったらおかしいですけど、税務省

が５回に分けていうことは５年分だと考えたほうがいいんですよ、

私も税務省に聞いたんですけど。だから農業もこわいなと思ってい

るんです。よくよく見ると年間、期待収入と言うんですか農業は。

。 。それの２年分じゃないんですよ ２倍相当額で書いてあるんですよ

今度は３倍相当額なんですよ。それを新聞が３年とか２年で書くん

ですよ。その辺こわいところがあるんで賠償進めるにおいてきちっ

、 。とその辺を担当は調べるべきだと思うんですけど どうでしょうか



- 78 -

総務課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。今議員お質しのと○総務課長（佐藤良樹君）

おり、一括賠償で当初は、２年分、今回は12月１日に３年分という

ことで提示がございましたが、それ以降の分については、商工業の

、 、賠償等においても 単年度の逸失利益が例えば営業を再開してれば

年間分を何年で超えたかとかそういうことが、明記といいますか、

書かれてございます。農業につきましても同じように、平成29年か

らの３年分ついては、一応そういう回答が今は示されてございます

が、それ以降の賠償については示されていないという状況でござい

ます。今言ったように色々な文言で何かけるいくら、何年分の収益

かけるいくらとか割るいくらとかという表示しかまだございませ

ん。私自身見ましても、まだ十分な理解はしてございません。おっ

しゃるとおり今後におきまして、農業だけに今限って申し上げます

と、３年分の一括賠償はこのままそういう形になるとすれば、その

以降の分について今から十分内容を検討して、適切な賠償という言

い方は毎回そういう言葉の表現を使う形になりますが、やはり今か

らその３年後にどういう賠償がされるかというのを十分見極めてあ

らゆる要求をしてまいりたいと考えてございます。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

課長、あれなんですよ。商工業その前にやって○１番（渡邉泰彦君）

いるんですよ。その場合の文言と言うんですか、向こうの内容を見

ると、要するにその２年経って賠償が終わった後は、当然のことな

がら個別に事情を考慮しながら適切に判断しますってことなんです

けど、その適切に判断する、要するに個別的事情というのは、個別

的事情の内容にもよると必ず言うんですよ。それどういうことかと

、 、いうと商工業の場合は 例えば賠償ここで２年分一括でもらったと

その後３年後はどうするんだということになると、東電の避難指示

解除指針の比較なんですけど、最初のころは対象者が従来と同じ同

等の営業活動を営むことが可能になった日まで賠償すると言ってい

るんですよ、一番最初に。ところが最近は営業または就労を再開し

ていなかったものも移住先の避難先において、営業または就労の再

開に向けた努力が期待されると変わってきているんですよ。どうい

うことかというと、今まで言ったことは忘れてくださいねと、今度

これになりますよと。どういうことかというと、商工業で例えば一

括賠償ありました。ある企業は事業再開していたと、これで一生懸

命やってんだけど、年間通して売り上げが震災前よりは30％下がっ

てどうしようもないと。その30％を個別の事情で吸い上げようと。

例えば、何にもしていません。震災でもう出来ないし、その人が要
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するに100％減なんですよ、震災前と。これは個別の事情にあたん

ないんですよ。再開して頑張ってないと個別の事情にならないと。

こういう見解になってきているんですよ。前の我々の考え方と全然

変わってきているんで、やっぱり課長、きちっともらっているほう

もよく分からないんでこういうのは。それは行政側との賠償に関す

る折衝というのは、きっちり詳しく分かるまでやらないと、ますま

す分かりにくくなると思うんですが、お尋ねします。

総務課長。○議長（吉田数博君）

今お質しのとおり、商工業の賠償に関して○総務課長（佐藤良樹君）

は、お話のとおりでございます。逸失利益の２倍ということで、例

えばその事業再開していない、例えば０であると、現在０であると

すれば、その２倍ですので１年目は０であれば請求が出来ないと、

２年目で初めて２倍、1000万円の収入があれば１年目は1000万円丸

々逸失利益として上がると。でも２倍相当額ですので2000万円を超

えないと賠償の対象とならないと。全く仕事をしていない方につい

ては、２年目に初めて請求出来ます。今お質しのとおり、それにつ

いては相当の因果関係ということで出しております。ではどれだけ

賠償の金額になるかというのは全く示されていないのが現状でござ

います。

、 、お質しのとおりその辺につきましても 今後強く求めるとともに

私たちも十分勉強はしないといけないと思います。その時点で、回

答が出来ると言いますか、お話が出来るような体制は今後とってい

きたいと思います。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

課長ありがとうございます。課長はもう相当分○１番（渡邉泰彦君）

かっているなと思って聞きました。当然、個人個人で折衝もみんな

始まっているんですよ。その答えがもう返ってきているんで、初め

てみんなそこであれってなっているところがあるんで、商工業でそ

ういう例があるので、今回農林業の賠償もそんなに大差つけないと

思うんで、気をつけていただきたいということでお願いします。

それで、次の質問なんですが、原子力被災12市町村農業者支援事

業、たいそうな名前が出てきました。要するに帰還をして、農業を

再開する方にきちっとした助成を国で考えましょうという本当にあ

りがたいようなあれなんですけど。これ当然のことながら官民合同

チームが同乗して聞き取り調査をしながら上限1000万円ですよと、

その４分の３の750万円の補助をしますよと。ただし、馬場町長が

特別に認めたものに関しては3000万円とそれの４分の３の2250万と

いうものがはっきり示されてきています。この間の高木副大臣との
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懇談会の時も資料でいただきました。これでいくんだろうなと思っ

ています。その中で出た話が、商工業者に対し官民合同チームが助

成金事業を募集した時に、商工会を中心として基盤としてそこから

広めていこうという最初の考え方を官民合同チームはしていまし

た。ところが商工会自体がこの賠償の方法に納得してないわけなん

ですよ、２年一括。そうすると乗ってこない。どんな手法とったか

というと、役場の産業振興課長、今日ちょっといないんですけど、

役場の振興課長が中心になって商工会の代わりをしたんですよ。官

民合同チームと商工業の間をとっていただいて、そこで今のような

広がりを見せているんです。農業も多分ＪＡなのかなと頭の中で想

定しているんですが、ＪＡさん自体も多分この賠償方式には納得し

ていないのかと、新聞を見ながら。気をつけてもらいたいというこ

とは、この助成金、本当にありがたい助成金なんですけど、農業の

場合は、私もまだすごく詳しくはないんですけど、地力の回復と言

、 。 、うんですか 土地の回復もこれ使っていいですよと 新しいものを

何と言いますか、苗を買ったり、そういったものもいいですよと。

もちろん機械もいいですよと。１回目の募集の時に福島県の12市町

村からその支援の申請書を出して100％合格していますから、100％

ＯＫ出ています。途中で取り下げた会社が３社ぐらいあって、それ

は取り下げだったんであれですけど。割とこれスムーズにいく助成

。 、金になるはずなんですよ その時にどういうことが必要かというと

要するに個人個人に営農の復活を本当にしたいという方をきちっと

話して、官民合同チームはもとより町が間に入ってやって、それで

農業者、例えば実証栽培をするだとか、試験栽培をするだとかとい

うような方式にもってこないと、絵に描いた餅になるんで、これだ

けありがたい助成金もないし、割とスムーズに通るんで、帰町する

にあたっても避難指示解除後帰って田んぼをやる、畑をやる、その

時にお金がないですよと、でも３年分一括でもらっているんで、そ

れを頭金にしてやってみようかなと。４分の３は国で補助します。

４分の１は自分で出します。この方式がとりやすいんで、ワンセッ

トになってくるんで、その辺をきちっと今から対策を立てていただ

いて、予算も限りあるんで、１回目の予算難で百四十何億だと思っ

たんですけど。結構これまえのとこで結構使ったんで、今度もまた

みんな使い始めるようになるかと思うんで、是非その辺はやってい

ただきたいと思っています。

それと福島民報新聞に出ていたんですけど、私も見間違えちゃっ

たんですけど、営農の意欲85％と書いている新聞記事があって、こ

れ私も農業素人なんであれなんだけど、認定農業者がいて、認定農
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業者の方が85％やる、再開しているを含めて85％になっている。今

回この認定農業者の方が85％なんですけれども、その方々は多分こ

ういう助成金というのは、割と認定農業で大きくやっているのかと

思うんで、割といろんなことが分かると思うんですけど、今までは

兼業でちっちゃいおじいちゃん、おばあちゃんそういう方がやって

いる方は書類も中々書けないと思うんです。官民合同チームで窓口

を作って、その辺の指導はするんだということで話はしたんですけ

ど、やっぱり官民合同チームは官民合同で他人なんですよ。身内の

町がきちっとおじいちゃん、おばあちゃんと話した方が、分かりや

すいかと思うんで、是非その官民合同チームと一緒になってそうい

った資料の申請とかを手伝ってあげるようなシステムを今から構築

した方がいいのではないかなと思いますけど、お尋ねします。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

今のご質問にお答えいたします。○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

この原子力被災12市町村農業支援者事業でございますが、先ほど

ご答弁したとおり、まず県からダイレクトメールで今回の事業の中

身について、各農業者さんに通知をさせていただいているところで

ございます。ただ一方的に通知をしただけということではなく、町

として考えていますのは県と協力して説明会を開催したいと思って

おります。年内中か年明けになるかはまだ日程の調整中なんですけ

れども、そういった説明会を開催させていただきながら事業の理解

を深めていただくということを想定しております。

また、ダイレクトメールの中にアンケートがありまして、その中

、 、で希望される方は 官民合同チームで４月以降になりますけれども

戸別訪問を実施するということで伺っております。その戸別訪問の

際にもそういった事業の中身、それから書類作成について色々ご指

導とかアドバイスいただける形がとれればということでお願いをし

ているところでございます。

渡邉君。○議長（吉田数博君）

ありがとうございます。福島相双復興官民合同○１番（渡邉泰彦君）

チームでも、今までは商工業に詳しい方を人員として配置しました

が、この農林水産省からこの間来ていたんで、結構それなりの詳し

い方が配置されたのかと私認識をもっていますので、是非、町も相

双復興官民合同チームの中に、水産業担当の方が入ってきていると

いうことを認識していただいて、その辺は密にやってもらったほう

が良いのかと思っています。

さらには、最後になるんですが、商工業、農林水産業の方々で町

内で事業再開する方、事業再開を希望している方に対する町の独自
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の施策と言ったらおかしなもんですが、他の町になくて浪江町で出

来るものというのを考えていかないといけないと思うんです。やっ

ぱりうちらというのは、他の市町村と違って人口が多いんですよ。

ほかの被災市町村に比べれば一番多いんで、人口が多いということ

は考え方も多様にわたってくると思うんです。例えば、3000人の村

よりは２万1000人の町の方がいろんな考え方が出てくると思うんで

。 。す それで事業再開の仕方も様々な考え方になってきているんです

それで農林水産業として業種も商、工、農、林、水産これもいろん

なものがあって、それに伝統工芸の大堀焼がついてくる六次三次が

、 、ついてくる そういった形でいろんなものがついてきてしまうんで

その全体の支援策ではなくて業種にあった、例えば、商業であれば

こういう特典がありますよと、工業であればこういうものがありま

すよと、農業はこういうものですよと、そういった業種の個別の支

援策というか、独自の対策を探っていっていただきたい。それもあ

んまり遠い期間ではなくて４月とか春の避難指示解除を目指すので

、 、あれば その辺もワンセットで考えていただきたいと思いますけど

お尋ねします。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

まず町内で事業再開している商工業者の方々については、町独自

で電気代の補助を本年度より実施しておりまして、次年度も引き続

き実施する予定でございます。また、11月１日より、準備宿泊開始

時から福島県事業再開帰還促進支援事業を活用しまして、帰還時必

要物品等に係る割引実施事業を実施しているところでございます。

こちらは準備宿泊の方が町内再開事業者の方々を利用するというこ

とで、購入促進を図るということの目的で取り組んでいるところで

ございます。

来年度につきましては、町内の需要を喚起して地域の経済活性化

を図ることを目的として、プレミアム付事業再開帰還促進券の発行

を予定しておりまして、町内再開事業者からの購入促進を図るなど

事業再開支援につなげていきたいなと考えております。

また、農林水産業の再開推進につきましては、各種補助事業の利

用促進を図ってまいります。また営農再開支援事業で認められない

ような実証栽培、それから安全確認や販売についての取り組みを支

援するために、既存の町独自の地域農業活動推進事業というものが

ございます。こちら町の独自の事業、こちらをさらに深めていけれ

ばなということで考えております。

渡邉君。○議長（吉田数博君）
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終わります。○１番（渡邉泰彦君）

以上で、１番、渡邉泰彦君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。

ここで３時30分まで休議といたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時１６分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３０分）

◇平 本 佳 司 君

引き続き一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

５番、平本佳司君の質問を許可いたします。

５番、平本君。

［５番 平本佳司君登壇］

５番、平本佳司であります。議長の許可が出ま○５番（平本佳司君）

したので、一般質問させていただきます。

なお、質問方式は一問一答方式で行いますのでよろしくお願いし

ます。

午前中から先輩議員あるいは同僚議員から解除に向け様々な問

題、課題等が提起されました。私は初めに職員の健康管理や職員へ

の今後の取り組みについてお尋ねしたいと思います。

現在、町民は帰町に向け、準備宿泊あるいは家屋の片付け等で好

きな時間に、また好きな日程で町内の自宅へ、避難先へ自由に行き

来することが出来ます。しかしながら職員は、半ば強制的に本庁勤

務になることもあると思います。喜んで本庁に勤務している方ばか

。 。りではないのかと思っております そこで質問させていただきます

来年春の解除に向け、本庁勤務の職員が大幅に増えていますが、ほ

とんどの職員は単身で南相馬市等にてアパート住まいをしていると

。 、 、聞いています 家族は中通り等に避難しており 土日しか逢えない

また昼食だけでなく朝昼晩コンビニ弁当で済ませている職員もいる

と聞いております。解除までの踏ん張りと考えれば我慢も出来ると

思いますが、解除してもすぐに家族と一緒に暮らせるとは思えませ

ん。町は個別面談によるメンタルヘルス対策を実施しているようで

すが、それだけで良いのですか、私は疑問です。他に健康チェック

等出来うる限りのことをしてあげるべきかと思いますがどのように

考えているのかお尋ねします。

宮口副町長。○議長（吉田数博君）
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お答えいたします。○副町長（宮口勝美君）

浪江町役場に勤務する職員は、勤務地にかかわらず、来年の一部

避難指示解除に向けて、日夜職務に精励しているところでございま

す。打ち合わせあるいは会議等で本庁と二本松を往復する機会が非

常に多くなっておりまして、これからの季節、凍結等も含めて、そ

ういった心配もありますので移動時の交通事故に十分注意するよう

喚起しているところでございます。

職員の健康管理の面では、年に一度の健康診断あるいは30歳以上

の職員を対象とした人間ドック、50歳以上を対象とする脳ドック等

の各種検診事業を実施しているところでございます。これら一次健

診により、万が一も、要精密検査の判定が出た場合には、速やかな

受診勧奨を行い、早期発見、早期治療に努めているところでありま

す。またご指摘にもありましたとおり、メンタルヘルス対策の面で

も、ストレスチェックあるいは医師、専門家による面談などを通し

て心の健康対策にも取り組んでいるところでございます。

平本君。○議長（吉田数博君）

今副町長からご答弁いただきました。職員は膨○５番（平本佳司君）

大な業務に追われていて、肉体的や精神的に非常に疲労が出ている

のではないかと思っております。二重生活の苦痛から解除したら辞

職したいと思っている職員はいないのか、あるいは本庁勤務になっ

たら退職したいなどの職員はいないのか町独自で職員に対して、ア

ンケート調査等やっているのかどうかを確認したいと思います。

宮口副町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○副町長（宮口勝美君）

議員ご懸念の件につきましては、我々も危機感を持っておりまし

て、10月中旬に本庁勤務職員、二本松事務所職員あるいは出張所勤

務職員に分けてアンケート調査を実施しました。その上で10月下旬

から11月上旬にかけて個別の面談を派遣、任期付き職員も含めて実

施したところでございます。その結果、勤務中には分からない、各

職員の生活実態を把握することが出来ました。多くの課題も見えて

きております。それでなくても色々な行政能力を持つ職員を一人で

も多く確保すると、そういう状況の中でそれをしないことは町にと

っても大変な損失であります。すべての課題を解決するというのは

到底無理な話ではありますけれども、出来る限りの努力はしていき

たいということで、現在様々な施策を考えているところでございま

す。

平本君。○議長（吉田数博君）

今実施して、個別面談を含めて行っているとい○５番（平本佳司君）
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うことでございますので、まず一安心かと思っております。職員の

中にはメンタルの強い方ばかりではないと思いますので、今後もし

っかりとその辺を対応していただければと思います。

もう１点が、解除になった時の本庁での職員体制あるいは仮庁舎

、 、 。の体制 各出張所の存続等 今後予定されているのかお尋ねします

その際に、勤務先の選択の自由を与えるべきかと思いますが、町の

考えを重ねてお尋ねします。

宮口副町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○副町長（宮口勝美君）

今後の役場の組織体制についてということでありますが、今のと

ころ来年４月の帰町を目指して、役場機能も戻すということで事務

機構改善委員会で審議中であります。年明けには概要をお示し出来

るものと考えております。基本的には、４月に役場機能を浪江町に

、 、戻すことを前提として 避難住民が多く中通り地方におりますので

住民支援の面では二本松事務所の継続、それも当然必要だと考えて

おります。また出張所に関しましては統廃合の関係も含めて、人材

的に間に合わないものですから、統廃合も検討していかなければな

らないのかと考えているところでございます。臨時職員の確保が非

常に難しい環境になりますので、本庁舎での職員の移動が重要にな

。 、ると考えおります そんなことで職員の宿舎の確保をはじめとして

勤務環境の充実を図るための施策も今検討しているところでござい

ます。

それから、今議員からありました選択の自由ということでござい

ますが、職員の絶対数が限られておりますので、どこまで自由を認

められるかというのは、全ての職員について認められるわけでもな

いものですから、そこは勘弁していただきたいと思います。

平本君。○議長（吉田数博君）

職員の取り組みにつきましては、答弁いただき○５番（平本佳司君）

ましたので、この辺をしっかり今後も職員のケアもお願いしたいと

思います。

そして次の質問に入らせていただきます。次に最新の意向調査結

果についてお尋ねします。

11月25日に平成28年度版町民意向調査結果が発表されました。そ

の内容によりますと回収率53.6％、4867世帯からの回答がありまし

た。うち解体希望家屋約42％、1595世帯程度ありました。しかし現

在の解体申請も含めますと1688世帯ございます。これは10月25日現

在でございますが。しかしながらこの意向調査に回答していない世

帯数もあると思います、今後2000件を超えると思われますが、全て
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の解体が終了するのはいつごろかお尋ねします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えいたします。○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

現在、毎月80件程度の家屋解体申請があります。申請総数は、11

。 、月18日現在1768件であります そのうち解体の発注済件数が979件

解体済件数が627件となっております。さらに、今年度中には800件

程度の大型発注が予定されております。家屋解体の加速化は図られ

ますけれども、終期については、現在も家屋解体の申請を受け付け

しておりまして、その終わりの予測というのは困難であります。少

なくとも後１年程度は続くものと考えております。

平本君。○議長（吉田数博君）

発注済みというか解体済みが600件以上ありま○５番（平本佳司君）

して、今後今年度中に800件ぐらいやるということで、当初は今年

度中に1000件程度という話がございました。だいぶ加速化している

のかと思います。その辺も含めて、やはり解除するには瓦れきや半

壊状況の家屋があるところに返すのも厳しいのかなと思いますの

で、なるべく早い時期に進めていただければと思いますので、よろ

しくお願いします。

その他、帰町を希望されている世帯が851世帯あります。そのう

ちすぐ戻りたいと回答した方が261世帯、いずれこれは５年以内な

んですけれども、５年以内と答えた方は合わせても494世帯、約500

世帯の人口で考えていると思います。その中で500世帯、かけても

２名前後かと思いますので1000名程度が５年以内に戻るのかと私は

予測しております。その1000名程度で自治体運営としてどのように

考えているのかお尋ねします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

お答えします。○復興推進課長（山本邦一君）

今回の住民意向調査の結果から見ると、回収率が約53％ではあり

ますが、確かに、議員のご指摘のとおりです。一方、28％約1300世

帯の方がまだ判断がつかないと答えており、帰還する場合の条件や

、 、帰還する場合に不足していると感じられる支援を 一日も早く整備

改善することが、帰還の促進に繋がるものと考えております。

行政運営についてですが、当然解除直後に帰還される町民だけで

行政サービスを展開するわけではなく、帰還できない方も含めて行

政運営をしていかなければならないことから、現時点では500世帯

に絞った自治体運営、まちづくりというものではなく、それ以外の

世帯も含めての行政運営を考えているところでございます。

平本君。○議長（吉田数博君）
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次に、町内につくる予定がございます、災害公○５番（平本佳司君）

営住宅入居希望者ということで、意向調査を見ますと約100世帯ほ

どありました。今後予定しているのは戸建が85戸、福島再生賃貸住

宅が80戸、ほか請戸、これは大平山ですけど26戸ということで、約

190戸分の住宅整備予定はしております。希望者全員が入れるのか

、 。の心配よりも入居戸数が余った時 残った時の対応をお尋ねします

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えいたします。○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

現在整備しております町営住宅につきましては、町民の帰還、さ

らには定住促進のため整備しているものでございまして、住宅の空

き状況に応じまして、入居者の募集について継続してまいりたいと

考えてございます。

平本君。○議長（吉田数博君）

そうすると今後募集をかけて、入居者が少ない○５番（平本佳司君）

時には再募集も含めて考えているということでよろしいですね。

この意向調査、色々見させていただきますと、前回、前々回と住

民の意向が変わっていないことが分かります。町はここ一、二年前

よりも、だいぶ復旧や除染等が目に見えるように進んでいて、もう

少し帰町希望者が増加するのではないかなと思っておりましたが、

全く増えていないことが分かります。そこで帰町の判断として町民

が迷っている項目、医療介護の充実、どの程度住民が戻ってくるの

か、商業施設等の充実等々の不安があげられます。このことに対し

て、どのように取り組むのかお尋ねします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

お答えします。○復興推進課長（山本邦一君）

９番議員に町長がお答えしたとおりでございますが、避難指示が

継続された状態では、民間事業所の再開等に影響があるというご意

見をいただいているところでございまして、また新規の事業所参入

につきましても、中々避難指示が足かせになっているという現状も

ございます。これら、帰町に向けて町民の皆様が不安を抱えている

課題については、最低限必要な取り組みを加速させている状況にあ

りますが、震災前と同等の水準まで充実させるには、一定の時間を

要するものと思われます。今後、関係事業者への働きかけを強めな

、 。がら 町内の生活環境が一日も早く改善するよう努めてまいります

平本君。○議長（吉田数博君）

午前中の質問にもございましたように、回答さ○５番（平本佳司君）

れた方だけでも、戻らないと決めている世帯が52.6％、4867世帯の

回答のうちに2560世帯の方々がおります。半数以上の世帯が戻らな
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いと決めているわけです。同じ町民としてこの方々について、現状

どおりの支援でいくのかどうかお聞きします。

先ほども答弁ありましたけれども、大切なのはいつまで支援出来

るのかということだと思います。高速道路の無料化、医療費の無料

化等々は終了する可能性も出てきます。それだけではなく同じ町民

としてどのように今後対応していくかお尋ねします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○復興推進課長（山本邦一君）

町長が６番議員に答弁したとおりでございます。戻られないと考

えている方には、やはり避難先での居住環境の確保というのが最も

重要な課題でございます。さらに今議員から提案のあった様々な支

援措置の継続をいかに延長出来るかという部分かと思っておりま

す。

従いまして、その支援措置の継続を今強く求めているところでご

ざいます。さらには、町との繋がりというのも保っていただきたい

と考えておりまして、交流会の開催とかさらなる町内での情報の発

信強化とか、町に帰るきっかけとなる取り組みを実施していきたい

と思っております。

平本君。○議長（吉田数博君）

先ほど課長からも答弁ありましたように、この○５番（平本佳司君）

意向調査を見ますと、まだ判断つかないという方が28.2％ありまし

た。約1372世帯あります。この方々をどのような施策をして帰町希

望者に導くのか重ねてお尋ねします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

やはり判断つかないというお答えした○復興推進課長（山本邦一君）

方が多いという現状もございます。町内の復興の状況がまだわから

ないという点もあるかと思いますので、出来るだけ町内の取り組み

については見える化を図って、町内での将来的な生活をイメージ出

来るように情報発信を強化してまいりたいと思っています。

さらに、本年度二次復興計画を策定してございますので、今後の

将来的なビジョンを示すことによって帰ってきたくなるような町と

いうことで、帰りたくなるような施策を考えてまいりたいと思って

おります。

平本君。○議長（吉田数博君）

まったくそのとおりだと思います。現在17％前○５番（平本佳司君）

後の方々は５年以内に帰りたいという話を聞いております。やはり

20％、30％になるよう町としても今後様々な支援策あるいは目に見

えるインフラも含めてなんですが、そういう形で目に見えるように
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していただきながら町民がこういう町だったら帰っても良いかなと

いう施策を今後とも打ち付けていただければと思いますのでよろし

くお願いします。

次に入ります。先ほども申し上げましたけれども、今町民が一番

、 、不安視しているのはインフラ整備はもちろんですが 除染後の線量

。 、身体への影響 先ほども申しましたが帰町しても周りに誰もいない

あるいは福島第一原子力発電所が再び事故を起こしたら、また買い

物、医療様々な不安があると思います。町は一つずつ対応し、解決

していくべき課題が山積していると思います。一例ですが、一例と

してインフラ整備の中で上水道の問題を取り上げると飲料水です。

ほとんどの整備が完了して、上水道の安全性を確保されていると聞

いています。しかし居住制限区域の中には震災前より簡易水道や沢

水を使用していた世帯も多く、帰町し安心して飲料水として使用す

るのが不安、そのため帰町を断念したという話も聞いています。そ

こで町としてこのような世帯に対し、上水道の設置や井戸掘削等の

利用出来るよう、井戸を利用出来るように支援策は考えていないの

かどうかお尋ねします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

個人宅の井戸ボーリングにつきまして、今年度より帰還環境整備

事業により取り組みが可能となりました。事業には帰還することな

どの採択要件があります。今回の補正予算に４件の井戸ボーリング

工事費を計上しております。よろしくお願いいたします。

平本君。○議長（吉田数博君）

すみません、勉強不足ですみませんでした。や○５番（平本佳司君）

、 、っていただいたということで やっていただいているということで

一安心したところでございます。よろしくお願いします。

次に、現在準備区域を中心に拠点づくりを進めていますが、復興

計画等を見ますと、線路から西側、いわゆる居住制限区域の大堀地

区や苅野地区は何ら振興策がとられていないように感じます。広大

な農地等の利用案が入っていないことも懸念されています。

今後町としてこの地域をどのように取り組み、一人でも多くの方

が帰町したくなる施策をするのか考えているのかお尋ねします。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○復興推進課長（山本邦一君）

浪江町は、もともと一次産業が基幹産業であり、居住制限区域の

、 、ほとんどが農村集落であったことから 震災前の姿を取り戻すには

農業の再生が必須と考えております。
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農地については、現在、営農再開支援事業で農地の保全活動をし

、 、ていただいておりますが 各復興組合や関係団体と話し合いを重ね

地域ごとの営農計画を策定していく予定としております。

一方で、震災前の集落を形成できるか、農業の担い手を確保でき

るかという現実的な課題もあり、区域住民の帰還意向も踏まえなが

ら、区域の再生方針を検討してまいります。

平本君。○議長（吉田数博君）

できれば、大堀地区は大堀エリアでこういうの○５番（平本佳司君）

をやりますよ、苅野エリアではこういうのをやりますよ、例えば、

線路脇の、線路脇というか浪江中学校付近の上ノ原地区ではこうい

うのをやりますよというプラン化をしていかないと中々厳しいもの

があって、その居住制限区域やっと解除しても私たちのところは何

もないんだなという話の内容に、今後とも施策を打っていただけれ

ばと思いますのでよろしくお願いします。

先ほど農業の話出ましたから関連して質問させていただきます。

今現在、各行政区ごとに仮置き場があります。当初３年計画だっ

た設置も中間貯蔵施設の遅れにより、いまだに搬出することができ

ない状況下であります。今後どのように営農再開されるつもりか。

仮に再開されても目の前に仮置き場があり、精神的にも不安がいっ

ぱいになるのではないかと思います。他町では仮置き場の集約化を

図っている町村もあるようでございます。町としてどのように考え

ているのかお尋ねします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

除染廃棄物の可燃物につきましては、仮設焼却炉により減容化を

している状況であります。不燃物につきましては中間貯蔵施設への

搬入をするまでは、各仮置場へ仮置きし継続的に保管することをお

願いしたいと考えております。

町といたしましては、早期に確実に中間貯蔵施設へ搬出し、町内

の仮置場を早期に解消するよう努めてまいります。

平本君。○議長（吉田数博君）

中間貯蔵施設に早期にということでございます○５番（平本佳司君）

が、中々今現状見てみますと、そのまま搬出するのは厳しいのかと

私は個人的に思います。ですので、多分富岡町では行っていると思

うんですけれども、例えば大きい農地のところには、今営農再開も

しくは稲作の水稲栽培をやりたいという話の中では、そのところを

仮仮置き場という形で移動しているところもあるんですよ。ですか

らそういうところも含めて、今後町としてどこか集約出来ないのか
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もう一度お尋ねします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

現在仮置き場につきましては、各○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

行政区に一つということで取り組んでまいりました。他の行政区の

ものを持ってくるということにはかなり抵抗がある状況ですので、

まずは中を空にする方法を考えていきたいと思っております。

平本君。○議長（吉田数博君）

ということは、今現在では考えてないので、少○５番（平本佳司君）

しでも減容化を図るということで理解してよろしいですね。

この項目の最後に防災、防犯対策についてお尋ねします。先ほど

もお話出ましたけれども、先月22日早朝、福島県沖で起きた地震で

当町も震度５弱を観測したと聞いております。久々の大きな地震で

準備宿泊者の方々も不安を感じたのではないかと思います。そこで

その際、準備宿泊者に対しどのような対応を取ったのかをお尋ねし

ます。

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○帰町準備室長（鈴木政己君）

町では11月22日に発生した、地震および津波に対する対応に加え

まして、原子力発電所の状況につきましては、初動から重点的に情

報収集に努めてまいりました。準備宿泊者の方々への対応としまし

ては、原子力発電所のモニタリングポストの値や、使用済燃料プー

ルの温度上昇率等発電所の状況を踏まえまして、情報の収集をした

結果、準備宿泊者に対します避難が不要であると判断したところで

ございます。また3.11において津波による甚大な人的被害が出まし

たことから、沿岸部におきましては、広報車両による注意喚起およ

び町内全域に防災行政無線による津波の注意喚起を実施したところ

でございます。

平本君。○議長（吉田数博君）

先ほどの午前中の行政報告にもありましたよう○５番（平本佳司君）

に、準備宿泊者、実際には宿泊している方356人から多分町に申し

込みした方かなと思うんですけれども、148世帯あると聞いており

ます。実際に町内で当日宿泊していた世帯は把握しておりますか。

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

再質問にお答えします。○帰町準備室長（鈴木政己君）

当日実際にお泊まりになっていた方と泊まっていない方の区別は

つかない状況になっております。

平本君。○議長（吉田数博君）

その区別がつかないということは、実際に泊ま○５番（平本佳司君）
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っている方を把握していないということでよろしいですか。

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○帰町準備室長（鈴木政己君）

泊まっている方もいますし、泊まってない方もおりますので判断

はつかないということでございます。

平本君。○議長（吉田数博君）

是非、せっかく準備宿泊して早めに帰ろうと思○５番（平本佳司君）

っている方がいるんです。その中で安心して浪江に住めるよという

気持ちでいられるように帰っている方を是非とも把握していない

と、万が一このようなことがあった時に対応のしようがないのでは

ないかなと。ただ防災無線で広報を流しました、注意喚起をしまし

ただけでは、聞こえない方もいると思います。関連して話進めさせ

ていただきますけれども、是非とも把握していただければと思いま

す。

関連して申し上げます。防災無線の活用でございますが、先日新

機種のデモ放送を聞かせていただきました。従来のものよりも聞き

やすくなっていますが、帰町された住民に対し万が一、先ほどの話

でございますが地震、津波あるいは福島第一の廃炉作業中の事故、

発生時には速やかに避難誘導するように避難場所を明確にしている

のかどうかもう一度確認します。

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

質問にお答えします。○帰町準備室長（鈴木政己君）

避難場所につきましては、準備宿泊地でございますが、しおりに

も掲載されておりますとおり、浪江町役場となっております。また

今後地域防災計画ができましたら、避難場所を決定していきたいと

思っているところでございます。その際、周知の方法につきまして

は、パンフレットを配布するだけでなく、帰町された町民の皆様に

直接説明する機会を設けながら丁寧に対応していきたいと考えてい

るところでございます。

平本君。○議長（吉田数博君）

現在、準備宿泊者の方に無線機等を配付してい○５番（平本佳司君）

るようです。帰町された世帯を把握して訪問すべきではないかなと

先ほども申し上げましたけれども、防災無線を確認しながら聞こえ

、 、づらい世帯には震災前ありました 私どもの行政区でもありました

各家庭に防災無線と有線みたいなのありました。そういうものを帰

町されている方に関して設置して、全ての住民が聞こえなかった等

と言われないようにすべきかと思いますが、町の考えをお尋ねしま

す。



- 93 -

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えします。○帰町準備室長（鈴木政己君）

防災行政無線の戸別受信機は、今回の準備宿泊世帯の皆様に、受

信の状況の調査も兼ねまして、受信機をお渡ししております。屋外

の受信状況につきましては、町でも調査は出来ますが、屋内につき

ましての受信状況につきましては、町での確認は難しい部分がござ

います。今回、配布しております戸別受信機の受信状況により、聞

こえない、聞こえづらい世帯につきましては、屋外のアンテナを追

加設置するなど、個別に対応し、いつでも防災行政無線が聞こえる

ように努めてまいりたいと考えているところでございます。

平本君。○議長（吉田数博君）

是非、防災対応、これを完全にして、安心して○５番（平本佳司君）

、 。帰町し 暮らせるように今後とも全力で取り組むように要望します

よろしくお願いします。

では最後に、まだ時間ありますので、最後に解除目標時期の判断

についてお尋ねします。

午前中から様々な問題が提示されていました。現在町は解除時期

を来年３月を目標に日夜努力していることは私も認めていますし、

理解もしています。しかしながら、先程から様々な問題、課題、山

積しているのも事実です。例えば、復興災害公営住宅建設の遅れ。

早いもので来年６月末、それも22世帯分。再生賃貸住宅については

７月末、後は平成30年３月以降。これで目標通りに解除した場合、

準備宿泊で家屋をリフォームしている世帯はすぐに戻れるかもしれ

ません。しかしながら、帰町を待ち望んでいる方で帰還困難区域の

方々や津波で被災された方あるいは解体等をしまして、帰る家がな

い、戻るところがない方も多数います。その方々をどうすればいい

のですか。せめて公営住宅等が完成し、その方々が同一に判断出来

るよう、帰町の選択が出来るよう、そこまでなるまで待つことは出

来ないのですか。またいまだに除染作業も終わっていない地区もま

だまだあります。先ほどからフォローアップ除染検証とかもありま

したけれども、フォローアップ除染も出来ていない地域もある中で

の解除は無理があると思います。せめて除染が一巡をし、フォロー

アップ除染も確実にしてからでは遅いのですか。課題をあげればき

りがありません。安全で安心して暮らせるにはまだまだ時間が必要

なのではないのかと思います。そのことが明白であると思います。

それでも国の言われるがままに、解除時期は来年３月目標と、変更

することは考えてないのか。町長は年明けに時期の判断を示すとし

ていますが心の中では決まっていないのですか。いるのであれば、
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この場で明確に私にではなくて町民に示すべきかと思いますが、町

長のお考えをお聞かせください。

町長。○議長（吉田数博君）

ご質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

まず最後の避難指示解除の時期がいつになるかは別として、避難

指示を解除しない限り、町の本当の再生はないと考えております。

避難指示が現在、出されている状態、それは当然通常の状態では

なくて、我々の認識以上にも、制度的にも、感情的にも事業再開や

新たな事業の参入など民間活動の妨げになっている状況でありま

す。帰還に向けて町民が不安に感じられている課題について、これ

は議員お質しのとおり、一日も早く改善して、民間事業者が町内で

活動しやすい環境をつくり出すことが必要と考えております。先ほ

ど９番、13番、６番議員にもお答えしましたとおり、今年の３月末

に避難指示解除に向けての有識者の検討会の提言がなされました。

その提言なされたものについて、各課連携をしながら個別課題、そ

れを洗い出しをしております。洗い出しが大体終わりまして、色々

町民の方々から交流会あるいはいろんな会合の中で出た意見、議会

の意見もそうですが、そういう意見を各課で集約をして、現在政府

とその進捗状況を確認しあっている状況です。そういう状況、それ

から除染検証委員会、この中間報告が今月に出ます。それを勘案し

ながら、おそらく政府は年明けに避難指示の解除を明示してくると

思います。それが明示なされた場合には、私ども住民懇談会、もち

ろん議会の皆さん方と意見交換をしていかなくてはなりませんし、

住民懇談会を開催しながら、そこから出た色々な諸々の意見が出て

くると思います。そういうことを総合的に勘案しながらこの時期に

ついては明示をしたいと考えております。

従って、現在、私が明確に避難指示の時期についてはもっておら

ないということをご理解いただきたいと思います。

平本君。○議長（吉田数博君）

もっておらないということでございますので、○５番（平本佳司君）

私のほうで提言させていただきたいと思います。

これは先程から様々な先輩議員あるいは同僚議員からもお話あり

ましたように、例えば、今有識者会議で16項目の課題を一つ一つ町

長は各課で砕いて精査しているということでございます。これは前

回の質問の中でもこの話はされました。いつまで各課で検討してい

るのか理解出来ないことが１点。

除染検証委員会の件ですが、これは今月20日まで結果報告を受け

ますと。それから精査していきますということでございますが、先
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ほどの渡邉議員の話のガンマカメラ検証とは違うかもしれません

が、除染検証委員会はどういう報告をするか分かりませんが、先ほ

どの渡邉議員のガンマカメラの検証の話の中で、課長答弁で１工区

から３工区1400件で検証しますよと。600件終了しましたというこ

。 、とを言われました 前々回の６月の定例議会の私の一般質問の中で

居住制限区域の第４工区、これの除染検証どうするんだと、ガンマ

カメラの検証どうすんだという話をさせていただきましたところ、

除染終了を待たずに検証を始めますという答弁がありました。しか

しながらこれを聞いていると、１工区から３工区までは３月まで終

了しますと言っているわけです。では居住制限区域の４工区、今現

状にやっているところ、そこはいつ検証するのという話になると思

います。それもまだ終わらず、先ほど様々な課題申し上げましたけ

れども、それでもどうしても先ほど町長が話したように年明けにで

も国から明示されるのかと話ありましたけれども、これは国から明

示ではなくて先に町としてはこの状況下では来年３月に解除する見

込みも立たないよと、少なくてもあと半年３カ月延ばしてくれとい

う話は出来ないのですか。その辺もう一度確認したいと思います。

町長。○議長（吉田数博君）

国の目標としては、平成29年３月に解除したい○町長（馬場 有君）

ということだと思います。町としましては、先ほどから各議員から

質問がありましたように、それを精査をして、どういう課題がどう

解決出来るのかということが一つの要件になってきます。それは三

つの要件の中で、20mSv以下、それは20mSvよりもっと下げないの

かというような状況があると思います。例えば、長期にわたって１

mSvに近づける状況としてはどうなんだということもあると思いま

す。それから、インフラの復旧、生活基盤の整備、これについても

議員お質しがありましたように、私どもは避難区域になっています

といろんな事業者が入ってきません。従って遅れているんですよ。

住宅環境もそうです。リフォームする業者さんも中々入れないとい

う状況が続いています。そういう状況の中の生活基盤の整備をきち

っと出来ているのか。それを私ども町として検証をしていかないと

ならない、そういうことです。それから国とそれから県と町、もち

ろん町は議会、町民の皆さんとそういう問題点を洗い直す、課題を

洗い直すという協議する場所も三要件の中に入っているわけです。

それが出来ない中で、その解除変更とかそういうものはまだ出来な

い、色々判断をする材料があるということであります。蛇足になり

ますけれども、先ほどの16項目の検証にあたっては、大体精査終わ

っています。終わっているところで政府とせめぎ合いをやっていま
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す。この項目、この要綱についてはどうなんだということを今やっ

ております。これは財政的な問題も裏付けが必要になってきますの

で、中々国の方としても裏付けが出てこないだろうと思います。た

だそれは裏付けをきちっとやってもらわないと、私どもは解除した

からはい、さようならと言われたらもう復興できませんから、そこ

はきちっと担保をとっていかなくてはならないということなんで

す。それを今やっている状況だということを一つご理解をいただき

ながら、今後執行してまいりたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。

平本君。○議長（吉田数博君）

今話出ましたけれども、その大体各課からの精○５番（平本佳司君）

査は終わっているということでございました。その洗い出しという

か、では何が問題で、何がクリアなんだということも少し明確に出

来ないかなと思いますけれども、いかがでしょうか。

町長。○議長（吉田数博君）

その問題については、ちょっとシビアなところ○町長（馬場 有君）

、 、 。がありまして 先ほど申し上げた財政負担の担保 それがあります

従って、復興庁が一元化した中でのいろんな窓口になっているんで

しょうけれども、その中には農林水産省、厚生労働省あるいは財務

省、そういういろんな省庁がありますので、その中での連携と言い

ますか、その形の中をきっちり担保をとっていかないとだめだと考

えておりますので、そこはまだ明らかに出来ないという点で一つご

理解いただきたいなと思っています。

平本君。○議長（吉田数博君）

、○５番 平本佳司君（ ） 国との調整とか色々含めて大変かと思いますが

、 、 、 、是非とも 先ほど申し上げたとおり 来年３月 来年春というのは

あと半年もないわけです。その中でそれを全てクリア出来るかとい

うのは私は甚だ疑問かなと思っております。解除出来るところから

ということではなくて、居住制限区域、今除染も終わってない居住

制限区域のところも一括で解除するということで前も聞いておりま

すので、その辺も踏まえてどうしても町を見ますと、今までの施策

を見ますと、線路から東側、まるっきり町場だけの復興拠点づくり

をしているのかと思っております。是非とも、前、帰還困難区域の

復興拠点作りもこれからやらなくてはならないですけど、居住制限

区域のところは非常に大事なところだと思いますので、その辺も含

めて、今後進めていきながら、まだまだ終わってないところ先ほど

申し上げたとおりフォローアップも出来ていないところもありま

す。まだ宅地除染も終わっていない、検証も終わっていないところ
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もあります。是非とも、先ほど申し上げたとおり国の調整、色々財

政面であると思いますけれども、最後に是非、早い段階で解除時期

の延期を町長が示していただけるよう要望して終わらせていただき

ます。

ありがとうございました。

以上で、５番、平本佳司君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。

◎延会について

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

本日の会議はこれで延会したいと思います。

ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

◎延会の宣告

よって、本日はこれで延会することに決定いた○議長（吉田数博君）

しました。

本日はこれで延会をします。

明日は午前９時から本会議を開きますので、ご参集をお願いしま

す。

（午後 ４時２４分）



１ ２ 月 定 例 町 議 会

（ 第 2号 ）
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◎開議の宣告

おはようございます。ただいまの出席議員数は○議長（吉田数博君）

14人であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

（午前 ９時００分）

◎議事日程の報告

、 。○議長 吉田数博君（ ） 本日の議事日程は お手元に配付のとおりです

◎一般質問

、 。○議長 吉田数博君（ ） 日程第１ 昨日に引き続き一般質問を行います

◇馬 場 績 君

15番、馬場績君の質問を許可します。○議長（吉田数博君）

15番、馬場君。

［15番 馬場 績君登壇］

。 。○15番 馬場 績君（ ） おはようございます 日本共産党の馬場績です

つい３日前の12月４日東電福島第一原発で１から３号機の使用済み

核燃料冷却が７時間あまり停止。また12月５日には、第一原発３号

機の燃料デブリ冷却注水が１時間あまり停止するという重大事故が

続発しました。注水と冷却不能という今回の事故は、原発がある限

。り365日危険と背中合わせであることを改めて見せつけられました

原発０とともに安全対策の強化を求めるものであります。

さて、質問の第１は11月22日、3.11後最大、震度５弱、Ｍ7.4を

観測した福島沖地震による福島第２原発３号機の冷却一時停止の問

題についてであります。

早朝の福島沖地震と津波は、大きな不安と恐怖、緊張が走りまし

た。各地で津波警報と避難指示が出されました。第１原発の津波は

最大1.6メートル上昇、第２原発では1.0メートル上昇しました。東

電福島第２原発３号機では使用済み核燃料プールの冷却が１時間半

にわたって停止をしました。当初は、タンクの水が地震で揺れ、水

位低下を検知した可能性が高い、水漏れや放射性物質の漏れはない

と発表しました。報道機関への連絡は２時間後でした。しかし一次

停止の原因は、プール内の水が地震の揺れで漏れ、水位が低下し、

冷却用の水源であるプール脇のタンクに水が供給出来なかったた

め、冷却用ポンプが停止したものと２日後に発表しました。なにが

問題なのか。当初から地震による水漏れが明らかなのに、地震の揺



- 103 -

れによる単なる水位低下であるかのように発表し、核燃料プールの

水漏れという重大な事態を後から発表する、しかも２日後に公表と

いうのは重大な問題であります。核燃料溶融然り、爆発事故の情報

隠ぺい然り、その被害と混乱はあの原発事故で我々町民が直接経験

したことであります。東京電力の危機意識、情報隠ぺい体質は未だ

に改善されていないということであります。そこで何点か質問いた

します。

一つは国・県・東電からいつ、どのような情報と連絡があったの

か。また町の災害対策本部は3.11の教訓をどのように生かし、準備

宿泊者に対する避難はどのように対応されたのか。

二つは使用済み核燃料プール冷却一時停止による重大な危険と根

本問題であります。ご承知のようにプールには使用済み核燃料2360

本と、未使用核燃料184本が入っていました。原発は稼働していな

くてもプールに核燃料が保管されている限り、冷却一時停止による

過酷事故を起こす危険があります。史上最大、最悪の原発事故を起

こしておきながら東電福島第２原発の建屋燃料プールに核燃料棒が

そのまま残しておること自体が危険であるということです。その危

険を町長はどのように認識しているかお答えください。

一部市町村では避難指示解除が行われましたが、帰還した人は想

像以下であります。様々な要因があると思いますが目の前に原発の

危険があるということでしょう。従って、東電福島第２原発の廃炉

は復興の前提であり、改めて国、東電に廃炉の明言を求めるか、明

快な答弁を求めるものであります。

二つは避難指示解除時期と町民の安全・安心についてでありま

す。

今年の９月に実施した町民アンケート結果が発表されました。町

民の大きな話題の一つであることをご承知だと思います。すぐに、

いずれ戻りたい、合わせて17.5％のアンケート結果と29年３月問題

が重なり、町民の受け止め方は複雑です。あるところで数人でアン

ケート結果が話題になり、そこに私も居合わせました。帰ると決意

、 。 、された農家の方は 仮設にいるよりなんぼか安心する 野菜も作り

ほかの人にもあげている。来年は水田もやりたいと長期準備宿泊を

歓迎し、また、借上げ住宅から復興公営住宅に転居されたある町民

は俺はしばらくは帰れない。なぜ解除を急ぐのかな。ある人は元の

生活に戻れるのかいと不安と不満を告白していました。いずれも居

住制限区域の方々です。今回のアンケートは帰還の意向の回答を求

めたものですが、町民の考えは大きく意見が分かれました。私は今

回のアンケート結果は避難解除時期の判断と町の復興計画、避難解
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除と町民の生業再建、町民の生活支援のあり方、町民の安全・安心

に応えうる除染のあり方などについて改めて問題が提起されたもの

と思います。それを検証し、生活再建につながる施策の深堀りが求

められる重要な指標であると考えるものであります。そこでお尋ね

いたします。今回のアンケート結果をどのように受け止め、分析さ

れたのか、避難指示解除時期についてどのように判断し対応される

のか、お答え下さい。

また、アンケート結果からも避難の長期化が予想されます。避難

の実態を無視し、国、東電は精神的損害賠償と家賃賠償を平成30年

３月で打ち切ろうとしております。生業の再建と安定収入は未知の

世界にあります。しかも後でも触れますが、国は毎時20mSv以下安

全論に立ち、避難解除を強行しようとしていることは、帰還と被ば

く不安など明らかに精神的苦痛の継続を強いることになるわけであ

ります。従来の生活が戻らない原発避難による二重三重の苦痛と分

断、精神的苦痛、家賃賠償は一体のものであり、賠償継続を求める

ことは喫緊の課題であります。問題の認識とさらなる町の対応につ

いて答弁を求めるものであります。

有識者検証委員会の報告と課題についてであります。

、 、以前も取り上げたことがありますが 嫁に行った娘が心配をして

除染が終わった住宅周辺と、すぐ後ろにある竹林の境を計ったら４

µSvを超えていたと苅野地区の人が心配をし、しばらくは南相馬の

復興住宅に入ることにしたと話していたことです。有識者検証委員

会が示している年間20mSv以下のなるべく低い線量の確認とは20mSv

以下は避難解除容認ということになり、毎時3.8µSvでも解除出来る

とする見解であるわけです。明らかに一般公衆の被ばく限度である

実効線量年間１mSv、ＩＣＲＰ国際放射線防護委員会が1990年に勧

告したものを超えたものであります。国内の実用炉規則や放射線障

害防止法施行規則には、公衆の追加線量限度が１年間につき１mSv

と規定されているとおりであります。有識者検証委員会の年間被ば

く線量20mSv以下は、昨年６月に政府が示した福島の復興加速につ

いて（改訂）の避難解除３要件、即ち一方的な避難解除と賠償打ち

切りの方針を示したものと、その基準とウリ二つであります。県内

市町村が実施している除染の線量基準は年間１mSv以下であること

も大きな矛盾であります。ダブルスタンダードの真意はどこにある

のでしょうか。そこでお尋ねいたします。平成29年３月までに取り

、 、組むべき課題３には 長期的目標１mSv以下とも述べておりますが

20mSv以下とそのギャップが大きすぎるというのが現実でしょう。

有識者委員会の20mSv安全論と避難解除の問題をどう認識されてい
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るのか、改めて町長にその認識を問うものであります。

除染後の問題点の把握と情報共有、追加除染を徹底するために住

民参加の除染対策会議を設置するべきと考えますがお答えくださ

い。

帰還する、帰還しないの判断は一人ひとりの町民の判断に委ねる

にべきでしょう。大事なことはどの道を模索しようと、町民の対立

や分断を持ち込むような行政の対応であってはならないということ

であります。原状回復が出来ていないことは現実であり、原発被害

は単なる風評被害ではなく実害であります。性急な解除時期の提示

ではなく準備宿泊の延長など、町民に寄り添った柔軟な方針で対処

すべきと思いますが、改めて町長に今後の方針について明快な答弁

を求めるものであります。

大きな３番目で医療・介護・福祉の体制整備についてでありま

す。

医療・介護・福祉部門で当面必要な人員は何名なのか。必要な福

祉・介護サービスと受け皿の規模を町はどのように計画しているの

かお答えください。

また、浪江町の取り組みの現状と課題は何か。改善の見通しはあ

るのかお答えをいただきたいと思います。

９月議会で里山再生モデル事業について質問しました。早期実施

に向け、関係部局と調整中であるとの答弁がありました。その後の

進展についてお答えをください。

大きな３番目で農林業賠償と農業再開についてであります。

国・東電の賠償方針の撤回と町の対応についてであります。

去る12月１日政府と東電は、来年１月以降の農林業賠償方針につ

いて県原子力損害対策や農協など関係団体に示しました。先んじて

浪江町議会は11月４日に農林業に関わる損害賠償案の全面見直しを

求める要望書を吉田議長とともに、福島県議会と県知事、内閣府原

。 、子力災害現地対策本部と東電福島復興本社に要望してきました 国

東電が示した今回の賠償方針は、11月30日自民党復興加速化本部長

が示した避難区域の場合一括３倍、損害がある限り賠償するとした

ものと基本的には同じであります。別な角度からで言えば、３年一

括賠償で打ち切りとすることが、両者で既にすり合わせされていた

ものと推測されるものであります。浪江町議会の要望は従来と同等

の営農、営林活動が可能となるまで賠償の継続を求めたものからす

れば、損害の継続はもちろん、再開見通しのないまま３年で打ち切

りが懸念される今回の賠償方針は、原発被害の現状を無視したもの

と言わなければなりません。そこでお尋ねをいたします。
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浪江町の農業再開の実態と今後の見通し、そして今回の賠償方針

についてどのような問題意識をお持ちなのかお答えをください。

さらに、農林業の特別な困難を踏まえ、県損対協、国、東電に改

めて見直しと賠償継続を求めるべきだと思います。どのような対応

されたのかお答えください。

農業再開にかかわる被ばく管理の問題であります。

農地土壌汚染の実態把握は帰還、再生のためには、とりわけ重要

な問題であると思います。今年度の浪江町内の実証栽培は全員協議

会での報告資料によれば、18カ所の圃場で行われております。圃場

の土壌汚染調査は行われているのでしょうか。検出された核種と調

査結果をお示しください。

、 、一般農地の土壌汚染調査はどのように実施されるのか 実施体制

どこの機関でやるのか、実施時期についてもお答えください。

農地土壌汚染をなぜ重視すべきなのか。理由は二つあります。土

壌汚染と農民被ばく対策。セシウム137の半減期は30年であり、長

期的な対策が求められるということが一つ。

二つは土壌からの作物移行を明らかにし、今後の課題を明らかに

するためであります。もちろん山菜やキノコなどを含め、専門機関

による集落単位での長期的な食品線量調査が必要であるということ

がその理由であります。

次、農業再開支援についてであります。

避難元、避難先での農業再開支援について機械設備、土地、農業

技術など具体的な支援策と利用の実態についてお答えください。避

難元、避難先と分けてお答えください。個別農家が利用しやすいも

のでなければ、制度があっても絵に描いた餅でしかありません。

展望を切り開く提案をしたいと思います。

福島大学に設置した農学部との連携を進め、様々な課題解決の実

証的研究で浜通り地域の、あるいは県内の農業の中核になれるよう

な取り組みが出来れば被災地の復興に大きな展望を切り開くことが

出来るのではないでしょうか。町長曰く、早く帰還する人は浪江町

のパイオニアだと言ったことがありますけれども、私はそうではな

くて、納得して浪江の復興再生に参加出来るそういう行政の対応こ

そが言われるパイオニアではないかと思います。その視点から町長

の認識を問うものであります。改めて町長の所見と決意をお示しく

ださい。

大きな４番目の帰還困難区域の問題についてであります。

帰還困難区域に関する考え方が、去る８月24日の六次提言、８月

31日に政府方針として示されました。政府方針では各市町村の実情
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に応じて復興拠点を適切な範囲で設定し、除染とインフラ整備を実

施し、５年を目途に避難指示を解除、居住を目指すというのが基本

方針であります。

一つは拠点化構想についてお尋ねをいたします。

基本方針では、市町村が県と協議の上で策定し、政府は整備計画

を認定するとあります。面積的には町の８割を占める帰還困難区域

があり、旧町村単位では苅野、大堀、津島の３地区があります。県

知事は福島復興再生特別措置法の改正による拠点整備の事業化を復

、 。 。興大臣に求めました 特措法の改正です そこで質問をいたします

浪江町の実情に応じた復興拠点の適切な範囲の具体的な構想の策

定の現状と、時間軸と合わせた今後の進め方についてお示しをいた

だきたいと思います。

また、帰還困難区域とそれ以外の地区の対策についてお尋ねいた

します。

端的にお聞きしますが、帰還困難区域以外の復興加速にかかわる

これまでの環境整備、社会資本の投資はどれくらいになっているの

でしょうか。原発避難の特異な事情が今回の町の予算投資に反映さ

れているということは十分理解出来ますが、同じ浪江町でありなが

ら、明と暗があまりにも大きすぎることは昨日来議論になってきた

ところであります。そこで具体的には、帰還困難区域の保全管理を

改めて求めたいと思います。これは拠点化構想以前の問題でありま

す。これまで繰り返し保全管理を求めてきましたが、予算化されて

おりません。もちろん国の責任であります。しかし具体的施策は市

町村の主体的計画であろうと思います。帰還困難区域を放置してい

るかのような現状を打破するためにも、復興再生交付金などで保全

管理事業を新年度の事業としてでも実施出来ないものでしょうか。

お答えください。

、 。次は 帰還時必要物品等に係る割引実施事業についてであります

全員協議会の説明で明らかになったことは、準備宿泊に伴い、帰

町して必要となる物品や役務経費について生活を再開する町民に対

して、一人当たり３万円を上限に補助するということでした。予算

は4794万円であります。二重生活の負担軽減や、事業再開と帰還促

進のためにという行政の意図があるとは思います。その角度からの

支援の必要性も理解します。しかし町民は帰りたくても帰れないの

が実態であります。改めて町民に対する水平展開を検討すべきでは

ないかと思いますがいかがでしょうか、お答えをください。

大きな５番目は復興公営住宅入居の問題であります。

今復興公営住宅への引っ越しが盛んに行われています。実際私も
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引っ越しの手伝いを少しいたしましたが、高齢者や障がい者家族の

引っ越しは大変な苦労があります。生活相談支援員や様々な支援体

制の可能な組織団体と連携を取りながら、引っ越し援助の検討が必

要であると思います。町はそのことに対して、どのように対応され

、 、るのか あるいはこれまでになんらかの対応をされてきたとすれば

それも含めてお答えをいただきたいと思います。

次は、家庭の実情を無視した復興住宅の抽選決定と入居決定の問

題であります。一人では外出も出来ない障がい者と介護認定者のい

る家族の復興公営住宅入居決定の問題です。仮設では隣り合わせで

入居し、これまでは24時間夫婦揃って、家族の目の届く生活をして

きました。ところが今回明らかになった問題は、その家族が同じ団

地であるとはいえ、別棟で生活せざるを得ないという抽選結果が届

きました。申し込みの段階で県の窓口に事情を話したそうです。し

かし私が知ったのは県と何度も交渉したが、一切聞き入れてもらえ

なかった、あきらめたということになり、入居手続きを取った後で

した。同じ棟には空き室が幾つもあり、せめて同じ棟に入りたいと

いう要望には応えることが出来るものであります。私は画一的、機

械的な県の態度に問題があると思います。入居者の立場でその見直

しを求める必要があると思いますが、いかが対処されるかお答えを

ください。

復興公営住宅の設計施工の欠陥の問題です。

復興公営住宅のエアコン室外機に排水処理がなされていない、階

下に水が垂れ流しとなり、洗濯物も干せないという新たな設計施工

の欠陥も明らかになりました。石倉団地３、４号棟の問題です。こ

の問題については、県の復興住宅担当課長と神山県議会議員立会い

のもと、住民とともに現地調査をした結果、12月中に改善しますと

県からの回答がありました。

今後も様々な問題が起こりうると思いますが、町はそうした復興

公営住宅の入居者の諸問題について、相談出来る、情報をキャッチ

出来るそういう体制作りが必要だと思います。町は住民との関係は

もちろん、町と県との連携強化を求めるためにも今後の体制につい

てお答えをいただきたいと思います。

大きな６番目は原発避難といじめの問題です。

横浜男子生徒の原発避難といじめの問題が社会に大きな衝撃を与

えましたが、今度は新潟で小学４年生の男子児童が一番信頼すべき

「 」 。担任の先生から キン づけて呼ばれていたことが報道されました

学校側が隠ぺいしてきたことも厳しく批判されています。私は驚き

よりも怒りを感じました。率直に言って氷山の一角に過ぎないと思
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っています。原発避難と賠償について様々な意見があることも承知

しています。その場面に私も直面したことがあります。しかし、ズ

バリ言うならば大人社会も含めて原発避難に対する偏見と差別が底

流にあるのではないかと私は思います。福島県が来年３月で打ち切

ろうとしている自主避難者に対する家賃賠償打ち切りも子ども被災

者支援法第２条第２項に明文化されている避難の自由を尊重しない

、 。偏見と差別 まさに県サイドのいじめと見ることが出来るでしょう

国も福島県も順法の精神を否定するかの素行が横行していることが

大問題であると思います。最近私は、浪江町の子供たちも原発避難

した直後に転校したある学校で放射能がついているから寄ってくる

なと言われているのを聞き、自分も同じく見られていると悩み、中

学校入学の一週間後から引きこもりになり、２年半も不登校になっ

ていたことを親御さんからお聞きしました。改めて辛いお話をきき

ました。幸い浪江町の場合、教育委員会と津島中学校の先生方の継

続的な熱心な援助のもと、今は無事高校に進学でき、しかも来年３

月には優秀な成績で卒業出来るということであります。今学校その

ものが多忙になり、先生方は生徒に寄り添う指導が困難になってい

ることもあるのかもしれません。以前この議場でも幼稚園の運動会

で賠償金が走っていると一部の保護者が走っている子供に罵声を浴

びせたことが取り上げられました。嘆かわしいことでした。これか

らも様々ないじめがあるでしょう。しかし、人権と人格を否定する

いかなるいじめに対しても、学校と教師は体を張って子供を守り、

成長させる、個人の尊厳を守る義務と責任があるのではないでしょ

うか。そこで質問いたします。横浜男子生徒のいじめの問題と教訓

は何か、改めて町、県教育委員会はどのように対応されるのか、対

応されたか教育委員会の方針をお示しください。

最後に東電の法令違反の問題であります。

東電の福島第１、第２原発で法令違反が相次いでいることは、原

発避難が続く我々にとっては、新たな不信を抱かざるを得ません。

第２原発では侵入検知器の警報が作動しないように意図的に設定

し、第２原発５、６号機と第２では保全規定義務違反と言われる引

留鉄構の保全計画がなかったということも明らかになりました。そ

もそも我々は3.11の爆発事故で長期の避難を余儀なくされておりま

す。冒頭に取り上げた第２原発３号機の核燃料プール一時冷却停止

の報告も含め、東電の隠ぺい体質は歯止めが利かないほど社内倫理

が陳腐化しているのではないかと、改めて不信を増幅せざるを得な

いと言わなければなりません。もっと厳しく言うならば電力事業者

としての資格が問われる問題であります。一方で原発事故費用は推
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、 。計22兆円と政府は推計し 新電力や国民負担が今議論されています

国民と被災者の分断であり、東電と原発事業者の延命策であって、

もってのほかであります。まずは大口株主の負担と企業機関など債

権者の債権放棄、東電賠償は東電はもちろん、国が責任を持つべき

であります。なによりも原発事故を起こした事業者としての責任の

自覚、体質改善の徹底を求めるべきであると思います。その答弁を

求めて１回目の私の質問を終わります。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

福島第２原発廃炉は復興の前提として、国、東○町長（馬場 有君）

電に廃炉の明言を求めるかということについてのご質問にお答えを

いたします。

福島第２原子力発電所を含めて、県内の原発の全基廃炉につきま

しては、福島県をはじめ、県町村会、議長会、当町議会、また町と

しても復興計画に記載しており、県内全ての自治体で共通する要望

であると考えております。先日の、福島県沖地震による、福島第２

原子力発電所の使用済燃料プールの冷却一時停止等、地域住民の皆

、 、 、 、様へ 不安を与えないためにも 議員お質しのとおり 今後とも県

関係市町村、関係機関等と一丸となって、国、東電に対し、早期の

廃炉を明言、そして実現と廃炉完了までの安全確保につきまして強

く求めてまいります。

次に、性急な解除時期の提示ではなく、準備宿泊の延長など柔軟

な方針で対処すべきではないかについてのご質問にお答えをいたし

ます。

昨日の９番、佐々木議員、５番、平本議員にも同様のお答えして

おりますが、避難指示が継続された状態では、自宅再建、事業再開

あるいは新規の企業誘致に影響があるという意見が出されておりま

す。帰還に向けては、町民が不安に感じられている課題について、

１日も早く改善するために、民間事業者等が町内で活動しやすい環

境を作り出すことが必要と考えております。

また、原則、町民以外の方は宿泊出来ない状況になっております

ので、人との新たな交流も生まれないと思います。現在の状況は、

新しいまちづくりを進める上で、かなり困難な状態であると考えて

います。避難指示解除の時期がいつになるかは別として、準備宿泊

の延長だけでは、町の復興は加速化出来ず、また真の再生には繋が

らないものであると考えております。

それから、福島大学に設置される農学部との開発、研究、実証の

連携について伺いたいということについてのご質問にお答えをいた

します。
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2019年度に福島大学に開設されます、農学系人材育成課程につき

ましては、町としてもその創設目的である原発事故後の福島県の農

業再生を担う人材を育てるということに期待をしているところであ

。 、 、ります また 取り組みについても地域ごとに抱える課題に応じて

各地区および学びの場として活用することも検討されておりますの

で、当町においても研究、実証の場として連携が図られるよう要望

してまいりたいと存じます。

それから、７番目の東電の法令違反についての質問にお答えをい

たします。

福島第１、第２原子力発電所および広野火力発電所における、労

働安全衛生法に基づく、設備の届出に関する法令違反や、９月に明

らかになった福島第２原子力発電所の核物質防護規定の遵守義務違

反等、議員お質しのとおり、東電による法令順守義務違反が続発し

ていることにつきましては、大変遺憾であります。特に、福島第２

における問題は、核物質を扱う事業者として、地元住民の皆様の安

全を軽視したものであり、９月20日に実施した炉心溶融問題に係る

申し入れの場で、住民の皆様の思いに真摯に向き合い、隠蔽体質を

改めることを求めたところであります。引き続き、過酷事故を起こ

、 、した事業者としての責任と自覚 体質改善の徹底を求めるとともに

今後の廃炉作業における住民の皆様の安全確保について求めてまい

ります。

以下の質問については、担当課長が答弁いたしますのでよろしく

お願いいたします。

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

１の１国、県、東電からの通報連絡につ○帰町準備室長（鈴木政己）

いての①どのような情報、連絡があったのかのご質問にお答えしま

す。

福島第２原子力発電所の通報連絡でありますが、午前５時59分の

地震発生後、ＦＡＸで地震情報および午前６時15分現在のプラント

の状況につきましての第１報が午前６時16分にございました。その

後、午前７時６分に３号機使用済燃料プール、冷却浄化系ポンプの

停止についての第１報があり、第２報として、午前７時54分に冷却

ポンプの起動、冷却再開の連絡がございました。また、ＦＡＸの送

信だけでなく、ＦＡＸの受信確認の電話連絡もあわせてございまし

た。なお、東京電力からは、午前７時頃に浪江町役場本庁舎へ、駐

在員の派遣がございました。国からは、楢葉オフサイトセンターへ

の、現地事故警戒本部の設置について、県からは、立地町での震度

５弱の地震発生による情報収集事態発生の連絡がございました。
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次に②、町の災害対策本部は3.11の教訓をどのように生かし、準

備宿泊者に対する避難対応はどうされたのかのご質問にお答えしま

す。

町では11月22日に発生した地震および津波に対する対応に加えま

して、原子力発電所の状況につきましては、初動から重点的に情報

の収集に努めてまいりました。準備宿泊者の方への対応としまして

は、原子力発電のモニタリングポストの値や、使用済燃料プールの

温度上昇率等、発電所の状況を踏まえまして、情報の収集をした結

果、準備宿泊者の方に対します避難は不要であると判断したところ

でございます。また、3.11において津波による甚大な人的被害が出

ましたことから、沿岸部におきましては、広報車両による注意喚起

および町内全域に防災行政無線により津波の注意喚起を実施したと

ころでございます。

次に２番の燃料プール焼却一時停止による重大な危険と根本問題

についての①原因は水位低下によると発表されたが、その危険をど

のように認識しているのかのご質問にお答えします。

議員お質しのとおり、燃料プールの水位が低下することにより、

燃料が露出し、冷却出来なくなることは、非常に危険な事象である

と認識しているところであります。東電によりますと今回の冷却停

止は、安全のために止まる正常な仕組みであったとのことでありま

すが、不安を与えたことは事実であるため、情報公開のあり方をし

っかりと見直すべきと考えているところでございます。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは、大きい２番、避難指示解除○復興推進課長（山本邦一君）

時期と町民の安全、安心についての１番、町民アンケートの結果に

ついての①どのように分析し、どのように対応されるかのご質問に

お答えいたします。

住民意向調査の速報版のポイントとして、帰還意向について、戻

りたいと考えられている方が、17.5％と昨年度と概ね同じ、まだ判

断つかない方が3.3％減少、戻らないと考えられている方が4.6％増

加していることが挙げられます。

背景として、震災から５年以上経過し、新たな場所での生活を選

択された方が増加したことによるものと推測しております。また帰

還時期については、すぐに戻りたいと考えられる方がいらっしゃる

という現実を受け止めるとともに、まだ速報版でございますので、

、 、その他の帰還意向の変化について どのような要因が考えられるか

しっかり分析した上、必要な対応を検討してまいります。

総務課長。○議長（吉田数博君）
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②避難生活の長期化と町の対応についてお○総務課長（佐藤良樹君）

答え申し上げます。

精神的損害、家賃の賠償は、平成29年３月を避難指示解除と見込

、 。まれ 相当期間を１年として平成30年３月まで賠償されております

しかしながら、避難指示解除の時期は決定されたものではなく、ま

た、相当期間は６年を超える長期避難後の状況を踏まえて、適切に

設定されなければならないものと認識してございます。東京電力に

対しては当然、適切に賠償することを要求しております。さらに国

に対しても、同様に求めているところでございます。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

２番目の有識者検証委員会の報告と課○復興推進課長（山本邦一君）

題についての20mSv安全論の認識を問うというご質問にお答えいた

します。

年間20mSv以下という解除基準につきましては、６月に実施した

住民懇談会等においても国から説明があったところでありますが、

有識者検証委員会としては、年間20mSv以下という基準に甘んじる

ことなく、可能な限り低い線量数値を目指すこととご指摘を受けた

ものと考えております。９月議会においても、町長より答弁申し上

げているとおりですが、町としてあくまでも長期的に年間１mSv以

下の追加被ばく線量を達成することを目指しており、20mSv以下と

いう避難指示解除の要件を達成いたしましても、年間１mSv以下と

なるよう除染等の取り組みを強化し、またモニタリングを継続して

実施し、安全安心の町を取り戻していきたいと考えております。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

質問の２の２の②除染後の問題点○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

の把握と除染対策会議を設置すべきでないかという質問にお答えい

たします。

当町におきましては、今年度より有識者４名による除染検証委員

会を設立しており、帰還に向け放射線や除染作業に対する科学的な

見地から放射線低減化のための除染等効果を検証することを目的

、 、 。に 可能な限り町民の出席のもと 会の運営を進めてまいりました

委員会の中におきましても、議員がお質しのとおり町民より除染後

の問題点やきわ除染の声もあがりました。このような内容を踏まえ

た除染結果報告書を今月20日に報告出来るよう進めております。ま

た、次年度につきましても、除染の様々な問題について同一内容で

会の運営を進める予定となっております。

介護福祉課長。○議長（吉田数博君）

３番、医療・介護・福祉の体制整備に○介護福祉課長（佐藤祐一君）
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ついてということでございますが、私から介護福祉の部門について

答弁をさせていただきます。浪江介護福祉の部門で当面必要な人員

は何名なのかということについてでございますが、浪江町における

部分だけということは明確にすることは困難ですが、現状でスター

ト時に考えている人員は概算で24名程度は必要と考えております。

デイサービスのサポートセンターとして９名、訪問介護のサポート

センターとして10名、地域包括支援センターで５名程度ということ

でございます。福祉介護サービスの受け皿としては、主にデイサー

ビスを実施するためのサポートセンターにおいては１日あたり定員

26名で検討をいたしております。訪問介護を提供するためのサポー

トセンターについては、１日あたり定員20名から25名で検討いたし

ております。震災前に町内にありました介護福祉施設のうち、介護

、 、は４事業所 福祉は２事業所が避難先で再開を果たしておりますが

他の事業者は休業、廃業等の状況にあり、現時点での町内での再開

は困難な状況となっております。現在、帰町の意思を示している事

業者が２つしかないことから、この２事業者とサポートセンターと

しての再開の手法について協議、検討を重ねているところです。現

在のところ、各事業所においては最低限の人員の確保の見通しはつ

きましたが、さらに人員の募集をしていく考えでございます。登録

ヘルパーなどの非常勤のヘルパーなどについては、町内への帰還者

の中から探していくことになります。相双地域は介護や福祉の人材

の不足が深刻なため、国や県などに要請を重ねながら、検討してい

るところでございます。

仮設津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは、医療の体制整備に○仮設津島診療所事務長（居村 勲君）

ついてお答えをいたします。

浜通り地区の医療機関につきましては、放射線による不安等から

若い医療スタッフが県内外に転出するなど慢性的に人材不足が続い

ております。国、県には医療スタッフの確保、支援について再三要

望しておりますけれども、非常に厳しい現状であります。町といた

しましても引き続き県のドクターバンク等での募集を行い、医療従

事者の確保に努めてまいりたいと考えております。このような中、

現在整備中であります浪江診療所の医療従事者の確保につきまし

て、常勤医師につきましては内諾をいただいていているところでご

ざいます。看護師につきましては、来年度１名を正職員として採用

する予定であり、あわせて仮設津島診療所の看護師の配置替え等で

対応したいと考えております。また、受付事務につきましても２名

予定しておりますが、こちらにつきましては臨時職員で対応したい
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と考えております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

４番の里山再生モデル事業の早期○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

実現についての関係部局との調整結果を問うについてお答えいたし

ます。

里山再生モデル事業につきましては、事業の実施場所、規模、手

法につきまして、復興庁、環境省および林野庁と最終調整している

ところであり、出来るだけ早期に公表できるよう調整を加速させて

まいります。具体的には、除染や放射性物質の分布調査、人工林の

間伐、線量マップの作成、木質バイオマスの可能性調査等を実施し

ながら里山を再生していく考えでございます。

続きまして大きな３番、農業賠償および農業再開についての１の

①浪江町の農業再開の実態と今後の見通しについてお答えいたしま

す。

現在は、復興組合が中心となって除染後の農地保全に取り組んで

いただいている状況でございますが、現在の農地保全から次の段階

である営農再開に向けて、主体となる地域の方々との話し合いを進

めてまいりたいと思っております。

これら地域との話し合いは、農業関連施設の災害復旧事業の工程

に合わせて、早期に営農再開が見込める地区を優先して取り組んで

いるところでございます。

総務課長。○議長（吉田数博君）

同じく①後段、賠償方針についての問題意○総務課長（佐藤良樹君）

識と②検討への撤回と賠償継続を求めたかについてお答えいたしま

す。

町におきましても11月18日東京電力に対し、先に示された案は画

一的に示されたものであり、今後の営農等の再開や損害解消に

資するには極めて不十分なため、二本松事務所において、要求書

を手渡したところでございます。また、今般新たに一括支払年数を

１年追加するなどの方針が示されましたが、一括支払以降には依然

として不明確な内容でございます。今後につきましても実態を踏ま

えた相当の長期賠償等を示すよう東京電力並びに関係機関に対し、

要求をしてまいります。

また福島県原子力損害賠償対策協議会の意見集約時には、町内の

農地の現状および農林業施設の復旧状況等を具体的に示しまして、

風評以前に物理的に営農再開までの相当な期間を要することを訴

え、当協議会においてもこの訴えを踏まえていただきまして、草案

の見直しや避難指示区域内における賠償等を国に対して要望したと
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ころでございます。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

２番、①実証栽培のうちの土壌汚○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

染調査の結果はどうであったかというご質問にお答えいたします。

制限品目解除を目的とした実証栽培を行っておりますが、実証地

における汚染状況が最も高い地区で4430Bq/㎏でございました。核

種はセシウムで調査しております。この地区においては、ハクサイ

など結球性葉菜類、ホウレン草などの非結球性葉菜類、それからブ

ロッコリーなどアブラナ科花菜類、それからカブ、トウガラシを作

付けしましたが、全て基準値以下でございました。また、その他の

地区におきましても全て食品基準値以下でございました。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

②一般農地の土壌汚染調査はどの○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

ように実施するのかについてお答えいたします。

浪江町内において国の研究機関が土壌調査を実施しております。

それらの数値を収集しまして、整理をした上で今後の土壌調査をど

うするのかを決定していきたいと考えております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

３番、農業再開の支援についての○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

①避難元、避難先での農業再開支援について具体的な支援を問うと

いうご質問にお答えいたします。

まず避難元でございますが、町内の避難指示解除準備区域や居住

制限区域、または避難指示が解除された地区において営農再開する

ということであれば、原子力被災12市町村農業者支援事業で機械購

入などが対象となります。また土地利用型での再開、園芸作物を中

心とした再開など営農する形態によっても支援策が異なりますの

で、地域と総合的に検討し、ベストな支援策を関係機関一体となっ

て検討していきたいと考えております。また避難先で営農を再開す

る場合でございますが、避難先農業委員会の協力と避難先自治体の

個別の支援策をご活用していただくこととなります。各自治体と連

携をして営農再開支援をしていきたいと考えております。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

大きい４番の帰還困難区域の問題につ○復興推進課長（山本邦一君）

いての１拠点化構想についての①町の具体的構想と今後の進め方と

いうご質問にお答えします。

13番議員にもお答えしたとおりとなりますが、議員お質しのとお

り国から帰還困難区域の取り扱いに関する考え方が示され、この中

で居住を可能とすることを目指す復興拠点を市町村の実情に応じて
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適切な範囲で設定し、整備するとしております。

帰還困難区域の復興拠点につきましては、これ以前より帰還困難

区域の行政区長や役員の方々と意見交換会を行っており、町として

は、歴史的な背景から大堀地区、苅野地区、室原、津島地区の３カ

所に復興拠点を整備するなど、一定の考え方を整理していたところ

ではございますが、10月26日に帰還困難区域の行政区長への説明会

を国が行ったことを受け、改めて今後帰還困難区域の行政区や議会

の皆様との意見交換を行った上で、復興拠点についての議論を深め

ながら整理していく考えでございます。

続きまして、２番のそれ以外の地区の対策ということで①でござ

いますが、帰還困難区域以外の環境整備・社会資本の投資はどのく

らいかというご質問を受けております。

数値の正確な積み上げというのは中々難しいところですが、平成

24年度から平成27年度決算ベースの額と平成28年度予算において、

町の主要な４事業、いわゆる福島再生加速化交付金、福島復興交付

金、原子力災害避難区域等帰還再生加速事業委託金、福島避難解除

等生活環境整備事業委託金において環境整備と思われる事業および

投資的な事業を積み上げた結果ですが、おおよそ全体として200億

でございます。そのうち帰還困難区域で実施された防火帯整備事業

とか携帯不通話区域通報システム事業等が約10億でございます。従

いまして約190億程度が当該区域に係る事業と推計しております。

続きまして、②帰還困難区域の保全管理を福島再生交付金等で実

施出来ないかというご質問にお答えします。

福島再生加速化交付金については、公営住宅の整備など長期避難

者への支援とともに住民の早期帰還を推進するための帰還環境整備

交付金というものが主なものでございまして、県や各市町村が事業

主体となり事業実施するものとなっています。

帰還困難区域内の事業としては、現在、国の委託事業として道路

沿線の防火帯整備事業を行っておりますが、帰還困難区域の整備に

、 、 、ついては 復興拠点の整備も含めて 新たな取り扱い方針に基づき

国において予算措置するとしていることから、財源および進め方に

ついても国と協議してまいります。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

３番の帰還時必要物品等に係る割○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

引事業実施について①町民に対する水平展開を検討すべきではない

かについてお答えいたします。

今回実施しております帰還時必要物品等に係る割引事業につきま

しては、住民が帰還し生活を再開するために必要な品物等の一括購
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入に対し支援し、住民の帰還の促進に資することを目的としており

ます。

従いまして今回は準備宿泊を実施している町民を対象としたとこ

ろでございます。水平展開ということのご提案でございますけれど

も、来年度につきましては、プレミアム付事業再開帰還促進券の発

行を予定しております。こちらにつきましては、準備宿泊者や帰還

した方などの対象枠を設けず、浪江町民の方が希望すれば購入出来

。 、るものでございます また利用できる対象商品も拡大出来ますので

こちらの事業の推進を図ってまいりたいと考えております。

生活支援課長。○議長（吉田数博君）

大きな５番の災害公営住宅の諸問題、○生活支援課長（清水 中君）

高齢者障がい者の引越し援助、生活相談支援員との連携についてお

答えいたします。

現在、浪江町社会福祉協議会では、引越し資金を捻出することが

困難な方を対象にボランティアによる引っ越しの支援を行っており

ます。高齢者や障がい者で引越し作業が困難な方にも調査の上支援

が必要と判断された場合には支援を行っております。その際、生活

支援相談員は資金を捻出するのが困難な方に対しては、この制度の

利用を訪問時に紹介し、促しております。ただこの制度は今のとこ

ろ、県内の全地域の対象ではないということでありますので、中通

りから浜通りへの移動も可能となるように浪江町社会福祉協議会と

南相馬市社会福祉協議会とで協議を進めております。町といたしま

してもこれらの制度などを紹介するなど、状況に応じた対応を生活

支援相談員と連携して行ってまいりたいと思います。

次に、入居申し込み抽選結果、設計上の不備など相談の窓口を検

討すべきではないかという点でございます。

抽選結果が町民の要望が反映されていなかったということの件に

つきまして、今後このようなことがないように入居希望者から問い

合わせがあった時には、十分に理解するまで丁寧に説明すること、

柔軟な対応をすること、県に対し要請していきますし、町といたし

ましても何度も説明をしてまいります。また設計上の不備や不具合

につきましては、各建設事務所にご相談いただくことになっており

ます。また町に相談もありますので、これらの機関と常に連携して

連絡を密にして対応してまいります。

教育長。○議長（吉田数博君）

大きな６番の原発避難といじめについての○教育長（畠山熙一郎君）

ご質問にお答えします。

原発事故で避難した子どもがいじめに遭って大変辛い思いをして
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いたことの報道に接しまして、原発事故の惨さを痛感し、それが当

事者以外には中々理解されないものであることを改めて強く感じま

した。同時にいじめを防ぐためにはどのような些細なことも見落と

すことなく学校や教職員、保護者などと連携して早期に対応する必

要があることを再認識いたしました。そこで、避難先再開校の校長

に対しましては、児童、生徒の様子に注意することとともに、子供

たちや保護者等からの話や相談にきめ細かに対応するよう11月16日

付けの教育長名通知を発出したところでございます。また同日、原

発事故被災地の双葉地区教育長会としまして、文部科学省に今回の

ようないじめが再び起こることがないよう、何らかの対応をお願い

いたしました。文部科学省初等中等教育局児童生徒課は翌々の11月

18日付けで、東日本大震災により被災した児童生徒の受け入れや支

援に関する通知、これは以前に出しておいたものでございますが、

これに基づく適切な対応を重ねて依頼する文書を全国に出し、県教

育委員会はこれを受けまして市町村教育長宛てに通知での指導の徹

底を求めております。

さらに、浪江町から区域外就学をしている児童・生徒に関しまし

ては、以前から学校便りや町の広報誌等を通じて相談窓口の案内を

いたしてはおりますけれども、特に今回の問題への対応として、町

のタブレットや校長会のホームページで多くの人々が心を痛めてい

ることを伝えながらいつでも相談するよう呼びかけているところで

ございます。

15番、馬場君。○議長（吉田数博君）

資料配付。○15番（馬場 績君）

暫時資料配付のため休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時０３分）

再開します。○議長（吉田数博君）

（午前１０時０４分）

それでは、再質問で20mSv安全論とそれから避○15番（馬場 績君）

難解除時期の問題について町長と若干議論をしたいと思います。

今３枚の資料を渡しましたけれども、この法令における放射線規

則一覧表を見てください。明らかなことは、右肩のほう見てくださ

い。公衆の追加被ばく線量限度が１mSvであることの法的根拠とい

うことでずっと書かれております。これまでもこの場で同僚議員も

含めて議論をしました。例えば （ロ）のところに書いてあります、
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けれども、実効線量が３カ月につき250µSv。病院または診療所の病

室は３カ月につき1.3ミリ、だから年間5.2ミリ以下。専門職の被ば

く限度だということが法令規則上明らかになっていると、それから

１ミリについて言えば、左肩のほう個人被ばくの線量限度という一

覧表があります。その中の公衆被ばく、一般公衆について実効線量

年１mSv、国内保護における防護基準ということで、放射線規則に

関するそのほかの法令規則、電離放射線障害防止規則、これは労働

安全衛生法・同施行令。それから右のほうにいって医療法施行規則

あるいは核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律・同施行令とい

うことで政府の避難解除３要件あるいは浪江町の有識者検証委員会

でも20mSv安全論で避難解除の見解を示しておりますけれども、そ

れは今回の原発避難で緊急避難時20mSvを勝手に避難解除の数値に

変更したと、政府が都合の良いように変更したと。では法令上はど

うかというと、これは改正されていないわけですから法的な規則は

ここなんですよ。有識者検証委員会で様々な意見があるということ

もこれまでも町長は答弁をしてきました。しかし結果的には20mSv

以下安全論で報告を出していると、諸問題解決するということで、

、 。今様々行われておりますけれども よって立つ根本はここなんだと

これを無視して国が３要件の20ミリと言ったから、浪江町もという

ことでは有識者検証委員会の報告に値しないと言わざるを得ない。

それぞれ学識のある専門家ですから、敢えて私が、素人が敢えても

のを言うのも失礼な話なんだけど、例えば、浪江町有識者検証委員

会に入っている私の尊敬する児玉龍彦さんです。少なくてもこれま

で、彼が原発事故当時、どう言っていたかということです。福島の

現実を見てくれ。放射性核物質も最初はヨウ素131だけれども、今

はセシウムが問題になっている。もっと長期になれば別の各種が問

題になるかもしれない、従って膨大になると環境中もしくは人体中

で濃縮が起こり、健康被害の予測は非常に難しく、検査除染補償の

体制がはっきりしていることが大事だということを彼は記者会見で

こう明言しているんですよ。インターネットでとれますから。どこ

でどう検出したかは分からないけれども、これが20ミリになってき

ているという問題です。16の課題、それはそれとしてやんなくちゃ

なんないけれども、根本的な問題のところで脱線していると、これ

で果たして避難解除早期に踏み切っていいのかどうか改めて法令上

の関係で町長はどのように判断するかお答えください。

それから、先ほどの町長の答弁で、避難継続では新規企業の誘致

に不安があるんだと、民間企業が活動しやすいように環境整備をし

なければならない、それはそうだと思いますよ。しかし、あなたは
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５年８カ月経ちましたけれども戻りますか、どうしますか。明快な

設問意図を示してとったアンケートでは17.5％しかいずれ戻りたい

も含めて回答していないんですよ。あとの83.5％と民間企業の誘致

促進、天秤にかける問題ではないと思いますけれども、町長がそう

いう認識で避難解除に踏み切るということについては町民の安心・

安全を軽視または無視することになりはしないのか、もっと踏み込

んで町長があらゆる場で言ってきたように、今回の原発事故は憲法

13条憲法29条の違反なんだと、国、東電はあまりにも酷いことをや

ったと思いませんかということをこの場でも大衆の前でも言ってき

ましたよ。実は、今後どうするかという時に、余りにも酷いことを

やったことに対して、問題棚上げしたまま避難解除するということ

になるんです。町長の言行に矛盾が出てくるんです。企業誘致も大

事でしょう、しかし企業誘致を優先させて避難解除出来る環境には

ない。それは、だから両方よくするためにどうするか、やっぱり再

度再々調査をして再除染をやる、生活環境を整備するこういう環境

整備が求められると思うんですね。その前提の話だ。それで昨日の

議論で、三瓶課長は高いところを再除染したとあるいは町長は要求

をしたらば再除染もすると言っているという回答がありました。し

からば再除染したところは何カ所あるんですか。

それから昨日の議論でガンマカメラの活用が議論になりました。

1400件のうち600カ所で検査が終わった。平成29年３月終了だと言

。 。 。いました この情報を公開するものかどうなのか 公開すべきです

地図に落として、少なくても可視化出来るような形でガンマカメラ

の事業の成果を反映させるべきです。どうするか、多分宅地だと思

います。先ほどの私の質問で農地の除染について質問しました。正

直全く納得出来ない答弁です。これも先ほどのお配りした資料を見

てください。あとでもまた使いますけれども、福島民報2011年12月

12日のセシウム134、137の合計沈着量です。色別に区分しておりま

す。これは文科省が調べたものだということです。そこで浪江町は

赤いところもありますけれども、平米当たり６万以上というところ

もある。

時間です。○議長（吉田数博君）

農地除染について調査をして対策をとるべきだ○15番（馬場 績君）

と、どうするかお答えください。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。法令を考えてどのように今○町長（馬場 有君）

判断するのかということで、私も放射線量についてはあまり知見も

持っていませんし、素人であります。20mSvの見解を政府で出して
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いますけれども、私は元の状態に戻していただくということが一つ

、 。の目標ではないかと それは１mSv以下になることが目標であると

従って、この元の姿に戻っていけるような除染そういうものを、こ

れ時間かかると思います、物理的に。長時間になると思いますけれ

ども、時間を要していくということであります。従って、私は元に

戻していただきたいということであります。

さらには町民の安心・安全を守るために私が言ってきたことにつ

いての矛盾があるんではないかというご質問でありますけれども、

企業誘致は一つの問題でありまして、やはり９番議員に昨日答弁し

ましたように、１日も早く帰りたいという思う町民の方々がいらっ

しゃいます。これは少なくても今数字がアンケートの形で出ていま

すけれども、確かに少ない人数です。そういう状況ですけれども、

帰る、帰りたいという方々の思う気持ち、これは尊重していかない

といけないということだと思います。それから戻らないと決めた方

々についての権利の尊重も当然していかなくてはならないと考えて

おります。やはりこのふるさとを荒廃しているような状況をあのま

まにしておいたのでは、全く茫洋としたふるさとになってしまいま

すので、線量が低減化したところはある程度回復をさせていかなく

てはならないと考えております。先ほど馬場議員からありましたよ

うに、特に憲法22条の中に全ての国民は居住の自由、職業の自由、

移転の自由、それを尊重しなければならないということを謳ってい

ます。そういうことを踏まえて、私は町民の方から自宅で終の生活

を終わりたいという意見もありますので、そこはしっかり尊重して

いきたいと思っています。

先程来から解除をするということは、ふるさとの状態を前のよう

、 、にはならないと思いますけれども 前のようにとにかく戻していく

それが必要だということです。それを５年も10年も何も手をかけな

いような状況になってしまったら本当に目も当てられないふるさと

になってしまいますので、是非ここは線量の低減化したところはど

んどん回復に繋げていくと、そういうことだと思っています。それ

は色々考え方が様々あるやに思いますので、是非、馬場議員もご理

解を一つお願いしたいと思っています。

副町長。○議長（吉田数博君）

除染の関連でお答えいたします。○副町長（本間茂行君）

再除染についてでございますが、特に浪江町のその４の工事につ

いては他の町でも既に除染やってきたというメニューもありました

ので、そのメニューだけでは足りないということが分かっていると

ころがたくさんありました。というところですので、もう既に通常
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の除染をしながら追加除染のメニューもやってしまうということ

で、その４は基本的に進んでまいりました。それでもそれをやって

も高いところというか、比較的周りと比べて出てきております。そ

こはピックアップしてもらって町と環境省が入って大体さらに今の

ところ随時出てくるだけでも100件くらいあるんですが、そこを個

別にどこのお宅かというのを出して、お互いどういう計画でこれか

らさらに追加除染していくのかというところの打ち合わせをして順

次進めていくこととしております。

またガンマカメラのところの可視化については、個人の宅である

ということ、また複数宅から測ってそれを一気に一つで可視化する

とうのは難しいところがあると思いますので、そこは少し考えなけ

ればいけないなと思っております。

答弁漏れありますか。具体的に。○議長（吉田数博君）

［何事か呼ぶ者あり］

副町長。○議長（吉田数博君）

農地の除染については、今平成29年３月まで○副町長（本間茂行君）

ということで現在80％強の進捗でございます。その結果を見ながら

次年度以降検証委員会は町民も参加して継続していくことになって

おりますので、そういうのも検証しながら必要な箇所はさらに除染

をしていくということは必要だと考えております。

馬場君。○議長（吉田数博君）

20ミリ安全論と避難解除の関係について再々質○15番（馬場 績君）

問をいたします。

町長は人それぞれの考えがあるということで、馬場議員にもご理

解願いたいという答弁されましたけれども、人それぞれの考えにつ

いて私言っているんじゃないんですよ。ちゃんと国会で成立した法

律、あるいは関係省庁が施行公布した法令規則でこうなっているで

しょうと。それとの関係で問題があるんではないですか。避難解除

しなくていいなんて言ってるんじゃないんだよ。帰れる環境整備を

進めるべきだと、ただ時期は明示していないけれども、私は平成29

年３月問題と言っているけれども、平成29年３月に限りなく突き進

んでいるのではないかと、そういう懸念すら持っている。だから現

状がこうなんだから安心して暮らせるような生活環境整備が優先で

はないか。それは私が言っているのではなくて国の法律や施行規則

に基づいてちゃんと環境整備をすべきでしょうと言っているわけな

ので。町長そこのところ認識を変えてもらいたい。

それから、昨日の議論と今日の議論、重ねて再々質問したいのだ

けれども、昨日、避難解除の延期ということになると、浪江町で今
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計画している公共事業の財政的裏付けが中々難しいんだと、財政的

裏付けの担保が必要だと。従って、国が言っている方向で避難解除

しなければならないというそういう趣旨の町長発言でしたよ。財政

の裏付けの担保が必要だと。私は事業やるからには全くその通りだ

と思いますよ。しかし町民の暮らしをさておいて、公共事業さえ進

めれば、それで町民が安全・安心して戻れるのかと、そうではない

でしょうと。これも結論から言うならば、住民主人公ですよ。地方

自治ですよ、地方自治。住民主権の問題ですよ。もちろん国は避難

解除３要件で押しつけようとしてきているわけですから、様々な圧

力はあると思うよ、あると思うけれども、自分たちの浪江町の進む

べき道は自分たちが決めるという立場に立たないとだめだと思うん

ですよ。

実は、12月１日高木本部長と意見交換がありました。同僚議員か

ら今後の町の財政が非常に心配だと、町の財政手当てについても継

。 、続的にお願いしたいという意見が出たんですよ そのことに対して

高木さんは何と言ったか 「皆さんはそういうけれども、我々政府、

としては全国1700の自治体と相手に仕事をしなければならないんだ

と、皆さんの言うことばかり聞いてられない」という趣旨の回答し

たんですよ。私は高木さん、何を言っているんですかと、私たちは

好き好んで避難しているんじゃないでしょうと、問題の根本、問題

の原因はどこにあるんですかと、原発事故でしょうと、長期避難を

余儀なくされているんでしょうと、そのために復興再生に向かって

町長を先頭に、あるいは議会も一緒になって全力を挙げて今頑張っ

ているわけだから、1700分の１に同じく見られたんでは困ると言っ

たら、それは失礼しましたと、それから別な意味ではこう言いまし

たよ。財政の話をした、あるいは農業再開の支援についてなんだけ

、 「 」、れども そうしたら高木さんは 駄々をこねてもらっては困ると

これも私は言ったんですよ、我々に向かって駄々をこねるとはなん

ですか、取り消してくれ、そしたら彼は素直に取り消しました。し

かし政府の感覚はそういう感覚なんですよ。それは私が言っている

ことは高木さんだけの問題ではないんだと、今日ここに来ている20

名か30名いたでしょう。皆さんにも分かってほしいんだと言いまし

た。町長もどーんと腰を据えて体を張って言うことは言う、取るべ

きものは取る、町民に理解と納得、求めるべきものは納得出来るよ

うな条件整備をして、事を進めるべきではないですか。それがまだ

出来ていないでしょう。昨日の議論から明らかなように、それで３

月解除ということは早計過ぎませんか。

従って、準備宿泊の延長で環境整備を進めていく、町長のやりた
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いことと環境整備とは矛盾しないでしょう。そういう対応が求めら

れているでしょうと言っているわけです。お答えください。

それから、医療介護の問題でそれぞれ各部門別に考えている、人

員体制も含めてお話ありました。これも率直にお尋ねいたします。

それでは24名確保出来るかということになるんですよ。これは課長

は答弁できないと思います。実はこれも12月１日の高木さんとのや

り取りで言ったの。医療介護福祉の体制は県内はもちろん、全国的

にも人員体制は厳しいけれども、特別な配慮は願いたい。そしたら

高木さんは、そう言われると頭が痛いんだと、本当は浪江に医者何

人、何が何人とちゃんと国が責任を持って配当出来るようになれば

いいんだけども、正直まだそうはいっていない、そうはなっていな

い、そう出来るように努力しますということだった。町長、この体

制を実現することですよ。いつまで出来ますかと言ったって来年３

月、辞令は出すかもしれないけれども、これでスタートなんか出来

ないと私は思う。だから高木さんは我々に対してそこまで約束して

いるわけでから、しっかり言うということです。

それから、医療の問題で、昨日いただいた12月12日の全員協議会

の通知に浪江診療所の医師の配置についてという項目で町から説明

があるということでした。現在、一人行っているわけだけれども、

新たな医師の配置があるのかどうなのか。交換、色々情報は出てお

りますけれども、そこのところ医療体制とのことで、医療について

は、少なくとも浪江診療所どういう体制になるのか、医師だけでは

なくて薬剤師あるいは臨床技師も含めてどういう体制を考えている

のかということをお答えください。

最後ですから、農地への土壌調査について最後にやります。帰る

人の帰られる部分、これからも含めて農家の人が帰るのではないか

と。これは2011年9月13日の福島民友新聞です。チェルノブイリの

その後に係わったジャークロジャー氏の発言も含めて出ているんで

すけど、食品検査は集落単位で長期的にやるべきだということが出

ています。それからこれは2011年５月11日の朝日新聞です。先ほど

配った小さな資料にセシウムの分布図が出ていますけれども、これ

を見ても浪江町の土壌汚染は酷いということが明らかですよ。これ

を見ても、先ほどの小さな資料を見ても、従って土壌汚染の調査を

どうやるか改めて明快な答弁を求めます。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

再質問の解除の件についてのご質問にお答えを○町長（馬場 有君）

したいと存じます。

馬場議員誤解していると思うんですけど、昨日の一般質問につい
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ての私の予算の問題については、いわゆる検証委員会の16項目があ

りました。例えば、帰還困難区域の除染計画の策定を早くしろと示

せという項目があります。そのいわゆる帰還困難区域の除染の計画

をきっちり出さなければ、いくら拠点をやっていこうとしても出来

ないわけです。まずとにかく除染していかなくちゃならないわけで

す。だから除染の予算をどういう形で付けていくのかと言うような

話をこれからやっていかなくちゃならない。

それからＪＲ常磐線の全線復旧。これは浪江の予定としては平成

29年の３月から再開するということです。ところが、南の双葉、大

熊、これは平成32年開通することになっているんです。ではその間

代行バスとか何かでやっていかないといけない、そのための予算は

どこに裏付けがあるのですかということが我々の担当課の中で課題

が抽出されてきているわけであります。それについてどう政府が対

応していくのかという問題でありまして、これはきっちり返事もら

っていかないと、検証委員会の裏付けになりませんので、それを私

はそのための予算要求をこれから政府とやっていかなくてはならな

いという話をしたつもりなんです。私の説明不足があったというこ

とだと思いますが、そういうことで全く馬場議員が不安に思ってい

るようなことはありません。一切政府とは対峙をしながら、とにか

く一つ一つ課題をまとめていきたいなと思っていますのでよろしく

お願いしたいと思っています。

それから、医療機関の関係もこれも議会の皆さんのお力添えで色

々な医師の確保についても私どもで提案出来るような状況になって

きました。これは国にもうお願いはしています。私が言っているの

は、国は一体何してくれた、一人のお医者さん世話してくれたか、

してないですよ。私どもが、担当課が探すと言うとおかしいですけ

れども、人材を発掘して私どもに常勤医が入るように決まってきた

わけです。ですからそういう問題は責任を持って国がきっちりやっ

ていただくということで、これからも私らの課題については要請を

してまいりたいと思いますので、議会の皆さんと一緒になってやっ

ていきたいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。

本間副町長。○議長（吉田数博君）

農地の土壌関係でございます。○副町長（本間茂行君）

生産者の被ばくの管理という面で、現在除染を行っております。

その結果と効果、しっかり見極めて検証していくことが大事だと思

っております。また土壌については、研究機関が実施したものがご

ざいます。これを整理して、どういう対応が必要なのかというのを

見た上で決定していきたいと思っております。
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はい。○議長（吉田数博君）

情報公開を求めて私の一般質問を終わります。○15番（馬場 績君）

ありがとうございました。

以上で、15番、馬場績君の一般質問を終わりま○議長（吉田数博君）

す。

ここで10時50分まで休憩といたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３６分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時５０分）

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時５１分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時５５分）

◎請願・陳情の付託

日程第２、請願・陳情の付託を行います。○議長（吉田数博君）

今期定例会において受理した陳情６件は、会議規則第92条第１項

の規定により、お手元に配付した請願・陳情文書表のとおり所管の

常任委員会に付託します。

なお、所管常任委員会は、会期中に審議のうえ、議長あて報告を

お願いします。

◎議案第９４号から同意第７号一括上程、説明

お諮りします。○議長（吉田数博君）

日程第３、議案第94号 一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部改正についてから、日程第18、同意第７号 教育委員会委

員の任命についてまでを一括議題としたいと思います。ご異議あり

ませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、日程第３、議案第94号から日程第18、同意第７号までを

一括議題といたします。

日程第３、議案第94号 一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部改正についてを議題とします。
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町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第94号 一般職の任期付職員の採用等に関○町長（馬場 有君）

する条例の一部改正についてご説明いたします。

本案は、福島県人事委員会勧告等に基づき、一般職の任期付職員

の期末手当の支給割合を改定するものであります。

詳細については、総務課長に説明させます。

詳細説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

それでは、同議案資料によりご説明申し上○総務課長（佐藤良樹君）

げます。

改定の内容でありますが、特定任期付職員の期末手当について６

月期及び12月期の支給割合をそれぞれ100分の155から100分の160に

改めるものでございます。合わせて0.1カ月分の増額改定というこ

とになります。また、附則第４条において平成28年12月期の支給割

合については100分の160を100分の165とするものでございます。施

行期日でございますが、この条例は公布の日から施行とすることと

しまして、附則第４項の改正規定は平成28年12月１日から適用する

ものでございます。

なお、対象につきましては、現在１名でございます。よろしくお

願いします。

日程第４、議案第95号 町長等の諸給与支給に○議長（吉田数博君）

関する条例の一部改正についてを議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第95号 町長等の諸給与支給に関する条例○町長（馬場 有君）

の一部改正についてご説明いたします。

本案は、福島県人事委員会勧告等に基づき、町長等に支給する期

末手当の算定基礎額に乗ずる割合の改正を行うものであります。

詳細については、総務課長に説明させます。

詳細説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

。○総務課長 佐藤良樹君（ ） 同じく同議案資料により説明申し上げます

改定内容でありますが、期末手当の算定基礎額に乗ずる割合につ

いて、６月期を100分の142.5から100分の147.5に12月期を100分の

152.5から100分の157.5に改定するものでございます。これにつき

ましても合わせて0.1カ月分の増額改定となります。

附則第７項におきまして、平成28年12月期に支給する期末手当の

算定基礎額に乗ずる割合につきましては、100分の162.5とするもの

でございます。施行期日でございますが、この条例は公布の日から
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施行することとしまして、附則第７項の規定でございますが、平成

28年12月１日から適用するものでございます。

よろしくお願いします。

日程第５、議案第96号 職員の給与に関する条○議長（吉田数博君）

例の一部改正についてを議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第96号 職員の給与に関する条例の一部改○町長（馬場 有君）

正についてご説明いたします。

本案は、福島県人事委員会勧告等に基づき、職員の給料月額等所

要の改正を行うものであります。

詳細については、総務課長に説明させます。

詳細説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

それでは、同じく同議案資料により説明申○総務課長（佐藤良樹君）

し上げます。

主な改正でございますが、まず本法関係では若年層に重点をおい

ての改定でございまして、平均で0.06％の引き上げとなります。

次に、諸手当関係では医療職給料表の適用を受ける職員に対する

支給月額の限度額改正。勤勉手当では、再任用職員以外の職員が

0.1カ月分の増額、再任用職員にあっては0.05月分を増額改定する

ものでございます。また扶養手当については、配偶者の扶養手当を

段階的に引き下げ、子の扶養手当を引き上げるものでございます。

施行期日等につきましては、それぞれ以下の記載のとおりでござい

ます。

続きまして、条例の新旧対照表により主な改正内容について説明

申し上げます。なお、文言等の改正につきましては省略をさせてい

ただきます。

始めに２ページをお開きください。まず第９条の２は医療職給

料表の適用を受ける職員の月額支給額の限度額につきまして、41万

3300円から41万3800円とするものでございます。

次に、第21条第２項１号は、再任用職員以外の職員の勤勉手当の

支給率の改正でございます。100分の80を６月に支給する場合にお

いては100分の80、12月に支給する場合においては100分の90とする

ものでございます。第２号は再任用職員の改定で、100分の37.5を

６月に支給する場合においては100分の37.5、12月に支給する場合

においては100分の42.5とするものでございます。

次に、３ページから18ページ中段まででございますが、行政職給

料表及び医療職給料表でございまして、先ほど申し上げましたとお
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り若年層に重点をおいての改定で、行政職にあっては１級から３級

まで、医療職につきましては２級までの改定でありまして、差額に

つきましては、行政職につきましては最大700円の増額改定でござ

います。なお、医療職については該当はございません。

次に18ページをお開きください。第10条第３項扶養手当の改正で

あります。改正前は、配偶者につきましては１万3000円、配偶者以

外の扶養親族が一人につき6500円でございましたが、平成29年４月

１日から配偶者が１万円、子については8000円、その他の扶養につ

いては6500円となります。

なお、職員に配偶者がいない場合については、子は１万円、父母

等につきましては9000円となります。

次に、第４項以下につきましては、文言等の整理でございます。

次に、21ページをお開きください。第21条第２項第１号は平成29

年４月１日施行に係る勤勉手当の改正でありまして、この改正第１

条で平成28年度の支給に係る改正をしたものを改正前の条文に戻し

まして、第１号再任用職員以外の職員にあっては0.1月分の増額改

定でありますので、６月期及び12月期の支給率をそれぞれ100分の

85とするものでございまして、再任用職員にあっては0.05月分の増

額改定でありますので、６月期及び12月の支給率をそれぞれ100分

の40とするものでございます。改正前の条文でございますが、支給

率については２ページの改正前の支給率をご覧いただきたいと思い

ます。

次に、平成30年４月１日施行分でありまして第10条、次ページ第

３項でございますが、同じく扶養手当の改正でございます。第２条

で平成29年４月１日施行分の改正に続くもので、平成30年４月１日

からは配偶者については１万円から、その他の扶養親族と同額の

6500円に、扶養親族たる子については一人につき8000円から１万円

とするものでございます。なお、附則施行期日等については記載の

とおりでございます。

よろしくお願いします。

日程第６、議案第97号 浪江町国民健康保険診○議長（吉田数博君）

療所条例の一部改正についてを議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第97号 浪江町国民健康保険診療所条例の○町長（馬場 有君）

一部改正についてご説明いたします。

本案は、浪江診療所及び仮設津島診療所の建設に伴い、施設名称

及び施設所在地の変更等所要の改正を行うものであります。
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詳細については、仮設津島診療所事務長に説明させます。

詳細説明、仮設津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは、議案第97号資料に○仮設津島診療所事務長（居村 勲君）

よりご説明を申し上げます。

、 、始めに制定の趣旨につきましては 今回の診療所建設事業に伴い

施設の名称及び所在地の変更等のため条例の一部の改正を行うもの

でございます。

次に、主な内容につきましては、新旧対照表により浪江町国民健

康保険診療所条例第２条に浪江町国民健康保険浪江診療所の名称及

び位置を追加し、浪江町国民健康保険仮設津島診療所の位置を二本

松市油井字大久保118番地に変更するものでございます。施行期日

は附則で定める日から施行する。

説明は以上です。よろしくお願いいたします。

日程第７、議案第98号 浪江町応急仮設診療所○議長（吉田数博君）

設置条例の廃止についてを議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第98号 浪江町応急仮設診療所設置条例の○町長（馬場 有君）

廃止についてご説明いたします。

本案は、浪江診療所の新設に伴い、浪江応急仮設診療所設置条例

を廃止するものであります。

詳細については、仮設津島診療所事務長に説明させます。

詳細説明、仮設津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは議案第98号資料によ○仮設津島診療所事務長（居村 勲君）

りご説明を申し上げます。

始めに制定の趣旨につきましては、浪江町国民健康保険浪江診療

、 、所が設置されることに伴い 浪江町応急仮設診療所を廃止するため

同応急仮設診療所の設置条例である本条例を廃止するものでござい

ます。

主な内容につきましては、条例の廃止でございます。施行期日は

浪江町国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例の施行の日か

ら施行する。なお、附則の括弧書きの条例番号につきましては議案

第97号で上程しております診療所条例の一部を改正する条例の議決

を経た後に公布手続きの際に取得する番号となりますので、現時点

では未定のため空欄となっております。

説明は以上です。よろしくお願いいたします。

日程第８、議案第99号 調停の申立てについて○議長（吉田数博君）

を議題とします。
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町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第99号 調停の申立てについてご説明いた○町長（馬場 有君）

します。

本案は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に起因し

て、町が所有する土地の価値の喪失又は減少に関する損害について

東京電力ホールディングス株式会社に対して損害賠償を求めたもの

の、支払いに応じないことから、原子力損害賠償紛争解決センター

へ調停の申立てを行うにあたり、地方自治法第96条第１項第12号の

規定により議会の議決を求めるものであります。

詳細については、復興推進課長に説明させます。

詳細説明、復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは、議案によりご説明申し上げ○復興推進課長（山本邦一君）

ます。

１．調停の申立て先、東京都港区西新橋１丁目５番13号原子力損

害賠償紛争解決センター。

２．調停の申立ての相手方の住所及び氏名、東京都千代田区内幸

町一丁目１番３号東京電力ホールディングス株式会社代表執行役社

長 廣瀬直己。

３．申立ての要旨、町は相手方に対して平成28年度６月15日に請

求した115億8622万6304円のうち、一部支払いに合意した額等控除

すべき額を除いた額及び申立てに係る代理人に要する費用を支払う

よう調停を求める。

４．申立ての方針 （１）弁護士法人湊法律事務所（法人受任所、

属弁護士、湊一将、武田雄介及び天野智之）及び弁護士井上航を代

理人と定める （２）町は、本調停において適当と認める条件で相。

手方と和解することができる。

説明は以上であります。

日程第９、議案第100号 物品購入契約の締結○議長（吉田数博君）

について（小型・軽量積算線量計購入）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第100号 物品購入契約の締結についてご○町長（馬場 有君）

説明いたします。

本案は、小型・軽量積算線量計の購入について地方自治法第234

条第１項の規定による随意契約により落札者となった株式会社千代

田テクノル福島営業所所長 樋口英実と契約を締結するにあたり、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第
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３条の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

詳細については、健康保険課長に説明させます。

詳細説明、健康保険課長。○議長（吉田数博君）

それでは、契約の内容についてご説明○健康保険課長（居村 勲君）

を申し上げます。議案によりましてご説明申し上げます。

まず契約の目的は、小型・軽量積算線量計の購入でございます。

納入場所は福島県二本松市北トロミ地内で浪江町役場二本松事務所

になります。

契約の方法は地方自治法234条第１項の規定による随意契約であ

ります。金額は6199万2000円うち取引にかかる消費税及び地方消費

税の額459万2000円であります。契約の相手方でございますが、福

島県双葉郡楢葉町大字上繁岡字小六郎86番地４、株式会社千代田テ

クノル福島営業所所長 樋口英実であります。

納期につきましては、議会の議決を得た日から平成29年３月28日

であります。購入内容につきましては、議案第100号資料により積

算線量計3000台。積算線量計表示器700台でございます。

よろしくお願いいたします。

日程第10、議案第101号 平成28年度浪江町一○議長（吉田数博君）

般会計補正予算（第６号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第101号 平成28年度浪江町一般会計補正○町長（馬場 有君）

予算（第６号）について。

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９億4293万1000

、 。円を追加し 予算総額を299億1213万7000円とするものであります

詳細については、復興推進課長に説明させます。

詳細説明、復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは、事項別明細書によりご説明○復興推進課長（山本邦一君）

を申し上げます。

８ページをお開きください。歳入でございますが、款８地方特例

交付金、項１地方特例交付金、目１地方特例交付金122万1000円を

増額しておりますが、地方特例交付金の額の確定によるものでござ

います。

款９地方交付税、項１地方交付税、目１地方交付税6757万4000円

の増額でありますが、特別地方交付税の増額で再生加速化交付金の

事業増に伴う地方負担の補填分の増によるものでございます。

次に、款13国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金

２億1910万5000円の増は、福島再生加速化交付金でございまして、
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北棚塩のロボット関連産業団地整備事業ほか６事業分となっており

ます。

次に、目２民生費国庫補助金２億4065万8000円の増額ですが、対

象額の確定により、臨時福祉給付金給付事務費補助金を3405万円減

額。また新たに実施される経済対策臨時福祉給付金事業に係る事務

費補助金を２億7470万8000円増額しております。

次に９ページに移りまして、款13国庫支出金、項３委託金、目１

総務費委託金945万5000円の増額でありますが、節３原子力災害避

難区域等帰還再生加速事業委託金の増額で有害鳥獣等駆除事業ほか

１事業分となっております。

次に、10ページをおめくりください。款17繰入金、項２基金繰入

金、目１財政調整基金繰入金9513万3000円の増は、今回の補正に伴

う財源調整による繰入でございます。目２浪江町復旧復興基金繰入

金１億4440万円の増は、共同調理場新築工事ほか５事業分を本基金

から繰入するものでございます。

続いて、目９浪江町帰還環境整備交付金基金繰入金１億6107万円

の増は、北棚塩ロボット関連産業団地整備事業ほか２事業分を本基

金から繰入するものでございます。

次に、款19諸収入、項５雑入、目１雑入186万5000円の増は、主

なものとして多面的機能保全向上活動補助金精算金を179万6000円

計上しております。

次に、11ページをお開きください。ここからは歳出の説明となり

ます。

始めに、今回各科目に計上しております給料、職員手当等、共済

費でございますが、先ほど上程しました人勧に係る職員の給与等に

関する条例の一部改正等に係る補正分と給与等の精算見込みによる

補正がございます。内訳は人勧による補正額が1210万3000円、精算

見込みによるものが3455万2000円総額で4665万5000円の補正増とな

っております。

なお、以降各科目ごとの人件費の補正については説明を省略させ

ていただきます。

13ページをお開きください。款２総務費、項１総務管理費、目８

企画費３億1883万7000円の増でございますが、節13委託料が１億

2800万9000円の増でございまして、全て北棚塩のロボット関連産業

団地整備に係る委託料でございまして、調査測量設計委託料、基本

、 、 、計画策定業務委託料 不動産鑑定業務委託料 立木調査業務委託料

監理業務委託料となっております。節17公有財産購入費144万2000

円の増、さらに節22補償補填及び賠償金の立木補償費104万1000円
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の増額についても同事業に係るものとなっております。節25積立金

１億8834万5000円の増は、北棚塩ロボット関連産業団地整備事業ほ

か３事業分で複数年度にわたる事業となるため、福島再生加速化交

付金を浪江町帰還環境整備交付金基金へ積み立てするものでござい

ます。

目９情報管理費、節13委託料165万5000円の増は、社会保障関係

システムの改修委託料を計上しております。

次に、14ページをお開きください。款２総務費、項２徴税費、目

１税務総務費634万3000円の増の主なものは、節23償還金利子及び

割引料500万円の増で町税還付金の増によるものでございます。

16ページをおめくりください。款３民生費、項１社会福祉費、目

１社会福祉総務費の節28繰出金452万1000円の減は、国保会計に係

る人勧及び職員人事異動分の人件費反映によるものでございます。

同様に目２老人福祉費、節28繰出金324万3000円の増は、介護保険

会計に係る人勧及び職員移動分の人件費反映によるものでございま

す。

続きまして、目７の臨時福祉給付金事業費２億5115万8000円の増

、 、は 臨時福祉給付金に係る事務費及び給付金を計上しておりまして

主なものとして、節３職員手当が100万円の増で一般職員の時間外

手当、節７賃金383万1000円の増が臨時事務補助員の賃金、節12役

務費519万6000円の増は、申請書等の郵送費として通信運搬費411万

6000円、給付金の振込手数料108万円、さらに節13委託料が臨時福

祉給付金システム改修委託料として1365万円の増。

17ページに入りまして節19負担金補助及び交付金２億2615万5000

円の増は、新たな経済対策として支給する臨時福祉給付金が、２億

4970万5000円の増。あと対象額が確定したことにより、年金生活者

等支援臨時福祉給付金については2355万円の減額となっておりま

す。

18ページにお進みください。款３民生費、項３災害救助費、目３

住家被害等認定調査費、節13委託料140万円の増は、調査件数見込

みより住家被害等認定調査委託料を増額するものでございます。

19ページに移りまして、款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境

衛生費216万9000円増の主なものは、節19負担金補助及び交付金189

万9000円の増でございまして、申請見込みによる合併処理浄化槽設

置整備事業補助金を増額するものでございます。

20ページをおめくりください。下段になりますが、款４衛生費、

項２清掃費、目１清掃総務費、節19負担金補助及び交付金1500万円

の増は、町内の住宅清掃に係る補助金を計上しております。
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21ページに進みまして、款４衛生費、項３上水道費、目１上水道

費3160万7000円の増は、節15工事請負費2053万7000円の増が町内で

の飲料水を確保するための井戸のボーリング工事費。節19負担金補

助及び交付金1107万円の増が上水道事業で実施した濁度計設置事業

や通水調査事業の精算に伴う補助金を計上しております。

次に、款６農林水産業費、項１農業費、目３農地費、節23償還金

利子及び割引料134万8000円の増は、前年度交付を受けた多面的機

能保全向上活動補助金の確定による精算金を計上しております。

22ページをおめくりください。款６農林水産業費、項２林業費、

目１林業総務費、節８報償費1239万1000円の増で、捕獲隊の活動強

化に伴う捕獲隊報償を計上しております。

23ページに進みまして、款７商工費、項１商工費、目２商工振興

費322万4000円の増の主なものは、節15工事請負費250万円の増で仮

設商業施設の追加の外装、内装工事費を計上しております。

24ページをおめくりください。款８土木費、項２道路橋梁費、目

２道路維持費、節11需用費324万円の増は、町内の防犯灯の修繕費

を計上しております。

25ページに進みまして、款８土木費、項４都市計画費、目２公共

下水道事業費、節28操出金102万7000円の減は、公債費の償還見込

額の確定に伴い公債費充当分の操出金を減額しております。

次に、款８土木費、項５住宅費、目２復興公営住宅費、節13委託

料771万8000円の増は、公営住宅管理システム構築業務委託料を計

上しております。

次に、款９消防費、項１消防費、目１常備消防費、節19負担金補

助及び交付金859万5000円の増は、消防費負担金の確定による双葉

地方市町村圏組合負担金となっております。

28ページにお進みください。款10教育費、項３中学校費、目１学

校管理費、節13委託料262万3000円の増は、東中学校の技術室の耐

震補強工事監理業務委託料となっております。節15工事請負費1504

万7000円の増は、同じく東中学校の技術室の耐震補強工事費となっ

ております。

次に、最下段になりますが、款10教育費、項６保健体育費、目３

学校給食調理場費２億1125万円の増は、節13の委託料が320万8000

、 。円の増で 共同調理場の新築工事の監理業務委託料となっています

節15工事請負費が２億804万2000円の増で共同調理場の新築の工事

費となっております。

29ページに進みまして、款12公債費、項１公債費、目１元金、節

23償還金利子及び割引料166万1000円の増の主なものは、日本郵政
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の元金償還金149万4000円の増。さらに目２利子、節23償還金利子

及び割引料372万7000円の減の主なものは、日本郵政の利子償還金

が334万6000円の減となっております。いずれも公債費の償還見込

額が確定し、補正するものでございます。

５ページにお戻りください。第２表の繰越明許費補正の説明です

が、追加といたしまして、款２総務費、項１総務管理費、北棚塩ロ

ボット関連産業団地整備事業１億3049万2000円については、イノベ

ーション・コースト構想に基づくロボットテストフィールド関連事

業でございまして、測量調査、基本計画策定、用地買収等一括して

事業を進めるため翌年度に繰り越すものでございます。

次に、款３民生費、項１社会福祉費、経済対策臨時福祉給付金事

業２億7470万8000円については、給付金事務が次年度に及ぶことと

なることから翌年度に繰り越すものでございます。

次に、款８土木費、項２道路橋梁費、町道小熊田宮田線道路改良

事業3200万については、用地取得、実施設計に時間を要し、年度内

完了が困難となることから、翌年度に繰り越すものでございます。

次に、款８土木費、項４都市計画費、防災集団移転促進事業108万

1000円については、大平山地区の埋蔵文化財本格調査報告書作成業

務となっておりますが、年度内完了が困難となり翌年度に繰り越す

ものでございます。

次に、款８土木費、項４都市計画費、道路事業１億5036万9000円

については、町道請戸漁港小高瀬さく線ほか２路線の詳細設計につ

、 。いて年度内完了が困難となり 翌年度に繰り越すものでございます

次に、款８土木費、項５住宅費、公営管理システム整備事業771万

8000円については、来年度６月からのシステム運営を目指し、今年

度から事業着手するため翌年度に繰り越すものでございます。

次に、款10教育費、項３中学校費、浪江町小中学校技術室耐震補

強事業1767万円については、来年度竣工予定の浪江町小中学校改修

に向け、今年度から技術室耐震事業に着手するため翌年度に繰り越

すものでございます。

次に、款10教育費、項３中学校費、浪江小中学校グラウンド整備

事業600万円についても、来年度竣工予定の浪江町小中学校改修に

向け、今年度からグラウンド整備事業に着手するため翌年度に繰り

越すものでございます。

次に、款10教育費、項６保健体育費、浪江町共同調理場整備事業

２億1125万円につきましても、来年度竣工予定の浪江町小中学校改

修に向け、今年度から共同調理場整備事業に着手するため、翌年度

に繰り越すものでございます。
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次に、議案資料をご覧ください。議案101号資料として補正予算

による基金の運用状況をご説明申し上げます。

まず、１の財政調整基金については、歳入で9513万3000円を取り

崩し、補正後の残高は12億8757万円。２の浪江町復旧復興基金は、

歳入で１億4440万円を取崩し、補正後の残高は61億3538万4000円。

３の浪江町帰還環境整備交付金基金は、歳入で１億6107万円を取崩

し、歳出で１億8834万5000円を積み立て、補正後の残高は４億5792

万2000円となります。

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。

日程第11、議案第102号 平成28年度浪江町国○議長（吉田数博君）

民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第102号 平成28年度浪江町国民健康保険○町長（馬場 有君）

事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ452万1000円

を減額し、予算総額を56億4430万5000円とするものです。

今回の補正は人件費の補正でありまして、歳入は、一般会計繰入

金452万1000円を減額するものであります。

歳出は、一般会計、人件費、同額452万1000円を減額するもので

あります。

よろしくお願いいたします。

日程第12、議案第103号 平成28年度浪江町国○議長（吉田数博君）

民健康保険直営診療施設事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

します。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第103号 平成28年度浪江町国民健康保険○町長（馬場 有君）

直営診療施設事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いた

します。

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ619万4000円を

追加し、予算総額を11億4822万1000円とするものです。

詳細については、仮設津島診療所事務長に説明させます。

詳細説明、仮設津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは、事項別明細により○仮設津島診療所事務長（居村 勲君）

ご説明申し上げます。

６ページをお開きください。始めに歳入につきましては、款３県

、 、支出金 項１目１福島県地域医療復興事業補助金619万4000円の増
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これは浪江診療所開設に伴う運営費に対する県補助金でございま

す。

続きまして、歳出についてご説明申し上げます。

７ページをお開きください。款１総務費、項１、目１一般管理費

1519万4000円の増、これは給料の職員手当等の人件費の補正を行う

もののほか、節11需用費172万円の増、これは浪江診療所開設に伴

う消耗品費、光熱水費等でございます。

次に、８ページをお開きください。節13委託料450万円の増、こ

れは施設警備委託料と浪江診療所医師委託料でございます。

次に、節14使用料及び賃借料152万2000円の増、これは浪江診療

所医師送迎用のタクシー借上料並びに宿舎借上料等でございます。

次に、節18備品購入費211万7000円の増、これは診療所開設に伴

う家電等の購入費でございます。

次に、節19負担金補助及び交付金141万円の増、これは津島診療

所移転に伴う水道加入負担金でございます。

次に、款２医業費、項１目４医薬品衛生材料費900万円の減、内

訳は津島診療所において使用見込みによる1000万円の減、浪江診療

所において100万円の増でございます。

説明は以上です。よろしくお願いいたします。

日程第13、議案第104号 平成28年度浪江町公○議長（吉田数博君）

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第104号 平成28年度浪江町公共下水道事○町長（馬場 有君）

業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ486万4000円を

追加し、予算総額を13億6628万4000円とするものであります。

歳入は、繰入金486万4000円を増額するものです。

歳出は、下水道総務管理費、下水道維持管理費、人件費89万1000

円、下水道災害復旧費500万円を増額、公債費102万7000円を減額す

るものであります。

よろしくお願いいたします。

日程第14、議案第105号 平成28年度浪江町農○議長（吉田数博君）

業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第105号 平成28年度浪江町農業集落排水○町長（馬場 有君）

事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。
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本案は、人件費の補正でありまして、歳入歳出予算の総額8283万

8000円に増減はありません。

今回の補正は、歳出の農業集落排水総務管理費133万6000円を減

額、予備費を133万6000円増額するものであります。

よろしくお願いいたします。

日程第15、議案第106号 平成28年度浪江町介○議長（吉田数博君）

護保険事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第106号 平成28年度浪江町介護保険事業○町長（馬場 有君）

特別会計補正予算（第２号）について。

本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ324万3000円を

追加し、予算総額を29億4087万6000円とするものであります。

詳細については、介護福祉課長に説明させます。

介護福祉課長。○議長（吉田数博君）

歳入歳出補正予算事項別明細書の６ペ○介護福祉課長（佐藤祐一君）

ージをお開きください。

款１国庫支出金、項１国庫負担金、目１介護給付費負担金179万

円の増、これは今回の歳出、款２保険給付費の補正による国庫支出

金の増額であります。

続きまして、款３県支出金、項１県負担金、目１介護給付費負担

金減免分179万円の減、これは今回の歳出、款２保険給付費の補正

による県支出金の減額であります。

款５繰入金、一般会計繰入金、目４その他、一般会計繰入金324

万3000円の増は、今回の歳出、総務管理費の補正による一般会計繰

入金の減額でございます。

次に、７ページをお開きください。

［何事か呼ぶ者あり］

ごめんなさい。一般会計繰入金の増額○介護福祉課長（佐藤祐一君）

でございます。失礼いたしました。

次に、７ページをお開きください。

歳出総務費、項１総務管理費、目１一般管理費の人件費につきま

しては、これは人事異動及び人事勧告による人件費の再計算に伴い

ましての増額でございます。

下段の款２保険給付費、介護給付サービス等諸費、目１居宅介護

サービス給付費、節19負担金補助及び交付金、居宅サービス給付金

1920万円の減、これはサービスの利用者が当初の見込みより減少し

ているためでございます。通常介護では29名の減、訪問介護では７
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名の減、通常リハビリでは５名の減となってございます。

続きまして、款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、目２地

域密着型介護サービス給付費4680万円の増ですが、これは地域密着

型介護サービス中地域密着型通所介護定期巡回随時対応型訪問介護

看護のサービス利用者が当初の見込みより増加しているものでござ

います。

次に、８ページをお開きください。保険給付費、項１介護サービ

ス等諸費、目３施設介護サービス給付費、負担金補助及び交付金施

設介護サービス給付費2800万円の減は、これは当初の見込みよりも

施設利用者が少なくなっているためのものでございます。

特定入所者介護サービス費40万円の増、これは特定入所者介護サ

ービス、予防サービス利用者が当初の見込みより４名ほど増加いた

しているものでございます。

説明は以上でございます。

日程第16、議案第107号 平成28年度浪江町後○議長（吉田数博君）

期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第107号 平成28年度浪江町後期高齢者医○町長（馬場 有君）

療特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

本案は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９万3000円を

追加し、予算総額を7116万1000円とするものであります。

歳入は、後期高齢者医療保険料の減額更正により、諸収入、償還

金及び還付加算金９万3000円の増額。

歳出は、諸支出金、償還金及び還付加算金、同額９万3000円の増

額であります。

よろしくお願いします。

日程第17、議案第108号 平成28年度浪江町水○議長（吉田数博君）

道事業会計補正予算（第２号）を議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第108号 平成28年度浪江町水道事業会計○町長（馬場 有君）

補正予算（第２号）についてご説明いたします。

今回の補正の主なものは、収益的支出で301万3000円を増額する

もので、人件費の補正及び電気代200万円増額の補正であります。

また、資本的支出では、企業債償還金22万3000円の増額でありま

す。

よろしくお願いいたします。
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日程第18、同意第７号 教育委員会委員の任命○議長（吉田数博君）

についてを議題とします。

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

同意第７号 教育委員会委員の任命についてご○町長（馬場 有君）

説明いたします。

本案は、教育委員会委員の今野秀則氏が平成28年12月31日で任期

満了となることから、今野氏の再任について、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、議会の同意を

求めるものであります。

今回、同意を求める今野秀則氏の略歴については、資料に記載の

とおりでありますが、福島県を退職後、福島県社会福祉協議会の職

員として、地域福祉活動のほか、福祉教育の推進に尽力されておら

れる方であり、さらに、下津島行政区長を平成21年から歴任される

、 、 、など高い見識を有する方で 教育委員として適任であり 引き続き

本町の教育振興にご尽力いただきたいと考えております。

議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。

以上で、提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

◎延会について

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

質疑については15日に行うこととし、本日の会議はこれで延会し

たいと思います。

ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。

休会中の活動日程を申し上げます。各常任委員会の招集日は８日

及び９日で各委員長が指定する場所で開催します。また、12日は全

員協議会、13日は復興・創生特別委員会をこの場所で開催いたしま

す。時間はいずれも９時30分からとなります。関係課長等につきま

しても出席要請があった場合は、出席をお願いします。

◎延会の宣告

本日はこれで延会といたします。○議長（吉田数博君）

15日は午前９時から本会議を開きますので、ご参集をお願いしま

す。

なお、本日の全員協議会は午後１時30分からここにおいて開催を
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いたしますので、よろしくお願いいたします。

（午前１１時４９分）



平成２８年１２月 ８日（木曜日） 委員会

平成２８年１２月 ９日（金曜日） 委員会

平成２８年１２月１０日（土曜日） 休 日

平成２８年１２月１１日（日曜日） 休 日

平成２８年１２月１２日（月曜日） 全員協議会

平成２８年１２月１３日（火曜日） 委員会

平成２８年１２月１４日（水曜日） 休 会



１ ２ 月 定 例 町 議 会

（ 第 ３ 号 ）
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平成２８年浪江町議会１２月定例会

議 事 日 程（第３号）

平成２８年１２月１５日（木曜日）午前９時開議

日程第１ 議案第 ９４号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について

議案第 ９５号 町長等の諸給与支給に関する条例の一部改

正について

議案第 ９６号 職員の給与に関する条例の一部改正につい

て

議案第 ９７号 浪江町国民健康保険診療所条例の一部改正

について

議案第 ９８号 浪江町応急仮設診療所設置条例の廃止につ

いて

議案第 ９９号 調停の申立てについて

議案第１００号 物品購入契約の締結について（小型・軽量

積算線量計購入）

議案第１０１号 平成２８年度浪江町一般会計補正予算

（第６号）

議案第１０２号 平成２８年度浪江町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号）

議案第１０３号 平成２８年度浪江町国民健康保険直営診療

施設事業特別会計補正予算（第２号）

議案第１０４号 平成２８年度浪江町公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）

議案第１０５号 平成２８年度浪江町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号）

議案第１０６号 平成２８年度浪江町介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）

議案第１０７号 平成２８年度浪江町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号）

議案第１０８号 平成２８年度浪江町水道事業会計補正予算

（第２号）

同意第 ７号 教育委員会委員の任命について

追加日程第１ 同意第８号 監査委員の選任について

日程第２ 請願・陳情審査報告
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陳情第 ６号 避難指示解除地区のセシウムを含めた様々

な核種（コバルト、ストロンチウム、プル

トニウム等々）の土壌検査の実施の陳情

陳情第 ７号 議会単独でもいいので、浪江町の役場、そ

して二本松の役場にて各月１回程度の懇談

会を開いてほしいという陳情

陳情第 ９号 浪江町民の思いに対して議会の誠意を求め

る陳情

陳情第 １０号 陳情（給付型奨学金の創設及び無利子奨学

金の拡充を求める意見書の提出について）

日程第３ 発委第 ６号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求

める意見書（案）

追加日程第２ 発委第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁

償に関する条例の一部改正について

日程第４ 発議第 ４号 土壌の核種分析を求める意見書（案）

日程第５ 発議第 ５号 「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金

の拡充を求める意見書（案）

日程第６ 発議第 ６号 東京電力福島第一原発並びに第二原発の一

連の冷却にかかわる情報開示の在り方と東

京電力福島第二原発の廃炉を求める意見書

（案）

追加日程第３ 発議第７号 東京電力福島第一原発並びに第二原発の一

連の冷却にかかわる情報開示の在り方に対

する抗議と東京電力福島第二原発の廃炉決

断を求める決議（案）

追加日程第４ 発議第８号 原発事故自主避難者に対する住宅支援の継

続を求める意見書（案）

日程第７ 委員会の閉会中の継続審査又は調査について
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出席議員（１４名）

１番 渡 邉 泰 彦 君 ２番 佐々木 勇 治 君

３番 鈴 木 幸 治 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 平 本 佳 司 君 ６番 松 田 孝 司 君

７番 山 崎 博 文 君 ９番 佐々木 恵 寿 君

１０番 山 本 幸一郎 君 １１番 泉 田 重 章 君

１２番 佐 藤 文 子 君 １３番 紺 野 榮 重 君

１４番 三 瓶 宝 次 君 １５番 馬 場 績 君

欠席議員（０名）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 副 町 長

馬 場 有 君 宮 口 勝 美 君

副 町 長 教 育 長

本 間 茂 行 君 畠 山 熙一郎 君

代 表 監 査 委 員 総 務 課 長

山 内 清 隆 君 佐 藤 良 樹 君

復興再生事務所長
兼まちづくり整備課長 復 興 推 進 課 長

安 倍 靖 君 山 本 邦 一 君

町 民 税 務 課 長 産業振興課長補佐

武 隈 吉 美 君 蒲 原 文 崇 君

ふるさと再生課長 帰 町 準 備 室 長

三 瓶 徳 久 君 鈴 木 政 己 君

健 康 保 険 課 長 兼
仮 設 津 島 診 療 所
事 務 長 介 護 福 祉 課 長

居 村 勲 君 佐 藤 祐 一 君

会 計 管 理 者
生 活 支 援 課 長 兼 出 納 室 長

清 水 中 君 鈴 木 貞 孝 君
教 育 委 員 会 事 務 局

教育次長兼浪江町中央公

民館長兼浪江町津島公民

館長兼浪江町図書館長

大 原 教 知 君

職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 次 長

清 水 佳 宗 横 山 秀 樹
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書 記

柴 野 早 苗
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◎開議の宣告

ただいまの出席議員数は14人であります。○議長（吉田数博君）

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

（午前 ９時００分）

◎議事日程の報告

、 。○議長 吉田数博君（ ） 本日の議事日程は お手元に配付のとおりです

◎議案第９４号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第94号 一般職の任期付職員の○議長（吉田数博君）

採用等に関する条例の一部改正についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第94号 一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部改正についてを採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第94号は原案のとおり可決されました。

◎議案第９５号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第95号 町長等の諸給与支給に○議長（吉田数博君）

関する条例の一部改正についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第95号 町長等の諸給与支給に関する条例の一部

改正についてを採決いたします。

採決は起立により行います。
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本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第95号は原案のとおり可決されました。

◎議案第９６号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第96号 職員の給与に関する条○議長（吉田数博君）

例の一部改正についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第96号 職員の給与に関する条例の一部改正につ

いてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第96号は原案のとおり可決されました。

◎議案第９７号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第97号 浪江町国民健康保険診○議長（吉田数博君）

療所条例の一部改正についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第97号 浪江町国民健康保険診療所条例の一部改

正についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第97号は原案のとおり可決されました。
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◎議案第９８号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第98号 浪江町応急仮設診療所○議長（吉田数博君）

設置条例の廃止についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第98号 浪江町応急仮設診療所設置条例の廃止に

ついてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第98号は原案のとおり可決されました。

◎議案第９９号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第99号 調停の申立てについて○議長（吉田数博君）

を議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

、 。これより 議案第99号 調停の申立てについてを採決いたします

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第99号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１００号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第100号 物品購入契約の締結○議長（吉田数博君）

について（小型・軽量積算線量計購入）を議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。
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15番、馬場君。

100号についてお尋ねをしたいと思います。○15番（馬場 績君）

従来、線量計を貸与していたわけですが、今回の購入台数は3000

台です。従来貸与物品の貸与件数は何件だったでしょうか。

それから、議案説明もありましたし、いずれ議案資料として配付

されていますから見れば分かるということかもしれませんけれど

も、従来物品と今回購入物品の性能における違いは何か。

それから、今回物品貸与の活用について留意すべきことはどうい

うことなのかということについてお尋ねをしておきたいと思いま

す。

答弁者、健康保険課長。○議長（吉田数博君）

それではお答えいたします。○健康保険課長（居村 勲君）

、 、貸与件数につきましてですけれども 11月30日現在ですけれども

特例宿泊に対しまして224台で、町内で農業の復興組合ということ

で活動されている方に対して５台で、これまでの準備宿泊では232

台、また浪江町の本庁舎で勤務しております職員用ということで93

台で、あとはホテルなみえで従業員の方にも必要だということであ

りましたので10台、議員の皆様に９台で合計で573台の貸出状況で

ございます。

性能の違いということでございますけれども、性能の違いはござ

いません、同じものでございます。

次に、活用の点ということでございますけれども、当初、浪江町

では、将来の帰還人口の予想ということで5000人と目標を定めてお

りましたので、その5000台を購入したということでございます。

15番、馬場君。○議長（吉田数博君）

確認をしながら再質問をさせていただきます。○15番（馬場 績君）

従来件数、貸出合計573件というのは、これはＤシャトルという

ことではなくて、一般線量計でしょうか。Ｄシャトルですよね。な

お、私が最初にお尋ねしたのは、従来線量計の貸与件数は何件だっ

。 、 、たでしょうか 従来 これまで一般町民に貸し出しているんですよ

私も持っていますけれども。Ｄシャトルでないものと言えば分かる

でしょうか。同じ意味ですけれども。ということについて再度お尋

ねしたいと思います。

性能においては差がないと。性能は日進月歩より高度化、高密化

されていると思うんですけれども、程度は同じということでしょう

か。

それから３点目の目標5000人ということは、今回購入台数が300

台、それから105。
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［ 3000台」と呼ぶ者あり］「

失礼、3000台です。購入台数3000台。それから○15番（馬場 績君）

表示器が700台ということですが、それぞれ購入台数3000を5000に

するということでしょうが、表示器はどれぐらい購入計画をされて

いるのかお示しをいただきたいと思います。

答弁、健康保険課長。○議長（吉田数博君）

従来のガラスバッチの件というご質問○健康保険課長（居村 勲君）

でございますけれども、ガラスバッチ。

［何事か呼ぶ者あり］

個人線量計。積算線量計ではなくて空○健康保険課長（居村 勲君）

間線量。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１１分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１２分）

、○健康保険課長 居村 勲君（ ） それでは精密博士の件につきましては

今数字をもっておりませんので、後ほどお答えいたします。

、 。二つ目の ガラスバッチとＤシャトルは全然性能が当然違います

表示器の購入台数ということでございますけれども、第１回目当

初で買いましたのが1000台で、今回は700台ということでございま

す。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１２分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前 ９時１３分）

健康保険課長。○議長（吉田数博君）

それでは空間線量計の台数でございま○健康保険課長（居村 勲君）

すけれども、7575台でございます。

15番、馬場君。○議長（吉田数博君）

要するに、7575台ということは、分散世帯も含○15番（馬場 績君）

めて、あるいは職員等どうしても必要だという場合には世帯とは別

に個人貸与もあったと思うんだけど、合計で7575台だと。今回最終
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的には5000台ということですけれども、いずれにしても被ばく管理

については、測る、調べるとそういう対応が一番大事だと思うんで

す。

従って、今回最終的に5000台だということになると、従来の対応

件数からすると2500台、2600台ぐらい少ないんではないかと。その

ことについてどう対応するのか。

それから、問題は物品貸与だけでは意味がないことで、それをど

う収集をして分析して町民に返すかということが大事だと思うんで

す。そのことについてはもちろん関係会社あるいは研究機関との連

携も当然考えていると思うんですけど、測定データの分析と情報開

示、それも含めた活用というか安全・安心を科学的に担保するとい

うことのために十分な活用方法を検討する必要があると思います。

そのことについてどうお考えなのかお尋ねをします。

健康保険課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○健康保険課長（居村 勲君）

先ほど申し上げました空間線量7575台に対して5000台では少ない

のではないかというご指摘でございます。今回5000台と当初で申し

上げましたけれども、この5000台につきましては国と協議をいたし

まして、足りなければ国の予算で追加で購入出来るということで確

認をしております。ですので現状は5000台、まずは確保いたしまし

たけれども、足りなければ随時追加をいたします。

、 、 、次に データの分析でございますけれども 議員お質しのとおり

ただ貸しただけではこの性能と言いますか、Ｄシャトルの機能が果

たせませんので、当然データの分析ということが必要であると認識

しております。これらにつきましては、弘前大並びに関係機関と連

携をしながらデータの分析、そして皆様にお知らせするというそう

いうやり方を実施しております。今後もしてまいります。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第100号 物品購入契約の締結について（小型・

軽量積算線量計購入）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］
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起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第100号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０１号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第101号 平成28年度浪江町一○議長（吉田数博君）

般会計補正予算（第６号）を議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

15番、馬場君。○議長（吉田数博君）

何点かお尋ねをいたします。○15番（馬場 績君）

10ページ、款19諸収入、雑入で186万5000円補正計上になってい

ます。内容説明では、補助金の精算という金額が179万6000円ある

んですが、補助金の精算がなぜ雑入なのかということについてお尋

ねをいたします。

なお、これに関連する歳出は農地費で償還金134万8000円が計上

されております。

雑入と農地費に補正計上されている償還金134万8000円と関連が

あるのかどうなのか。関連があるとすれば金額の上でも違うと私は

補正予算書を見たわけですが、お答えをいただきたい。

次、16ページですが、社会福祉費繰出金452万1000円減額補正で

す。国保会計の繰出金の減額補正と計上されていますが、補正予算

提案説明では、人勧分という説明があったと思うんです。これは当

初予算との差とも考えられますけれども、人勧分全体としては増額

になるわけですけれども、減額補正の理由について、内容について

ご説明をいただきたい。

それから19ページ、環境衛生費、目３環境衛生費、節19の負担金

補助金及び交付金、説明欄には合併処理浄化槽設置整備事業補助と

ありますが、まず整備台数も含めた積算根拠についてご説明をいた

だきたい。なお、これは再質問でやったほうが良いかもしれません

けれども、予算提案説明では実績見込みだということでした。かか

る意味について一緒にご説明をいただきたい。

それから20ページ、清掃総務費、款４衛生費、目１清掃総務費で

すね。住宅清掃費補助金1500万、言われているクリーンハウスとか

という事業費なのかと思いますけれども、事業内容についてご説明

をいただきたい。

それから一体の中身ですからあわせてお尋ねしますけれども、こ

の補助金についてはどういう基準、限度が設定されているのかとい

うことについてお答えをいただきたいと思います。

それから21ページ、上水道費、衛生費、目１上水道費、19の負担
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金及び補助金及び交付金で1170万円、上水道事業補助金これも予算

書説明で通水精算分という説明がありました。ちょっと予算計上の

中身と説明の中身が理解出来ませんので改めてご説明をいただきた

いと思います。

それから23ページ、商工振興費ですね。節15に工事請負費250万

円。これはマルシェなみえの分だとは思うんですけれども、仮設店

舗、外装、内装の追加分ということです。そこでこれはこれとして

分かりました。分かりましたけれども、仮設店舗に係る工事請負の

町の助成分というか、その事業費はいくらになっているのかと。今

後の見込みはどうなのかということです。

それから24ページ、道路修繕費が予算計上されております。これ

も事業費324万円の修繕料は防犯灯の修繕分だという説明がありま

した。それは当然必要なことだと思います。そこで修繕料概算なの

か、それとも防犯灯１灯あたり幾らということで補正計上されてい

るのかどうかということが１点。

それから今１点は、事業費としては同じだと思うんですけど、帰

還困難区域における防犯灯の整備について町はどのように対応され

ているのかということをあわせてお尋ねいたします。

最後28ページ、28ページで学校給食費、教育費、東中学校。

学校給食調理場費、工事請負で２億800万円ほど委託料320万円ほど

計上されております。補正でとって、これから新築ということに新

築工事に着手するわけだけれども、５ページの繰越明許共同調理場

事業費、満額ですね。満額繰り越しになっています。

なお、繰越明許に計上されていますが、工事のスケジュール等に

ついてお示しをいただきたい。

答弁者、産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

それでは、まず10ページの歳入雑○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

入になりますけれども、多面的機能保全向上かつ補助金精算金につ

いてのご質問にお答えいたします。まずこちらの多面的機能保全。

マイク寄せて。○15番（馬場 績君）

すみません。まずこの多面的機能○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

保全事業でございますが、事業自体は５年間の計画により各地区に

設置された保全組合様に各地区の農振農用地の面積に応じて事業費

が確定されて、毎年度支払われるというものでございます。その事

業額の範囲内で各作業を実施していただくということになっており

、 、 、まして その年度で実施出来なかった 余った事業残額については

各組合において次年度に繰越しをして、管理していただくというこ

とになっております。今回補正した部分でございますが、昨年度、
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27年度についてなんですけれども、本来であれば農振農用地の面積

でカウントするところを農用地全体の面積でカウントして支払われ

たというようなことでございまして、過年度分の精算という部分で

各組合から過年度分で差額分について一回返納していただくという

のが10ページの精算金の歳入の部分になっております。

それとあわせて21ページの歳出でございますが、その返納いただ

いた部分について県にお返しするという部分が21ページの補正の額

となっております。この差額についてでございますが、各組合に支

払われる分については、国、県、町でそれぞれ補助の割合がござい

ます。返していただく分には、その町分も含めた額で返していただ

くと。県に返す時には国、県の分で返すということになるので差額

が生じているということでございます。

健康保険課長。○議長（吉田数博君）

それでは次に、16ページの節20繰出金○健康保険課長（居村 勲君）

452万1000円の減の内訳ということでございます。それでは内訳を

申し上げます。まず、一般職給225万7000円の減、一般職の扶養手

当２万1000円の減、次に、一般職期末手当63万3000円の減、一般職

勤勉手当11万9000円の減、一般職通勤手当６万6000円の減、一般職

住居手当27万9000円の減、次に、一般職児童手当25万5000円の増、

、 、 、次に 福島県町村職員退職手当組合町負担金52万4000円の減 次に

福島県市町村職員共済組合町負担金87万4000円の減、次に、地方公

務員災害補償基金町負担金3000円の減、合計で452万1000円の減と

なります。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

19ページの合併処理浄化槽設置整○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

備事業補助金189万9000円の根拠でありますけれども、５人槽が３

、 。基 ７人槽が２基これは申請予定の数を今回補正に上げております

帰町準備室長。○議長（吉田数博君）

20ページでございますが、住宅清掃費○帰町準備室長（鈴木政己君）

補助金でございます。事業の目的ということでございますが、東日

本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う避難により

まして、長期にわたり管理が出来なくなっておりまして、汚損等の

被害を受けました、避難指示解除準備区域内及び居住制限区域内の

、 。住宅の清掃に要します費用に対しまして 補助金を交付いたします

また、住んでおられた方の住宅で再びお住まいになる方が対象とな

ります。

事業の内容といたしましては、特例準備宿泊の実施のお知らせを

しました平成28年７月19日以降に遡りまして、事業者に依頼された
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方に対しまして、清掃費の申請によりまして補助をするものでござ

。 、 。います 補助金の上限でございますが 上限額は15万円となります

。その100件分ということで1500万円計上させていただいております

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

21ページの水道事業負担金1107万○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

円の内訳について申し上げます。濁度計借上事業これが平成27年度

分81万円、上水道管路点検業務委託これが972万円、濁度計借上事

業これが平成28年度分で54万円、合計で1107万円となります。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

23ページ、商工費の工事請負費の○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

ご質問についてお答えいたします。

こちらについては、まちなみまるしぇ仮設商業施設の部分でござ

いますが、手すりの部分と段差が、町道に面している部分なんです

けれども、地盛りした部分で段差が生じているということで、そこ

の転落防止の工事を安全対策のために実施するということでござい

ます。

今後の予定としては、これら追加工事を行うことによって全て完

了されるものということで想定しております。

まちづくり整備課長。○議長（吉田数博君）

24ページの修繕料の件でござい○まちづくり整備課長（安倍 靖君）

ます。324万円、こちらは防犯灯の電球交換として300基を計上して

ございます。それから帰還困難地域を含んだ改修計画ですが、来年

度町内全域ＬＥＤ化の計画がございます。その中で帰還困難地域も

含めて計画していきたいと考えてございます。

教育次長。○議長（吉田数博君）

28ページの浪江町共同調理場の工事のスケ○教育次長（大原教知君）

ジュールについてご説明いたします。年度内発注をかけまして、来

年度の来年９月の完成を目指しております。

15番、馬場君。○議長（吉田数博君）

それでは、再質問をさせていただきます。○15番（馬場 績君）

10ページの多面的機能保全にかかわる雑入の科目上の取り扱いと

その中身についてですが、いずれにしても過年度分であるにせよ、

雑入という扱いはあまりにも会計処理としては雑すぎはしないか

と。過年度分の精算だから雑入ではなくて科目に関わるその減額補

正というか償還金ということで三角で計上するという取り扱いが正

常ではないかなと思います。それから課長の説明で県に対する県の

差額分としてここに計上したんだと、歳出の分で134万8000円はこ

れもおかしくない。県の部分も含めて町が予算計上しているわけで
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しょう。町の分も含めて予算計上しているわけでしょう。じゃあ農

地保全に関わる面積カウントでその差額が出たと、いわゆる全体管

理100からすれば60だ、70しかしなかったと、あとの30、あとの40

については返還償還があったということでしょう。そこまでは分か

る。では町の償還分はどこにあがっているの。さっきの課長の説明

だと県の分はあげたけれども、町の分はあげなくて良いという説明

はなかったけれどもあげてない、結果的にはあげなくて良い。総務

課長、副町長となにかやり取りしているけれども、別なところで計

上されているのかどうかということです。いずれにしても整合性の

ある説明をしてください。

それから、16ページの社会福祉費の452万1000円の減額補正の中

身については分かりました。細かな説明ありましたが、要するに当

初予算との差額、今回人勧分、増額計算したにしても差額としてこ

れだけ出てくると、減額になると、こういう予算の組み方だという

ことで理解してよろしいですか。それとも全く違うのかな。そこの

、 。 。ところ 言っていること分かるよね もっと言わないと分からない

当初予算で1000なら1000あったでしょうと、人的配置も含めて現場

の体制はこうだと、今回人勧によるベアがあったと、プラスマイナ

スでこれだけの減額になったということなのですかということで

す。

それから、環境衛生費合併浄化槽、５人槽、７人槽これは当然の

ことながら下水道に接続不可能な事業として予算計上されたという

理解でよろしいのかどうか。私のところは帰還困難区域だからそも

そもまだそこまでいってないわけだけれども、一方では帰町復興進

めようとしている、進めていると。一方では下水道の通水は基本的

には８月で上下水道の通水は８月で完了したという報告なんだけれ

ども、今回の合併浄化槽設置の事業計上ということは、そういうエ

リア外の地域で発生した事業なんでしょうか、ということも含めて

お尋ねいたします。

それから、クリーンハウスの分だと思うんだけれども、上限15万

円で100件分で1500万円の予算を組んだと、これはこれで必要なこ

とだと思うんですけれども、住宅清掃費、例えば、私も中古物件を

求めてクリーンハウスをお願いしました。だから一方では帰町の準

備、帰還促進というそういう事業にも対処しなくてはならないと思

うんですよ。様々な理由で町民は、自分のこと言って大変失礼なん

だけれども、住宅清掃の事業費は出費していると、別な意味で言う

と東電賠償の請求も出来るんですよ。その兼ね合いについてどうご

理解をされているのかと。こういう制度を設けたということは、私
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は良いと思うんだけれども、片方では東電賠償を請求すると、片方

では15万円限度で町から補助金をもらうということについてはもっ

と精査する必要があるのかな。もしやるとすれば多面的だというか

水平展開だ、一般質問でもやったけれども。町民の予算だから、町

民のお金だからそういうことも考える必要があるんではないかとい

うお尋ねをしておきます。

それから、21ページの上水道で、負担金補助金1170万円のことに

ついてお尋ねをしたいと。

［何事か呼ぶ者あり］

1107万円、ありがとうございます。○15番（馬場 績君）

補正計上の内容説明をお願いをいたします。

それから、23ページの商工振興費、仮設店舗の総事業費はどのく

らいになったでしょうか。大体これで完了だということですから。

あわせてまるしぇなみえのなんでしょう、利活用の現状、町として

は当初期待していたとおりだという評価なのか、そうではないこう

いう点でもっと改善をして準備宿泊なり帰町復興に結びつけた事業

展開したいというそういう課題等があれば、お示しをいただければ

と思います。

それから、道路修繕費、帰還困難区域も含めて来年全町的にＬＥ

Ｄ化するので、帰還困難区域も次年度その事業に当てはめたいとい

うことなので、是非お願いいたします。なお、これは質問からちょ

っと外れるんですけど、帰還困難区域でも長期避難になっているも

のですから、様々な盗難等あるいは防犯上の声が寄せられておりま

す。現場は見てないんだけれども、どうも動物ではなくて人が入っ

て台所をいじったり、押入をいじったり、寝床まで敷いてあったと

いうことではないにしても、どうもその人の生活の痕跡らしいそう

いう様子すらうかがわれるということなので、道路修繕費で防犯灯

の修繕対策、修繕予算を計上しているわけだけれども、全体として

防犯対策を強化する必要があると。特に帰還困難区域は山間部です

から防犯灯を置いたからそれで防げるということではないかもしれ

ませんけれども、総合的な防犯対策を求められるということを現状

の問題とあわせて１点だけ申し上げておきたいと。お答えはいりま

せん。

それから最後、28ページの学校給食調理場費についてですが、２

点です。

一つはこれまで様々な復興事業で追加補正というか入札不落、入

札不調、契約変更、資材等の値上がりによるということで様々な契

約変更が度々提起されてきました。そうした状況も視野に入れて予
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算の範囲でしっかりした工事が出来るように十分な工事発注をすべ

きではないかと。工事発注に絡んで、これまでも様々な角度から一

般質問なり、予算の審議でご指摘申し上げてきましたけれども、結

果的に１社独占ということが甘い入札に結びついているのではない

かとそういう懸念すらあるということですので、町内事業者の育成

ということも含めて、町の公共事業発注に厳正かつ適正、透明かつ

公平な発注の対応を求めておきたいと思います。これは学校給食調

理場費に絡む問題ではありますけれども、公正な公共事業の発注と

いう点から町当局の立場でご答弁するものがあればお答えを頂戴し

たいと思います。

答弁者、復興推進課長。○議長（吉田数博君）

それでは、１点目の16ページの、16ペ○復興推進課長（山本邦一君）

ージではなくて10ページのなぜ雑入に入れているのか、予算編成の

観点でご説明申し上げます。通常現年度分に処理出来る返還金、精

算金であれば、当然ながら歳出の科目において補正減という形で組

むのがルールでございます。過年度分につきましては、基本的に歳

出に組むということではなくて、雑入で今回のように補助金の精算

等については処理させていただいているところでございます。

それから、２点目の21ページ、償還金ということで134万8000円

上がっているんですが、その雑入分との差額分の町負担分の部分は

どうなっているのかというご質問でございますけれども、その差額

分というのは一般財源でございますので、そのまま今回の場合には

補正で歳入歳出とも合計で同額となっています。

従いまして、その一般財源分については、これ以外の歳出の科目

の一般財源部分の負担にとけ込んでいるというのが予算上から見え

るところでございます。

総務課長。○議長（吉田数博君）

16ページの人件費に係る部分のご質問です○総務課長（佐藤良樹君）

が、総務課で人件費は入力してございます。先ほどのお質しの件で

ございますが、議員お質しのとおりでございまして、人勧及び人事

異動に伴う見込みとして、今回計上してございます。

よろしくお願いいたします。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

19ページの合併処理浄化槽設置整○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

備事業補助金でありますが、これは下水道区域外の浄化槽で対応す

べき区域の浄化槽の補助金となっております。

副町長。○議長（吉田数博君）

住宅清掃費補助金についてでございます。議○副町長（本間茂行君）



- 162 -

員お質しのとおりハウスクリーニングについては、本来賠償で全て

対象になるものでございまして、本来ならばそちらなのですが、今

回補助金を設けたというのは、住むための人、住むと決めた方に対

しては賠償手続きのようなある程度煩雑な手続きによらず、スピー

ディーに柔軟に対応する必要があるだろうということでこの補助金

を町としては独自で設けたということでございます。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

21ページの上水道事業補助金であ○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

りますけれども、平成27年度の濁度計借上事業と上水道管路点検業

務委託料及び平成28年度の濁度計借上事業の３事業で合計が1107万

円となっております。これは水道事業会計に繰り入れるものであり

ます。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

それでは仮設商業施設まちなみま○産業進行課長補佐（蒲原文崇君）

るしぇについてのご質問にお答えします。これまで町事業として実

施した中身でございますが、敷地整備工事費として約700万円、そ

れから建て屋内外装工事として約4000万円でございます。今回のプ

ラス250万円ということが町で実施している全体の中身でございま

す。それからまちなみまるしぇの課題についてでございますが、各

店舗とヒアリング等々をさせていただいております。その中で当初

想定より来客数がある、それから想定どおり、それから少ないとい

うことで、各店舗様々でございます。概ね飲食店等々の方々は予定

よりは入り込み数が多いんじゃないかというような形でございま

す。

今後の展開としましては、町民の方々からもご要望がありますよ

うな土日の営業という部分が中々開いている店舗がないということ

でございますので、今現在、各店舗と協議をさせていただきながら

祝日、休日の開店という部分を今調整させていただいているところ

でございます。

総務課長。○議長（吉田数博君）

、○総務課長 佐藤良樹君（ ） 調理場関係の今後の入札に関連する部分で

まず設計関係につきましては、ご指摘ありましたとおり、これまで

費用等の変更に伴いまして、これまでも再三にわたりそういう経緯

がございました。今回十分精査したところで今回の予算を計上して

、 。いるところでございますが かなり変動が激しい部分もございます

そういう部分に関しましては、今後もあると考えてございます。そ

の際につきましては、再度丁寧な説明を申し上げながらそういう事

務を執り行っていきたいと思います。
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もう１点の公平、公正な入札であるとか発注に係る部分につきま

しては、今回も建築の本体、例えば設備、電気等分離発注を考えて

いるところでございます。ご指摘のとおり今後につきましても、十

分留意して努めてまいりたいと思います。

よろしくお願いします。

15番、馬場君。○議長（吉田数博君）

最後の部分からやりたいと思うんですが、今回○15番（馬場 績君）

学校給食調理場の事業が計上されたわけですが、今総務課長が答弁

されたように、こういう状況ですから今後も契約の変更はあり得る

ということは当然念頭には置く必要があると思います。その上で町

の仕事やりたいと、とりたいと、しかし入札のハードルが高くてＡ

ランクならＡランクに限定されるわけですから。結果的にはそうい

う問題も出てきて、やりたいのに入札出来ないと、結果的には町内

業者の育成にも影響を与えているということですから、課長が答弁

、 、されたとおり あるいは町長もお聞きのとおり分離発注等も含めて

今後とも公平、公正な発注をしていきたいということを地でいって

もらいたいということを強く求めておきたいと思います。

さて、最後の質問になります。10ページの過年度分の町負担分の

取り扱い山本課長は当然町分についても償還されていると、それは

一般会計に込みで入っているのでこの分は幾らと予算書上は見える

形にはなっていないけれども、当然のことながら償還があったとい

うことをお認めになりました。その上であったかどうか、補助事業

で金出しておいて、余った分について県ではこの分にかかわる償還

だということが出てきている。町分については出てきてない。県の

補助金の償還部分と町の補助金のその返還部分をどう分離するかと

いうのは、ほかにもあるでしょうから大変だと思うんだけど、出と

入りとの関係では分かるようにしないと、雑な言い方だけれども、

どこにどう入っているか分からないと、歳入歳出で処理されていま

すよと言われればそれっきりなんですよ。そのために議会代表で有

能な監査も派遣しているわけだけれども、予算書というのはそうい

うものかという懸念が拭い切れません。繰り返しますけれども、県

の償還分については明示されていると、町の分についてはトータル

だから明示されていないという言い方をすると誤解を与えるかもし

れませんけれども、数字上理解するのが。副町長なんだ。

質問を続けてください。○議長（吉田数博君）

いやいや聞いてんのかいということで。○15番（馬場 績君）

見えるように、あるいは予算計上の時にこの分については、県の

分についてはこうだけれども、町の分についてもこれこれしかじか
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ありますよという説明は議会に対してはなされるべきだと強く要望

しておきます。

それから、19ページの浄化槽についてですが、これは区域外だと

いうことです。これはちょっと外れますけれども、上水道が完備し

てなくて山から水を引いていると、帰ると言っても山の水は飲めな

いから様々な形で水を確保するわけだけれども、井戸を掘って、希

望する人には井戸を掘って浄化槽を設置したいという要望には応え

ていく必要があると思うんですよ。これは復興推進課なのかそれと

も別な課で検討するのかどうか分かりませんけれども、そういう区

域外に対する上下水道にかかわる設備の対応については具体的な施

策の展開が求められると十分ご検討をいただきたいと思います。回

答いただければ回答お願いします。

それから、20ページのハウスクリーニングでちょっと苦しい答弁

だね。賠償の対象にはなると、ただスピーディーに処理する、１日

も早く帰って安心して寝泊まり出来るようにするために町で補助事

業を作ったんだと。気持ちは分かるけれどもハウスクリーニングの

必要性については、本当に仮設にいる人があっちこっち探してよう

やく家を見つけたと、住居確保損害で請求は出来るけれども、かな

りの負担にもなっていると、転居、あるいは居場所、寝場所を確保

するためには、町民それぞれがこういう状況の中で苦労していると

いうことをご理解いただいた上で、あくまでも準備宿泊だけに絞っ

た事業制度の展開というのは行政の施策としては屈折しているんで

はないかと思います。やるならばもっと町民の目から見て公平な施

策の展開が必要ではないかと。町長、お聞きいただいたと思います

のでご検討されるかどうかお答えをください。

全て要望にとれる質問内容ですが、要望でよろ○議長（吉田数博君）

しいですか。

この部分についてご答弁いただきたいと思いま○15番（馬場 績君）

す。

町長。○議長（吉田数博君）

議員お質しのとおり、水平展開をしたいと思っ○町長（馬場 有君）

ておりますけれども、ただ財源の問題もございますし、やっぱりこ

の清掃費補助については。

片方に出来て、片方に出来ないそれって財源理○15番（馬場 績君）

由。

答弁中です。○議長（吉田数博君）

清掃費の補助については、これは特例宿泊、あ○町長（馬場 有君）

るいは準備宿泊のした方々のご意見をいただきまして、やはり給湯



- 165 -

器とかいろんな設備を改修していかなくちゃならないというような

ことの話を伺いまして、非常に予算、持ち出しが非常にあるという

ようなことでありますので、色々と検討した結果、最初は帰還でき

る状況の中の方々の清掃費、それを計上しながら皆さんの負担を出

来るだけ少なくしていくと、そういうことでこの補正予算に計上を

したわけでありますので、よろしくお願いしたいと思います。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

13番、紺野君。

13ページ、そして款総務費、項総務管理費、目○13番（紺野榮重君）

企画費、節13委託料のことでお伺いをいたします。この調査は、私

としては北棚塩、それから無人航空機の離着陸用試験とそういうこ

とかと思いますけれども、この敷地は東北電力の敷地のみなのか、

それともそれ以外のこの民地も含まれているのか一つ伺います。

それからもう一つは、この調査の面積はいくらで東北電力の全体

の面積ではどのくらいになっているのかということをお伺いいたし

ます。

答弁者、復興推進課長。○議長（吉田数博君）

今回ロボットテストフィールド関連の○復興推進課長（山本邦一君）

産業団地を整備する事業ということでここに計上させていただいて

おります。議員ご指摘のとおりでございますが、電力さんの土地も

ございます。また買収されてない土地もございますので民地も含め

てそういう土地を調査していくということでございます。調査の面

積等でございますが、全体としては130haぐらい用地があるんです

が、まずは第１期工事分、第１期整備分として36ha程度、これを若

干今から精査することによって変更があるかもしれませんが、その

程度の用地を調査したいと考えております。

13番、紺野君。○議長（吉田数博君）

全体の面積では130ha、それで今回が36haとい○13番（紺野榮重君）

う答弁でありましたけれども、このロボットテストフィールド、離

着陸試験用の滑走路ということかと思いますけれども、これだけで

は大変広い面積ではないかと、今後の企業誘致、そういうものを考

えての今回の調査ではないかと思うんですけれども、その今後の企

業誘致構想そういうものをお聞きしたいと思います。

復興推進課長。○議長（吉田数博君）

滑走路自体は６haぐらいしか予定され○復興推進課長（山本邦一君）

ていません。６haだけでは、町としては不満足ということで今回そ

れに関連する産業も集積出来ないか、もしくは研究機関も集積出来

ないかということで、６haではなくて36ha程度の調査をしたいと考
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えているところでございます。それで今後の企業誘致に関してとい

うことでございますが、現在国、県、町も入りまして、浪江町の復

興ビジョン検討会議というのを立ち上げております。その中でいろ

んな企業からプレゼンをいただいているところでございます。主に

ロボット関連の分野でのプレゼンと水素関連の事業に関しての分野

でのプレゼンをいただいておりまして、そういう国家プロジェクト

的なものを誘致したいと考えているところでございます。

13番、紺野君。○議長（吉田数博君）

東北電力のこの敷地、大変な面積で、これに企○13番（紺野榮重君）

業誘致していくためには、非常に大切なところだと思います。そう

いう中で今後とも優良企業が入って、そして復興に役立っていくよ

うによろしくお願いいたします。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

10番、山本君。

始めに20ページ、衛生費。先ほどの馬場さん○10番（山本幸一郎君）

の質問とは反対で、100件で15万円相当清掃費でとっているという

ことでしたけれども、以前に清掃して住んでいられる方、もしくは

個人的に業者いないんで清掃した方には払っていただけないように

思われるんですけれども、ここの差が、これからやる人にはもしか

したら15万円やりますよと、準備宿泊前から住んでいる方には、清

掃して入っている方も多分いると思うんですよ。その方には領収書

あれば払いますよというとかそういう確認のために聞いてます。ま

た、業者いてもきてくれなかったんで、家族みんなで清掃しました

よと、そういう人には若干出るのかどうかの確認お願いします。

それで次は、21ページの上水道費のボーリング工事費、これ４件

だったという説明だったんですけれども、４件で2000万円とはすご

いボーリングなんですよね。私も震災後ボーリング掘ったんですけ

ど、大体100万円ぐらい、ボーリング代。どういう内訳かどうか。

それともちろんボーリングで掘ってやるぐらいだから上水道は引け

ないような地区にあると思うんですけど、地区、ここだから該当に

なったとか理由あるかと思うんです。多分井戸でやっていて放射能

セシウム出たというとこは１件もないというような今までの答弁な

、 、んで あんまり個人的に掘っても良いのかななんて思うんですけど

理由お願いします。

、 、あとは23ページ ２番の商工振興費の仮設店舗の外装と内装工事

中小企業事業団で建物は補助のはずなんです。多分外装立派にした

から前の4000万と700万かかってるとさっき言ってるからだと思う

んですけど、始めは金かかんなくて造ってもらえるんだという説明
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だったと思うんです。ただ土地は町でそこに借りてやって造ります

よという説明だったんですけれども、また追加で250万円のこの内

装工事、くどいようなんですけど、内装はよその中小企業で借りて

いる人は内装は自腹なんですよ。借りている人。始めの施策の説明

会でそう謳っているんですよね。町が建物を借りてその業者さんに

ただで貸しているという事業なんですけれども、内装はこれはこれ

しか付けてくれるのはお手洗いとかトイレとかそういうものだけは

付けてくれるけど、それ以外のものは自分でお願いしますというこ

とで多分よその事業もたくさんやっているんですけど、なぜここだ

け優遇されているのか確認します。

、 、あと合併浄化槽 先ほど馬場さんの質問の中で下水道の未整備が

計画がないところの地区だと言っていたんですけど、ちょっとどこ

の地区だったかお願いします。補助率は今浪江町では何％出してい

るのかお聞きします。

答弁者、本間副町長。○議長（吉田数博君）

衛生費の補助金のことでございますが、どこ○副町長（本間茂行君）

まで遡及しなきゃいけないということで、特例宿泊、準備宿泊の準

備をした方は遡及してやろうということで、特例宿泊が発表になっ

た日以降に掃除をしている方であれば、領収書を持ってくれば出し

たいということで今の補助金の要綱をしたいと思っております。中

々個人の方だとどのくらいお金がその個人がかかったかというのは

不明なので、今のところ厳しいのかと考えているところです。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

21ページの上水道費の工事費、ボ○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

ーリング工事でありますけれども、４件で１件あたり100ｍのボー

リングを想定した予算となっております。高いというご指摘ですけ

れども、公共事業の積算基準からいくと、どうしてもこういう値段

になるということです。あと対象者ですが。

［ 対象地域」と呼ぶ者あり］「

対象地域ですが、水道区域外で震○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

災前から井戸で生活されていた方で、井戸が枯れた方を対象として

。 、 。おります 町に帰るという方 帰還するという方が対象となります

今回の４件につきましては、大字でいきますと、小野田、田尻、立

野、苅宿の４件となっております。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

23ページの商工費の仮設商店の外○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

装内装工事についてのご質問にお答えいたします。こちらの仮設商

業施設については、一時帰宅する方、町民の方、それから準備宿泊
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等々する方の町内での生活利便性という形で町内に事業再開がその

小売であったり飲食であったりということが求められている中で、

中々自主的な再開というのが困難だというお話もいただいた中であ

る程度町として公設民営という形で入居者の募集をさせていただい

たところでございます。その中で色々と整理させていただいた中に

は中企庁さんで造っていただくのも、本当のプレハブという形なの

でもうちょっと程度がいいことのような仕様に出来ないかという話

の中で当初予算の中では、当初１棟分ということだったのを2000万

円計上させていただいていて、今度10店舗と２棟になったものです

から補正で2000万円計上させていただき4000万円という形になって

いるところでございます。当初からやはりこういった町内の利便性

向上のために必要な施設ということで整備をさせていただいて事業

を進めている中身でございます。

○議長（吉田数博君）ふるさと再生課長。

19ページの合併処理浄化槽設置事○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

業補助金でありますが、補助率というお話でございましたが、定額

となっておりまして、５人槽の場合は33万2000円、７人槽の場合は

41万4000円となっております。

［ 地域」と呼ぶ者あり］「

地域については今手元に資料があ○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

りません。全部で５件の５人槽が３基、７人槽が２基の５基分を計

上しております。

10番、山本君。質問を続けてください。○議長（吉田数博君）

始めに下水道。さっき下水道のとこ地域外だ○10番（山本幸一郎君）

と言っていたんで、一応地域外の確認で、前も下水道開設前は準備

区域は該当になっていたんですよ、新設でやるのに対して事業主と

かあったんでそれの確認もあって、結構苅野は下水道いってないん

ですけれども、もしかしたら大堀方面だったら田尻あたりは下水道

地区内のもともとの計画あって、まだ未納の地区もあったと思うん

ですよ、下水道の地域の工事がまだ終わってないとこ。そういう確

認もあったんであわせて聞いたんですけれども、答弁分かんないな

んてあんのかなんて思ったんですけど、もし分かれば地域、この辺

の地域だと、ここはもう下水道の計画がない地域だからという確認

もあったもんですから、分かればお願いします。

あとは20ぺージの清掃費なんですけど、さっき副町長の答弁では

７月１日に発表してからと言ったんですけど、たぶん準備区域の人

は、もう帰ろうと思ってそれ前にもやっている人いると思うんです

よ。その１日から泊まれるんだよとか帰れるんだよ、自由に入れる
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んだよと言う前に、自由に入れなくても清掃していた人いると思う

んですよ前もって。その人には落ちないような答弁だったんですけ

ど、私が望むのには、準備していた人にはあげるべきじゃないのか

というような回答もらいたくて質問したんですけれども、やはりそ

こでは今の答弁では不平等のような気がするんですけれども、もう

一度確認します。

もう一つ言ったのは自分でやった人、莫大な金はないけど自分で

やった人は３万円までおちるとか、なんかもうちょっとこの緩和な

いのかなと、これから浪江のために頑張ってくれる人が始めに帰っ

てるのかなと思うんですけれども、もうちょっといいような答弁も

らえればと思います。

あとは、次の21ページ、上水道費、４件100万円。公共事業だと

１件500万円くらいなんですよね。そうすると町の財産になるんで

すか。井戸だから掘ってくれたらその人のものになっちゃうのかな

なんていう理解なんですけれども、ずっとそこを聞くと１回になる

からなんですけど、その上で言うんですけど、公共事業で掘ってや

る、良いんだけど普通だったら私のとこ井戸出なくなって枯れまし

たよと、掘ってくれたらそこの人が管理してずっとやるような気が

するんだけど、これは誰の持ち物になるか。万が一町の持ち物だっ

たら水道代とるのかなみたいな感じがするんですけれども。もちろ

ん個人にくれるというか掘ってあげて、あとの管理は本人ですよと

言うのであれば良いんですけど、そのへんの確認も、多分自分で管

理するのかとは思うんですけども、もしくは公共事業でやるという

ことは町のものになるんだったら水道代発生するかどうか。

あと最後の23ページ、私言った答弁に全然答えてないのね、申し

訳ないんですけど。普通だったら内装工事、町のためにやっている

のもよく分かります。ここのとこかって、悪いからとか、こうしな

いとだめなんてみんな違うと思うんですよ。失礼だけど、蒲原君分

かってると思うけど中は全部自分でやるんですよね、中小企業の。

それでこういうもしかしたら私がラーメン屋やりたいですよと、こ

の事業でやりました。町で、町のために食堂やったら。外装はやっ

てくれなくても、内装工事ここんとこはこう小上がりにしたいから

とか、なんか言ったらそういう町のためにやんだったらおちるよう

な説明なんですよ。誰かやった場合にはおりんのかどうか、何でこ

こだけなの。もともとの説明も内外装は自分ですよと言ってたはず

なんですよ。どこまでが不備あってこの事業に分かんないけど、こ

この商店街並んでいたら10棟みんな同じ施設じゃないんで、ここに

は50万円かけたかもしんないけど、こっちはただだとか、そういう
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ところ出てくると思うんです。どこまでが町のやつ。

あとこの事業は、５年間リースではないけども、５年間はあれで

解体は中小企業事業団で解体してもらえるの。ただ余計にかけたと

こは、自分でやったとこは解体費は別途とると言ってるの。4000万

円かけたら解体費も余計にかかると思うの。それで外装きれいにし

たらうんと分かるんですよ、工事よく見てたんで。あそこで普通の

やつきれいに建てたあとにぺたぺたと張ったんですよ、きれいなあ

の。なんでそんなことする必要あったのかなと。楢葉とか小高地区

だと鹿島にああいう店舗建てたんですけど、そのままだったの。全

然おしゃれなくてプレハブだっていう感じが残る施設だったんで

す。なんでそんなにして後々金かかるようなことしてんのかなとい

うのがよく分かんない。いや外構やったから、暖かくなって中でい

いですよと、光熱費も下がったんですよというんだったらいいんで

すけど、そうではないんですよ。ただ、見栄えよくするためになん

です。永久もんでもないんですけど、ちょっとここの事業の人は一

生懸命やっていただけるのは良いんですけど、よその事業の人がき

た時に、だからそれだけのこと町でやってあげんのかどうかという

のは、ちょっと心配になるんでここの事業の250万円は何する、内

装の何に250万かかんのか、お願いします。細かくお願いします。

答弁者、本間副町長。○議長（吉田数博君）

住宅清掃費補助金のことでございます。今回○副町長（本間茂行君）

事業構築するにあたっては、特例宿泊の皆様、準備宿泊の皆様から

いろんなお話を聞く中で、こういう事業がほしいということを言わ

れたということで設けたものでございます。あとは町の現在の財政

状況も鑑みて、本来であればこの補正をとってからということです

が、とってから清掃した方となってしまうんですが、それで少しお

かしいだろうということで、せめて特例宿泊の発表になった７月19

、 。日からやった方については 出しましょうということでございます

個人でやった方もいますし、当然１年も２年も前から自分で清掃し

ている方もおります。だからそういう方については、個人の方であ

ればもう一回個人だと心配だから業者でもう一回やるとか、以前か

ら清掃した方はやはり、ある程度色々出入りしてまた家が汚れても

う一回掃除しなければいけない、来年も事業継続したいと思ってい

ますし、そういうのでご活用いただければと考えているところでご

ざいます。

宮口副町長。○議長（吉田数博君）

ボーリング工事の関係の井戸の管理の関係で○副町長（宮口勝美君）

ありますけれども、国の交付金事業を使って実施する予定でおりま
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す。その中では実施主体は町ということになっていますので、今回

補正予算とっているわけですけれども、となりますと当然公共財産

になるんです。公共財産になるということは、私らも嫌なのでなん

とか補助金的な形で出来ないかということで要望もずっとしてきま

した。今の制度上そういう制度しかないということでありましたの

で、今回につきましても町の施設として造ると、ただその間、当面

10年間ではありますけれども、掘ったところの方に管理をしていた

だくという形、ただ管理料はこちらは払いませんよという形の契約

の中でやっていくということで今進めているところでございます。

ふるさと再生課長。○議長（吉田数博君）

19ページの合併浄化槽設置の補助○ふるさと再生課長（三瓶徳久君）

金でありますけれども、都市計画の中で用途区域というのがありま

、 。 、すが それがほぼ下水道区域であります その区域以外については

浄化槽の補助対象となっております。今この５件がどこかというと

ころは、今のところは決まっておりません。

産業振興課長補佐。○議長（吉田数博君）

それでは仮設商業施設の追加工事○産業振興課長補佐（蒲原文崇君）

の質問についてお答えいたします。まず、ほかの施設事業者さんの

分もというお質しでございますが、今回この仮設商業施設だけで整

備をするということになっております。その中身としましては、帰

還なり一時帰宅をする方々、町民の方々の利便性という部分が常に

課題になっていたところで、こういった最低限必要な小売であった

り、飲食業という再開が望まれていたんですけど、中々交渉しても

なかったということで、公設で造るところに入っていただけないか

という公募をさせていただいて、今回の方々に入居いただいたとい

うところでございます。その中で造る上で色々のご意見いただいた

ところでございます。震災後５年経っているのにプレハブみたいな

形のままではなくて、もっとデザイン的にということを各所の方々

からご意見いただいた中で、今回の外装のサイディングということ

でさせていただいた中身となっております。それから今回の250万

円の追加工事の中身でございますが、一つは外部手すり、落下防止

アクリル板取り付けということで、町道に面しているところが盛り

土をして高くなっていて、手すりはついているんですけれども、空

間があるということで、そこから落下するという危険性もあるとい

うこともありまして、そこの部分の追加的に安全柵を設けるという

もの。それからそういった近い店舗で、ガラスが広くとっていると

ころがあって、もしぶつかった場合に飛散するんじゃないかという

こともありまして、そういった飛散防止のフィルムであったり衝突
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防止柵という部分を設けるというのが主な中身になってございま

す。

10番、山本君。○議長（吉田数博君）

合併浄化槽の件は分かりました。見込みだっ○10番（山本幸一郎君）

ていうことで場所が計画されてないということで。

それでこのボーリング工事、万が一町水入ってない地区で、これ

から多くの方が戻ると思って、多分４件は申請か何かあったのかと

思うんですけど、もしかしたら「うち、もう井戸枯れちゃったよ」

と町水も入っていない地区はたくさんあると思うんです。これ今年

度は４件なんですけど、来年万が一、100件ぐらい出たと、解除に

なって線量も下がったからと、みんな平等に掘っていただけるのか

どうかという確認なんですけど、これ１件500万円なんで公共事業

だからといっても、民間との、予算ですけれども、公共事業って民

間単価とかって見積もりとんないんでしょうかね。1.5倍とか２倍

とかは聞くんですけど、全然、100ｍで掘れるかどうだか、100ｍで

500万円だから、万が一200ｍだったら1000万円になんないでしょう

けれども、公共事業単価ってこんなべらぼうなのかというのがある

んですけれども、確認は来年そういうとこに関しては、井戸枯れち

ゃったよとか、くどいようですけど山水だったからあれで。もう一

度確認なんですけど、これは町水の計画ないとこなんですよねとい

、 、うのが先ほど確認したんですけれども 来年とってもらえるのかと

来年も申し込めばやっていただけるかどうかの確認。

さっきの副町長の答弁なんですけど、清掃費。気持ちはうんと分

かるんだけど、ちょっと浪江に帰ってわざわざやるんであるんで、

４月１日はそこから住んで良いんですよといっているんですよね、

準備宿泊とか特例宿泊とか発表してるわけなんですが、その前に通

常は片付けているんだと思うんですよ。だったらそこから３カ月前

とか４カ月前とか７月１日までするんだったら、もうちょっとこの

４月１日まで今年度中にやったやつは良いとか、そういう何かあっ

ても良いような気がするんですけども、４月１日がよく聞こえない

んです。嬉しいのは嬉しいんだけど、もうちょっと前に考えられな

かったのかなというあれで、これでもう一回住んでからもう一回清

掃すると普通は片づいてから清掃ってするもんなんですよね。人が

いって、物入って住んでから片付けるなんていうのは大掃除程度で

そんなにこまい清掃にはならないと思うんですけども、時期もうち

ょっと４月１日まで早くしてくれるんだったら、早くやって町民の

人にかかった分15万しか、私は15万円もすごいお金だと思うんです

けど、出ますよってもうちょっと時期早められないかどうか確認で
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す。

［何事か呼ぶ者あり］

そこまでは言わないですけれども、もうちょ○10番（山本幸一郎君）

っと今年度のやつなんで、４月１日からとかというのが理想のよう

な気がするんですけれども、もう一度、これ町長なのかな。副町長

じゃなくてすみません。４月１日じゃなくて今年度なんで４月１日

から、去年やったのがだめなのは分かるんですよ。だからそこをち

ょっとお願いします。

あと、くどいようなんですけど、仮設店舗、分かんだけど、私が

言ってんのは浪江町に万が一飲食業の人がその企業使ってやったら

これで同等だと思うんですよ。浪江町にですよ、浪江町にこの中小

企業事業の施策でプレハブみたいななんでもいいですけど、そうい

うのをやった場合にも万が一浪江の町のためじゃないですか。それ

の時もそのぐらい出していただけんのかと言ったのは、さっきの答

弁なかったんで、再答弁。絶対ここしかだめなんだよと、町のため

にやる施設なんだけど、建設業ではないですよ、飲食業とかそうい

う類の絶対なくちゃいけないやつに対しては、これと同じ補助とい

うか待遇があるかどうか、お願いします。

町長。○議長（吉田数博君）

山本議員のご質問にお答えいたします。議員お○町長（馬場 有君）

質しのとおり、準備よく自宅を清掃していた方々もいらっしゃいま

、 。すので 議員ご提案をよく検討しながらやっていきたいと思います

出来れば、今提案がありましたように、平成28年度４月１日からと

いうような形の中で検討してまいりたいとこのように考えておりま

す。

副町長。○議長（吉田数博君）

仮設店舗のことですが、仮設店舗以外のとこ○副町長（本間茂行君）

ろの普通の事業者の再開については、官民チームの事業再開補助金

などそういうものを活用していただくということだと思います。ま

た町では電気料の補助を今年度もやっておりまして、そういう側面

的な支援については、次年度以降も検討したいと考えております。

宮口副町長。○議長（吉田数博君）

ボーリングの件でありますけれども、今回は○副町長（宮口勝美君）

震災の後４件ということでありましたが、大体今調査している段階

では該当世帯としては50から60、帰還困難を除いた部分でそのぐら

い見込まれております。先ほど課長が言いましたように、帰還して

いる方という条件がついているんです。時期までは言っていません

ので、帰還する方についてはやるということですから、当面想定さ
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れる50件から60件これについては、必要性があるかなと予定してお

りますので、全額とるということではありませんけれども、来年度

予算にもそこは計上していくということで計画しております。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

15番、馬場君。

今回は復興・復旧に関する補正、さらに人勧に○15番（馬場 績君）

伴う人件費の補正計上という重要な予算が提出されているわけです

けれども、清掃総務費、住宅清掃費補助金については今回の補正予

算の議論の中で、最終的には町長が平成28年４月１日から見直しを

して、そこから対象になるようにしたいという柔軟な行政の対応が

ありました。それはそれで私は異論はありません。ただ、全てここ

で申し上げるわけにはいきませんけれども、現時点では、三つの区

域編成の中でどうも赤いところとそうでないところの行政への対

応、あるいは予算措置が歴然として出てきているんではないかと。

それは一方ではやむを得ない面があると思うんですよ。一方では少

なくてもこれまでの議論の中で、帰還困難区域に対応する施策とし

ては、これは総務常任委員会予算審議の中でだけれども、保全管理

については国でやるように、町としても強く要望していると、そう

いう積極的な説明もありました。あと防火帯整備はやっています。

それから、先ほどの補正予算の審議で防犯灯については、ＬＥＤに

全面取り替えするということで、来年から帰還困難区域もという、

はっきり言うと防火帯整備事業と防犯灯の修繕費ぐらいが目に見え

た話で、避難先で帰還困難区域の人も、あるいはそれ以外の人も帰

りたくても帰れないという現状の中で、どうも町の行政展開として

は正直、包丁で羊羹を切ったような、受け取り方は様々かもしれま

せんけれども、画一的な、あるいは別な意味から言うとハウスクリ

ーニングについても柔軟対応は、それはそれとして評価出来るわけ

だけれども、様々な形でハウスクリーニングしているわけですよ。

一方では東電の賠償の対象にもなっていると、そうでありながら町

民の要望に応えるという積極面はあるんだけど、それは全く限られ

た地域、住民ということでは、こういう状況においては浪江町の復

興再生の基本理念であるどこにいても浪江町民だと、どこにいても

浪江町民だと、帰る人、帰れない人、戻れない人についても最後ま

で町は生活再建の支援をするとそういうことを基本理念にしてきた

し、町長もことあるごとにそのことは声高に言ってきているわけで
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すよ。話しただけではなくて文字にも書かれていると、実際の行政

展開としては、どうもあっちとこっちと色分けが強すぎる。そこは

もっと町長がよく言うようにみんなの意見を聞いて住民の要望に応

えると、その姿勢は私は全面的ではなくても一つ一つの施策につい

てほかの町民の心を傷つけるようなそういうことは、帰町・復帰・

帰還という看板のもとに、ある意味では線を引く、ある意味では言

葉は強いけれども突き放すようなそういう施策については十分見直

しの余地があるということが今度の補正予算で明らかになったので

はないかと、従って、今後の施策展開には柔軟かつ公平な行政展開

を強く求めて、申し訳ないけれども、補正予算については反対の態

度をとらせていただきます。

ほかに討論ありませんか。○議長（吉田数博君）

３番、鈴木君。

私は、今回はあくまでも補正というような解釈○３番（鈴木幸治君）

をしたいと。それから今後、津波災害のいろんな支援事業について

も町は当然考えていくというようなことも想定されますので、今後

の、来年の当初予算、それから３月議会も含めてそういうものを十

分に検討していただくということで、今回の補正はこれだというこ

とで、この補正に対しては賛成というような立場でいきたいと思い

ます。

ほかに討論ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 議案第101号 平成28年度浪江町一般会計補正予算 第、 （

６号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第101号は原案のとおり可決されました。

ここで11時まで休憩をいたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時４８分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時００分）



- 176 -

◎議案第１０２号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第102号 平成28年度浪江町国○議長（吉田数博君）

民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題としま

す。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第102号 平成28年度浪江町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第102号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０３号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第103号 平成28年度浪江町国○議長（吉田数博君）

民健康保険直営診療施設事業特別会計補正予算（第２号）について

を議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第103号 平成28年度浪江町国民健康保険直営診

療施設事業特別会計補正予算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第103号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０４号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第104号 平成28年度浪江町公○議長（吉田数博君）



- 177 -

（ ） 。共下水道事業特別会計補正予算 第２号 についてを議題とします

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第104号 平成28年度浪江町公共下水道事業特別

会計補正予算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第104号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０５号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第105号 平成28年度浪江町農○議長（吉田数博君）

業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題としま

す。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第105号 平成28年度浪江町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第105号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０６号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第106号 平成28年度浪江町介○議長（吉田数博君）

護保険事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第106号 平成28年度浪江町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第106号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０７号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第107号 平成28年度浪江町後○議長（吉田数博君）

（ ） 。期高齢者医療特別会計補正予算 第２号 についてを議題とします

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、議案第107号 平成28年度浪江町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第107号は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０８号の質疑、討論、採決

日程第１、議案第108号 平成28年度浪江町水○議長（吉田数博君）

道事業会計補正予算（第２号）についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより、議案第108号 平成28年度浪江町水道事業会計補正予

算（第２号）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第108号は原案のとおり可決されました。

◎同意第７号の質疑、採決

日程第１、同意第７号 教育委員会委員の任命○議長（吉田数博君）

についてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、同意第７号 教育委員会委員の任命についてを採決し

ます。

採決は起立により行います。

原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、同意第７号については原案のとおり同意することに決定

いたしました。

ここで暫時休議をし、議会運営委員会を開催い○議長（吉田数博君）

たします。

（午前１１時０５分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時２９分）

お諮りします。○議長（吉田数博君）

お手元に配付のとおり、同意第８号 監査委員の選任についてを

日程に追加し、追加日程第１とし、直ちにこれを議題としたいと思

います。

ご異議ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、同意第８号 監査委員の選任についてを日程に追加し、
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追加日程第１として直ちにこれを議題とすることに決定しました。

議案配付のため暫時休議をします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時３０分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１１時３１分）

◎同意第８号の質疑、採決

追加日程第１、同意第８号 監査委員の選任に○議長（吉田数博君）

ついてを議題とします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

大変失礼しました。町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

同意第８号 監査委員の選任についてご説明い○町長（馬場 有君）

たします。

本案は、現監査委員の山内清隆氏が平成28年12月31日付けで任期

満了となることから、後任委員として根岸弘正氏を選任するため、

地方自治法196条第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるもの

であります。根岸弘正氏の略歴については資料に記載のとおりであ

りますが、人格が高潔な上、町職員としての経験も豊かであり、町

の財務管理、経営管理および行政運営に関し、優れた識見を有する

方で監査委員として適任であると考えております。議員各位のご賛

同よろしくお願いいたします。

提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、同意第８号 監査委員の選任についてを採決します。

採決は起立により行います。

原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、同意第８号については原案のとおり同意することに決定

いたしました。

ここで昼食休憩のため午後１時30分まで休憩を○議長（吉田数博君）

いたします。
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なお、午後１時より中３会議室において全員協議会を開催いたし

ます。

午後１時に全員協議会の開催をいたしますのでご参集をお願いい

たします。

（午前１１時３３分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時３０分）

◎請願・陳情審査報告

、 。○議長 吉田数博君（ ） 日程第２ 請願・陳情審査報告を議題とします

◎陳情第６号の上程、説明、質疑、討論、採決

陳情第６号 避難指示解除地区のセシウムを含○議長（吉田数博君）

めた様々な核種（コバルト、ストロンチウム、プルトニウム等々）

の土壌検査の実施の陳情を議題とします。

付託中の委員会からお手元に配付のとおり、審査報告書が提出さ

れております。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

ただいま朗読のとおりです。所管委員長から趣○議長（吉田数博君）

旨説明をお願いします。

産業・建設常任委員会委員長、登壇でお願いします。

産業・建設常任委員会委員長、平本佳司君。

［産業・建設常任委員会委員長 平本佳司君登壇］

陳情第６号 避難指示○産業・建設常任委員会委員長（平本佳司君）

解除地区のセシウムを含めた様々な核種（コバルト、ストロンチウ

ム、プルトニウム等々）の土壌検査の実施の陳情に対しまして、当

委員会での審査結果についてご説明させていただきます。

本陳情は、行政機関に土壌中の放射性物質の分布状況を調査し、

公表してほしいという陳情と理解します。

環境省は、土壌分析はピンポイントの分析しかできず、しかも時

間と経費がかかるため、平均的な分布を予測できる空間線量の測定

で十分としています。しかし、空間線量測定では特定の核種しか測

定できません。

町民が安心して生活し、生業を再開するためには土壌の調査が不

可欠といたします。

、 。よって 事務局長朗読のとおり採択をすべきと決定いたしました
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議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げます。

以上で趣旨説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

。 。これより委員長報告に対する質疑を行います 質疑ありませんか

15番、馬場績君。

陳情報告書の件名には避難指示解除区域を含め○15番（馬場 績君）

ということですから、そこには当然帰還困難区域における土壌汚染

調査も含まれるということで委員会で審議をし、その上で採択とい

うことになったのかどうか。

産業・建設常任委員会委員長。○議長（吉田数博君）

ただいまの質問にお答○産業・建設常任委員会委員長（平本佳司君）

えいたします。

当委員会では全くそのとおりで、今後解除する地域も含めまして

帰還困難区域も含めての判断でございます。

よろしくお願いします。

他にございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、陳情第６号 避難指示解除地区のセシウムを含めた様

々な核種（コバルト、ストロンチウム、プルトニウム等々）の土壌

検査の実施の陳情を採決いたします。

採決は起立により行います。

この陳情に対する委員長の報告は採択です。

陳情第６号 避難指示解除地区のセシウムを含めた様々な核種

（コバルト、ストロンチウム、プルトニウム等々）の土壌検査の実

施の陳情について委員長報告のとおり採択することに賛成の諸君の

起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、陳情第６号については採択することに決定をいたしまし

た。

◎陳情第７号の上程、説明、質疑、討論、採決

陳情第７号 議会単独でもいいので、浪江町の○議長（吉田数博君）

役場、そして二本松の役場にて各月１回程度の懇談会を開いてほし

いという陳情を議題とします。
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付託中の委員会からお手元に配付のとおり、審査報告書が提出さ

れております。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

ただいまの朗読のとおりです。所管委員長から○議長（吉田数博君）

趣旨説明をお願いします。

総務常任委員会委員長、登壇でお願いします。

総務常任委員会委員長、佐藤文子君。

［総務常任委員会委員長 佐藤文子君登壇］

陳情第７号 議会単独でもい○総務常任委員会委員長（佐藤文子君）

いので、浪江町の役場、そして二本松の役場にて各月１回程度の懇

談会を開いてほしいという陳情の当委員会での審査結果についてご

説明をいたします。

議会では、今まで町民の方から懇談会の要請があれば、可能な限

りこれに対応してまいりました。懇談会等では、広く町民の方々の

、 、 、声を 意見を聞くためには 有効な手段の一つと考えられますので

、 。場所や頻度は別にして 積極的に対応すべきものと考えております

よって、本陳情については、その趣旨が十分理解できるものであ

りますので、事務局長朗読のとおり採択すべきと決定したものでご

ざいます。

議員皆様のご賛同お願いいたします。

以上で趣旨説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

。 。これより委員長報告に対する質疑を行います 質疑ありませんか

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、陳情第７号 議会単独でもいいので、浪江町の役場、

そして二本松の役場にて各月１回程度の懇談会を開いてほしいとい

う陳情を採決します。

採決は起立により行います。

この陳情に対する委員長の報告は採択です。

陳情第７号 議会単独でもいいので、浪江町の役場、そして二本

松の役場にて各月１回程度の懇談会を開いてほしいという陳情につ

いて委員長報告のとおり採択することに賛成の諸君の起立を求めま

す。

［起立多数］
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起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、陳情第７号については採択することに決定しました。

◎陳情第９号の上程、説明、質疑、討論、採決

陳情第９号 浪江町民の思いに対して議会の誠○議長（吉田数博君）

意を求める陳情を議題とします。

付託中の委員会からお手元に配付のとおり、審査報告書が提出さ

れております。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

ただいまの朗読のとおりです。所管委員長から○議長（吉田数博君）

趣旨説明をお願いします。

総務常任委員会委員長、登壇でお願いします。

総務常任委員会委員長、佐藤文子君。

［総務常任委員会委員長 佐藤文子君登壇］

それでは、陳情第９号 浪江○総務常任委員会委員長（佐藤文子君）

町民の思いに対して議会の誠意を求める陳情の当委員会の審査結果

についてご説明いたします。

議会は、その代表として、常に町民の方々の思いを受け止め、誠

意をもって対応をしてきたところであります。これからもその考え

は、変わらないところであります。

さて、先ほど、陳情第７号 議会単独でもいいので、浪江町の役

場、そして二本松の役場にて各月１回程度の懇談会を開いてほしい

という陳情を採択したところでありまして、本陳情の趣旨は十分に

達成されているものと考えられます。

よって、本陳情については、改めて議会としての意思決定を要す

るものではないと考えましたので、事務局長朗読のとおり不採択と

すべきと決定したものでございます。

議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。

以上で趣旨説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

。 。これより委員長報告に対する質疑を行います 質疑ありませんか

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、陳情第９号 浪江町民の思いに対して議会の誠意を求

める陳情を採決します。
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あらかじめ申し上げます。採決は起立により行います。

この陳情に対する委員長の報告は不採択です。

原案について採決しますので、委員長報告のとおり不採択に賛成

の方は起立しないようご注意ください。

それでは、陳情第９号 浪江町民の思いに対して議会の誠意を求

める陳情について採択することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立なし］

起立なしであります。○議長（吉田数博君）

よって、陳情第９号については不採択することに決定しました。

◎陳情第１０号の上程、説明、質疑、討論、採決

陳情第10号 陳情（給付型奨学金の創設及び無○議長（吉田数博君）

） 。利子奨学金の拡充を求める意見書の提出について を議題とします

付託中の委員会からお手元に配付のとおり、審査報告書が提出さ

れております。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

ただいま朗読のとおりです。所管委員長から趣○議長（吉田数博君）

旨説明をお願いします。

文教・厚生常任委員会委員長、登壇でお願いします。

文教・厚生常任委員会委員長 紺野榮重君。

［文教・厚生常任委員会委員長 紺野榮重君登壇］

陳情第10号 陳情（給付型○文教・厚生委員会委員長（紺野榮重君）

奨学金の創設及び無利子奨学金拡充を求める意見書提出について）

の委員会の報告をいたします。

平成28年度の利用者132万人、うち浪江町では４名利用されてお

ります。しかし、卒業後の収入が安定せず、奨学金の返済に悩む人

が少なくありません。学ぶ意欲のある若者が経済的理由で進学を断

念することがないように、低所得世帯ついては学力基準を撤廃し、

無利子奨学金を受けられるようにすることによって学生が安心して

勉学に励めるよう、給付型奨学金、無利子奨学金の拡充を要望する

陳情です。

文教・厚生常任委員会では、満場一致で採択といたしました。

各議員のご賛同よろしくお願いいたします。

以上で趣旨説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

。 。これより委員長報告に対する質疑を行います 質疑ありませんか

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、陳情第10号 陳情（給付型奨学金の創設及び無利子奨

学金の拡充を求める意見書の提出について）を採決します。

採決は起立により行います。

この陳情に対する委員長の報告は採択です。

陳情第10号 陳情（給付型奨学金の創設及び無利子奨学金の拡充

を求める意見書の提出について）について委員長報告のとおり採択

することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、陳情第10号については採択することに決定しました。

◎発委第６号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第３、発委第６号 地方議会議員の厚生年○議長（吉田数博君）

金制度への加入を求める意見書（案）を議題とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者の議会運営委員会委員長から提案理由の○議長（吉田数博君）

説明を求めます。

議会運営委員会委員長、泉田重章君。

［議会運営委員会委員長 泉田重章君登壇］

発委第６号について説明いた○議会運営委員会委員長（泉田重章君）

します。

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書につきまし

、 、ては 地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにすることが

議員を志す新たな人材確保につながるという観点から、ただいま事

務局長が朗読したとおり議員各位の賛同をよろしくお願いしたいと

思います。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発委第６号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を
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求める意見書（案）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第６号は原案のとおり可決されました。

ここで資料配付のため暫時休議をします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５１分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５２分）

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

お手元に配付のとおり発委第７号 議会議員の議員報酬、期末手

当及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを日程に追加し、

追加日程第２として直ちにこれを議題としたいと思います。

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、発委第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁

償に関する条例の一部改正についてを日程に追加し、追加日程第２

として直ちにこれを議題とすることに決定しました。

議案配付のため暫時休議をします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５２分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５３分）

◎発委第７号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第２、発委第７号 議会議員の議員報○議長（吉田数博君）

酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題

とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者の議会運営委員会委員長から提案理由の○議長（吉田数博君）

説明を求めます。
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議会運営委員会委員長、泉田重章君。

［議会運営委員会委員長 泉田重章君登壇］

発委第７号 議会議員の議員○議会運営委員会委員長（泉田重章君）

報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正につきまして

は、先ほど可決されました町長等の諸給与支給に関する条例の一部

改正に伴い、町長等の期末手当に準じて議会議員の期末手当を改訂

するため、所要の改正を行うものであります。

議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。

15番、馬場績君。

経過は分かります。それで、条例の一部改正に○15番（馬場 績君）

、 、もあるとおり 12月に支給する期末手当の改正が盛り込まれていて

施行期日１号のところには、12月１日から適用するという改正であ

ります。先ほど審議された議案第101号 平成28年度浪江町一般会

計補正予算の歳出議会費のところには、職員手当、共済費等のみの

人勧分増額で、議会分が計上されていない。

従って、どういう予算措置をすることになるのかお尋ねをしてお

きたいと思います。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５８分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時５８分）

、 。○議会運営委員会委員長 泉田重章君（ ） それでは お答えいたします

この費用につきましては、議会費に充てております金額の流用を

もって充てるということになると思います。

15番、馬場績君。○議長（吉田数博君）

あまりやりたくはないんですけれども、議会費○15番（馬場 績君）

の予算流用という手法もあると思うんだけど、条例を改正して期末

手当の増額を図るということに対する条例と予算措置がマッチング

しないということは、議会としてチェックアンドバランス、しかも

予算の計上執行との関係から言えば、ちょっと齟齬があるのではな

いかと思うんですけど、ぜひ整合性のあるご説明をいただければと

思います。

議会運営委員会委員長。○議長（吉田数博君）
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、 。○議会運営委員会委員長 泉田重章君（ ） それでは お答えいたします

この案件につきましては、町長等の給与支払いの支給の変更に関

する条例案を出す時点で、はっきり言うと予算の変更というのは締

め切りが今回の定例議会の中にはもう期間締め切りがなかったもの

ですから、例年やったことがあったと思いますが、人事院勧告の通

告のあとにこれを流用して今回そのように処理したいということだ

と思います。

15番、馬場績君。○議長（吉田数博君）

従来の予算措置がどうであったかは調べていな○15番（馬場 績君）

いんですけれども、いずれにしても議運でも協議されたとは思うん

だけど、今の手法で措置できるという判断をされたと思うんです。

しかし、今の議運委員長の答弁の本質は補正予算に間に合わなかっ

たということは、補正の予算措置がされていないということを認め

た上で、条例改正だけを承認、さっきの話とつながるわけだけれど

も、予算計上に間に合わなかったということは、くどい話する必要

ないんだけど、予算措置がなされていないというお認めになってい

るわけだ。その上で、予算流用でやるということは、私は議会とし

て予算審議を預かる立場からすれば、問題があるのではないかとい

う考えです。

そのことについては、前段の全協でもそこまでは議論しなかった

という経過がありますので、経過は経過として、あるいは今の議運

委員長の説明も分かりますけれども、私は方法があったのではない

かとも思うんですけど、予算に計上されていないということを認識

した上で、それは科目流用で措置をするという判断の上で提案され

たということですね。

そのことについては、議会としては適正な判断ではないのではな

いかと私は思います。お答えする部分があればお願いいたします。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時０４分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時０５分）

議会運営委員会委員長。○議長（吉田数博君）

、 。○議会運営委員会委員長 泉田重章君（ ） それでは お答えいたします

先ほど、私の提案理由の中にも述べてあるとおり、今日付で町長

等の給与等支払いに関する条例の一部改正がとおったということで
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す。今、打ち合わせをいただきましたが、今日付でこの予算につい

ては流用してありますので、今日付で、ですからこの流用は今まで

先ほど私が説明したとおり、例年にこのような人事院勧告の流れの

中でこういう措置をした事例がありますので、この流用については

正当なものだと私らは考えて議運で決定いたしました。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

15番、馬場績君。

流用が正当な措置だということは、私はそれは○15番（馬場 績君）

次善の策としてそういう予算措置をとることもあり得ると思います

けれども、人事院勧告というはっきりした方針のもとに執行部にお

いては条例改正、あるいはそれに伴う予算措置がなされていると。

従って、最終的に議会の分としてどうするかは、その議案の採決に

関わるわけですけれども、議案の流用が正当だということで今回の

人勧に基づく議員報酬の、あるいは期末手当及び費用弁償に関する

条例の一部改正をこのまま採決するということは、正当性がないと

私は判断をいたします。

従って、この議案についてははっきりと異論を申し上げておきた

いと思います。

他に討論ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発委第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部改正についてを採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第７号は原案のとおり可決されました。

◎発議第４号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第４、発議第４号 土壌の核種分析を求め○議長（吉田数博君）

る意見書（案）を議題とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者から提案理由の説明を求めます。○議長（吉田数博君）
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５番、平本佳司君。

［５番 平本佳司君登壇］

発議第４号 土壌の核種分析を求める意見書○５番（平本佳司君）

（案）について、提案理由の説明をさせていただきます。

本発議案は、町内全域において放射性物質の土壌分析実施及び公

表を求める意見書であります。

議員各位のご賛同をお願い申し上げます。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発議第４号 土壌の核種分析を求める意見書（案）を

採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発議第４号は原案のとおり可決されました。

◎発議第５号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第５、発議第５号 「給付型奨学金」の創○議長（吉田数博君）

設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書（案）を議題とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者から提案理由の説明を求めます。○議長（吉田数博君）

13番、紺野榮重君。

［13番 紺野榮重君登壇］

事務局長朗読のとおりであります。○13番（紺野榮重君）

各議員の賛同よろしくお願いいたします。

これより質疑を行います。質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより発議第５号 「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金

の拡充を求める意見書（案）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発議第５号は原案のとおり可決されました。

◎発議第６号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第６、発議第６号 東京電力福島第一原発○議長（吉田数博君）

並びに第二原発の一連の冷却にかかわる情報開示の在り方と東京電

力福島第二原発の廃炉を求める意見書（案）を議題とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者から提案理由の説明を求めます。○議長（吉田数博君）

15番、馬場績君。

［15番 馬場 績君登壇］

発議第６号について、提案理由の説明をいたし○15番（馬場 績君）

ます。

意見書（案）に書かれているとおりでありますので、あえて再度

の提案理由の説明は省略させていただきたいと思います。

なお、我が浪江町議会は原発避難のその年平成23年12月21日に東

京電力福島原発の廃炉を求める決議を採択しております。

その後、県内59市町村はもちろん、県議会も含めて、県知事も含

めて浪江町長も含めて文字どおり町民、県民総意のもとで原発廃炉

、 、を求めてきたわけでありますけれども 今なお国は東電の判断だと

事業者の判断だと。

それから、東電は国のエネルギー政策によるということで、お互

い無責任な答弁に終始していると。そういう中で、今回こういう事

態が発生いたしました。我々町民としては、怒りを持って東電の今

回の事態に対する対処、あるいは原因を左右する国、東電の第二原

発の廃炉に対して明確にノーの声を上げなければならないと。それ

は、我々議会の責任でもあると思います。

そこで、今回の意見書（案）を提案いたしましたので、どうぞ同

僚議員のご賛同を心からお願いいたします。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより発議第６号 東京電力福島第一原発並びに第二原発の一

連の冷却にかかわる情報開示の在り方と東京電力福島第二原発の廃

炉を求める意見書（案）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発議第６号は原案のとおり可決されました。

ここで資料配付のため暫時休議をします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２５分）

再開します。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２６分）

お諮りします。○議長（吉田数博君）

お手元に配付のとおり発議第７号 東京電力福島第一原発並びに

第二原発の一連の冷却にかかわる情報開示の在り方に対する抗議と

東京電力福島第二原発の廃炉決断を求める決議（案）及び発議第８

号 原発事故自主避難者に対する住宅支援の継続を求める意見書

（案）を日程に追加し、それぞれ追加日程第３、追加日程第４とし

て、ただちにこれを議題としたいと思います。

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、発議第７号 東京電力福島第一原発並びに第二原発の一

連の冷却にかかわる情報開示の在り方に対する抗議と東京電力福島

第二原発の廃炉決断を求める決議（案）及び発議第８号 原発事故

自主避難者に対する住宅支援の継続を求める意見書（案）を日程に

追加し、それぞれ追加日程第３、追加日程第４として、ただちにこ

れを議題とすることに決定しました。

議案配付のため暫時休議をします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２７分）
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再開します。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２８分）

◎発議第７号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第３、発議第７号 東京電力福島第一○議長（吉田数博君）

原発並びに第二原発の一連の冷却にかかわる情報開示の在り方に対

する抗議と東京電力福島第二原発の廃炉決断を求める決議（案）を

議題とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者から提案理由の説明を求めます。○議長（吉田数博君）

15番、馬場績君。

［15番 馬場 績君登壇］

東電に対する抗議並びに廃炉決断を求める決議○15番（馬場 績君）

案の提案の中身については、今事務局長が朗読したとおりでありま

す。

さらに、補足して提案理由を申し上げれば、一体全体東電の原発

の危機管理というのはどうなっているんだということを、あえて申

し上げなければならない。これは、今日福島民報の２面の新聞コピ

ーです。ここには、東電が第一原発で新たな法令違反が３件発見さ

れたという報道でありますけれども、中身として構内に設置した車

両整備用の空気タンク４ｔユニック車排泄物処理施設部の点検不

備、労働安全衛生法に基づき年１回の定期点検や月１回の簡易点検

が義務づけられていたけれども、それを実施していないと、繰り返

しこういうことをやっていると。原発の危険は、ほかの化学工場の

危険とは全く違うと、そういう意識、認識が欠如している、そこか

ら、繰り返し様々なトラブルが発生しているのではないかと。

改めて、安全対策に対する不備、情報開示の不備に対して当議会

として抗議をすると同時に、事業者として廃炉を明確に決断すべき

だということを浪江議会として内外に宣言すべきだと、こういう立

場から決議案を提案したところであります。

同僚議員の賛同も既にいただいておりますけれども、本議会で満

場一致で採決されることを心からお願いいたしまして私の提案理由

にしたいと思います。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより発議第７号 東京電力福島第一原発並びに第二原発の一

連の冷却にかかわる情報開示の在り方に対する抗議と東京電力福島

第二原発の廃炉決断を求める決議（案）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発議第７号は原案のとおり可決されました。

◎発議第８号の上程、説明、質疑、討論、採決

追加日程第４、発議第８号 原発事故自主避難○議長（吉田数博君）

者に対する住宅支援の継続を求める意見書（案）を議題とします。

事務局長に朗読をさせます。

［事務局長朗読］

提出者から提案理由の説明を求めます。○議長（吉田数博君）

14番、三瓶宝次君。

［14番 三瓶宝次君登壇］

発議第８号 原発事故自主避難者に対する住宅○14番（三瓶宝次君）

支援の継続を求める意見書（案）については、ただいま事務局長が

朗読のとおりであります。

議員皆様方のご賛同をよろしくお願い申しげます。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより発議第８号 原発事故自主避難者に対する住宅支援の継

続を求める意見書（案）を採決します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）
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よって、発議第８号は原案のとおり可決されました。

ここで15番、馬場績君より発言の訂正を求めておりますので、こ

れを許可いたします。

15番、馬場績君。

発委第７号 議会議員の議員報酬、期末手当及○15番（馬場 績君）

び費用弁償に関する条例の一部改正に関する議案の討論のところ

で、一部誤って発言をしましたので訂正をさせていただきます。

誤った部分は、議会費の流用と発言すべきところを議案の流用と

発言したと議運委員長からご指摘ありましたので、お詫びして訂正

をさせていただきます。

◎委員会の閉会中の継続審査又は調査について

日程第７、委員会の閉会中の継続審査又は調査○議長（吉田数博君）

についてを議題とします。

各常任委員会委員長、議会運営委員会委員長及び各特別委員会委

員長から、お手元に配付のとおり、会議規則第75条の規定により閉

会中の継続審査の申し出があります。

申し出のとおり閉会中の継続審査又は調査に付することにご異議

ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

、 。よって 閉会中の継続審査又は調査に付することに決定しました

以上で、今期定例会に付された事件はすべて終了しました。

◎町長あいさつ

、○議長 吉田数博君（ ） ここで町長から発言を求められておりますので

これを許可します。

町長。

今期定例会が閉会されるにあたり、一言ごあい○町長（馬場 有君）

さつを申し上げます。

議員各位におかれましては、去る12月６日の本定例会開会以来、

熱心にご審議をいただき、追加議案を含め、提案いたしました全て

の議案についてご賛同をいただきましたこと、厚く御礼申し上げま

す。

審議の過程でいただきました貴重なご意見・ご提言につきまして

は、今後の町政執行及び避難町民支援に十分生かしてまいりたいと

考えております。

さて、去る12日に、国より「浪江町の復興・再生に向けた取り組
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みについて」議会全員協議会での説明がなされ、１月下旬にも住民

懇談会を開催し、町民のご意見を伺いたいとの国の考えが示されま

した。

住民懇談会の開催につきましては、避難指示解除への重要なステ

ップの一つと考えており、懇談会での町民の皆様からのご意見・ご

提言を踏まえ、さらには今後予定される避難指示解除に関する有識

者検証委員会フォローアップ会合の報告書を始め、除染検証委員会

の報告書などを精査し、議会の意見も伺いながら、最終的な解除の

時期を判断してまいりたいと考えております。

いよいよ来年度からは復興計画で位置づける「本格復興期」とな

ってまいります。除染の加速化、インフラ復旧、生活基盤の整備な

ど、壊れたものを元に戻す作業から、町民同士の交流する機会を増

やす取り組みなど、離ればなれとなった町民をつなぎ直す「絆の再

生」へとシフトしてまいります。浪江町に戻れる方、戻れない方、

それぞれの立場を尊重し、皆様が納得するような町の絵姿を具体的

に示してまいりたいと考えております。

今後とも、町民の皆様を始め、人とのつながりを大事にし、信頼

関係を築きながら町の創建を目指してまいります。併せて町民の皆

様が安心して生活ができるよう、生活再建・生活支援を引き続き推

進してまいりますので、議員各位にはこれまで同様、ご指導・ご理

解を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

最後になりますが、年の瀬を避難先で迎えようとしていることは

極めて残念でありますが、皆様におかれましては、健康に十分留意

されまして、新年を迎えられますようお祈り申し上げ、閉会のあい

さつとさせていただきます。

◎閉会の宣告

以上をもって、本日の会議を閉じます。○議長（吉田数博君）

これをもって平成28年12月浪江町議会定例会を閉会といたしま

す。

（午後 ２時４６分）
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、 。上記会議の顛末を記載し 相違のないことを証するためここに署名する

平成２８年 月 日

浪 江 町 議 会 議 長 吉 田 数 博

署 名 議 員 馬 場 績

署 名 議 員 渡 邉 泰 彦

署 名 議 員 佐 々 木 勇 治


	１　表紙
	２　目次
	３　告示
	４　１号表紙
	５　１日目本文
	６　２号表紙
	７　２日目本文
	８　きいろ表紙
	９　３号表紙
	１０　３日目本文
	１１　署名（配付用）

